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サーバオペレーティングシステム

『NetWare®サーバオペレーティングシステム管理ガイド』へようこそ。このガ
イドは、次の章で構成されています。

11 ページの第 1 章「NetWareサーバの理解」

23 ページの第 2 章「NetWareサーバの設定」

33 ページの第 3 章「NetWareサーバの最適化」

47 ページの第 4 章「NetWareサーバの管理」

107 ページの第 5 章「NetWareサーバのトラブルシューティング」

サーバオペレーティングシステムの詳細については、次の表を参照して
ください。

作業 参照先

サーバのインストール開始 『NetWare 6概要とインストールガイド』

マルチプロセッシングコンピュータを
サーバとして使用する場合の、マルチ
プロセッシングの高度なサポート情報

NetWare統合カーネル

使用するプロトコルの決定 『Server Communications Administration 
Guide』

Novell® eDirectoryTMデータベースと

eDirectoryツリーが効率的なネット

ワーク管理の基盤であることの学習

『Novell eDirectory 8.6管理ガイド』の
「eDirectory Concepts」

使用するファイルシステムの決定 『Novell Storage Services管理ガイド』

NetWareにおけるメモリ使用の詳細に

ついての学習

『Server Memory Administration Guide』
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マニュアルの表記規則

このマニュアルでは、不等号 (>)を使用して、操作手順の動作、および
クロスリファレンスパス内の項目を区切ります。

また、「®」、「TM」などの商標記号は、Novellの商標を示します。アスタ
リスク (*)はサードパーティの商標を示します。
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1 NetWareサーバの理解

この章では、次の項目について説明します。

NetWareサーバの概要
NetWare®をインストールしたコンピュータをサーバと呼ぶ方が都合がよ
い場合も数多くありますが、正確には、NetWareサーバはサーバクラスの
コンピュータにインストールされたネットワークオペレーティングシス
テムのことです。NetWareをインストールすることでコンピュータは高性
能なネットワークプラットフォームになり、ワークステーション、プリ
ンタ、大容量のストレージデバイス、およびインターネットをはじめと
する他のネットワークを相互に接続できるようになります。NetWareは、
ネットワークユーザに Java アプリケーションのホストとなるサーバプ
ラットフォームも提供します。

内容 参照先

NetWareサーバオペレーティングシステム

の基本

11 ページの「NetWareサーバの概要」

NetWare統合カーネル 13 ページの「NetWare統合カーネル」

サーバコンソールのセキュリティとインタ
フェース

18 ページの「サーバコンソール」

NetWareサーバのパフォーマンスを最適化

する方法

20 ページの「NetWareの自己調整」

Java*ベースの NetWareのコンポーネント 21 ページの「NetWareの Javaベース

のコンポーネント」
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NetWareサーバは、ネットワークデバイス間でのデータ送信の管理、ハー
ドディスクへのデータの保存と取得、1 つ以上のファイルシステムの管
理、データの整合性、プリンタと印刷の管理、およびメモリの割り当て
と管理を行います。NetWareサーバは、ユニプロセッシングコンピュータ
でもマルチプロセッシングコンピュータでも動作するように設計されて
います。

NetWareの主要な実行可能ファイルである SERVER.EXEには、メディア
マネージャ、NWPA (NetWare Peripheral ArchitectureTM)、LSLTM (Link Support
LayerTM) などのモジュールがバインドされています。SERVER.EXE を実
行すると、NetWareサーバがメモリにロードされハードウェアリソースを
制御して、これらのコンポーネントモジュールのロードを開始します。

注 : NetWareでは、DOSをコールドブートローダとして使用します。ただし、
NetWareが DOS上で実行されるわけではありません。

システムはモジュール式なので、SERVER.EXE を置き換えることなく各
モジュールを更新できます。古いバージョンのモジュールが新しいモ
ジュールに置き換わります。

注 : SERVER.EXEが保存されているディレクトリを、起動ディレクトリまたはブー
トディレクトリと呼びます。デフォルトでは、SERVER.EXEは C:¥NWSERVER
ディレクトリに保存されます。更新されたモジュールを起動ディレクトリにコピーす
ることで、同じモジュールの以前のバージョンや、バインドバージョンを上書きでき
ます。 

NetWare 6 は、統合カーネルに基づいています。マルチプロセッシング
カーネル (MPK)は完全なマルチスレッド対応であり、プリエンプティブ
対応です。また、統合カーネルとして、マルチプロセッサシステムとユ
ニプロセッサシステムの両方で動作します。NetWareは、最高で 32個の
プロセッサをサポートします。

NetWare 6は最小限のハードウェア要件を満たせば動作しますが (『NetWare 6
概要とインストールガイド』の「システム要件」を参照 )、NetWare 6の性能と
拡張性を最大限に引き出すためには高性能のハードウェアプラットフォー
ムを使用することが推奨されます。

システムのコンポーネントが他のパフォーマンスを低下させないように
するには、34 ページの「パフォーマンス特性の一致」も参照してください。
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NetWare統合カーネル
NetWareオペレーティングシステムの中心は統合カーネルです。MPK (マ
ルチプロセッシングカーネル )は、スレッドの管理、プロセッサリソース
のスケジューリング、割り込みと例外の処理、およびメモリと I/Oサブシ
ステムへのアクセス管理を行います。 

詳細については、次のセクションを参照してください。

13 ページの「実行キュー」

14 ページの「負荷分散」

15 ページの「同時処理と並列処理」

16 ページの「プリエンプション」

17 ページの「プラットフォームサポートモジュール」

実行キュー

スレッドは、命令を個別に実行できる制御のストリームです。単純な定義
によれば、スレッドは実行の単位です。コードそのものではありません。 

ヒント :スレッドの詳細については、Bil Lewis、Daniel J. Berg著『Threads Primer: 
A Guide to Multithreaded Programming』(© Sun Microsystems, Inc.)を参照してくだ
さい。先に示した「スレッド」の定義は、この書籍から引用しています。

カーネルは、実行キューという名前のデータ構造を保持しており、ここ
にレディ状態のスレッドが格納されます。ユニプロセッサシステムの場
合は、実行キューは 1 つだけで、プロセッサはこのキューからスレッド
を取得して実行します。

複数のプロセッサを使用できるマルチプロセッシングシステムの場合
は、複数のソリューションが可能です。マルチプロセッサへのスレッド
の分散は、グローバル実行キューまたはプロセッサごとの実行キューに
よって行われます。前者は、すべてのプロセッサが 1 つの実行キューを
共有するものであり、後者は、ローカル実行キューまたは分散型実行
キューとも呼ばれています。両者が組み合わされることもあります。

各アプローチの特徴は次のとおりです。

グローバル実行キュー このアプローチでスレッドを分散する場合、
負荷分散が自動的に行われるという利点があります。レディ状態の
スレッドが実行キューにある限り、プロセッサがアイドル状態にな
ることがないのが、その理由です。ただし、グローバルソリュー
ションは、システム内のプロセッサ数が増えるとボトルネックにな
るという欠点を持ち合わせています。それでも、特定のスケジュー
リングポリシー (リアルタイムスケジューリングポリシーなど )で
は、グローバルキューが必要な場合があります。
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プロセッサごとの実行キュー このアプローチには、キャッシュの親
和性を利用できるという利点があります。つまり、スレッドは、前
回実行されたプロセッサで優先的にスケジュールされます。また、
このアプローチの場合、グローバル実行キューのアプローチに見ら
れるようなボトルネックの問題はありません。

ただし、ローカルキューの場合は、プロセッサ上の負荷、つまり
キュー内のスレッド数が、極端に均衡を欠くことがないように注意
する必要があります。あるプロセッサにスレッドが集中し、別のプ
ロセッサはアイドル状態のままであるような負荷の不均衡に対処す
るために、負荷分散のメカニズムが必要です。

NetWareカーネルでは、プロセッサごとの実行キューを使用しています。
その結果、プロセッサは、各自のローカル実行キューからのみスレッド
を取得して実行できます。このため、NetWareスケジューラは、グローバ
ル実行キューを使った実装に比べて、格段に拡張性があります。負荷の
不均衡を解決するために、NetWareでは、優れた負荷分散アルゴリズムが
使用されています。

負荷分散

すべての負荷分散方式に共通する 2つの重要な要件は、安定性 (小さな負
荷の不均衡に対して過剰に反応しない )と、処理する負荷をすばやく分散
できることです。

NetWareスケジューラは、しきい値を使用することで、安定性の要件に対
処しています。システムにおける負荷の不均衡がしきい値を超えると、負
荷分散メカニズムが起動します。

しきい値を低く設定すると、高い場合に比べて、負荷の不均衡に対する
許容度が低くなります。このため、低い値の場合は、負荷分散が頻繁に
発生し、スレッドの移動が過度に行われます。高い値の場合は、負荷の
不均衡に対する許容度は高まりますが、その結果、負荷分散メカニズム
の起動回数が減少します。ただし、しきい値の最適値を設定することに
よって、過剰なスレッドの移行を防ぐことができ、その一方で負荷の不
均衡を必要な場合のみ是正できます。 

NetWare スケジューラは定期的にシステム全体の負荷と平均負荷を計算
し、後者を使って負荷を比較して、各プロセッサが過負荷または負荷不
足の状態にないかどうかを判別します。 

負荷分散のしきい値と計算された平均負荷を元に、高トリガ負荷と低ト
リガ負荷が決まります。 

プロセッサの負荷が高トリガ負荷を超える場合、プロセッサは過負
荷状態です。
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プロセッサの負荷が低トリガ負荷を下回る場合、プロセッサは負荷
不足状態です。 

この状況の場合、過負荷プロセッサのスレッドが負荷不足プロセッサに移
動され、負荷が分散されます。平均負荷、負荷分散しきい値、高トリガ負
荷、および低トリガ負荷の関係について、次の図を参照してください。

図 1 平均負荷、しきい値、高トリガ負荷、および低トリガ負荷

しきい値に幅がないと、スレッドはあるプロセッサから別のプロセッサ
へと絶えず移動することになり、システムの生産性が損なわれます。 

警告 : しきい値は各自で設定可能ですが、あらかじめ設定されている最適値をそのま
ま使用することを強くお勧めします。検討の結果、しきい値を変更することになった
場合は、独立したシステムでテストしてから、実際の稼動環境で値を変更します。し
きい値を変更する場合は、これを常に最適値にリセットできることを念頭に置いてく
ださい。

しきい値は、NetWare Remote Manager を使って変更できます。詳細につ
いては、37 ページの「負荷分散のしきい値の設定」を参照してください。

同時処理と並列処理

NetWareでは、これまでも常にスレッド (一般的にはプロセスと呼ばれて
います )が使用されてきましたが、NetWare 6までは、マルチスレッドコー
ドによる並列処理の効果が発揮されてはいませんでした。マルチスレッ
ドによって、コードパスをとおして並列実行の複数のパスが実現されま
す。ソフトウェア開発者の役割は、一定の実行順序に依存することなく
同時に実行できるタスクを識別し、複数のスレッドにタスクを割り当て
るメカニズムと、スレッドで共有するデータを保護するための適切な同
期のメカニズムを提供することです。 
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ユニプロセッサ環境の場合は、マルチスレッドコードを実行するとス
レッドが同時に実行します。これは、1つ以上のスレッドが同じプロセッ
サ上でアクティブになるということです。スレッドは、同時に実行する
かのように見えますが、実際には同時に実行していません。たとえば、あ
るスレッドがコードを実行している間は、別のスレッドはブロックして
います。プロセッサがきわめて高速で、時間の単位がきわめて小さいた
めに、同時に実行しているかのように感じるのです。

これに対して、複数のプロセッサが搭載されたハードウェアシステムの
場合は、複数のスレッドが別々のプロセッサ上でまったく同じ時間に実
際に実行することが可能です。スレッドが複数のプロセッサ上で同時に
実行する場合、これはスレッドが並列に実行していることになります。マ
ルチスレッドコードは、並列処理を利用することで、より効果的にプロ
セッサを利用できます。

NetWare 6の環境では、マルチプロセッサ (MP)ハードウェアで実現され
る並列処理と、サーバオペレーティングシステムにおける並列処理のサ
ポートを利用してアプリケーションを作成できます。また、システムは、
GroupWise®などのサーバアプリケーションによるパフォーマンスの向上
やスケーリングの恩恵を受けることができます。

注 : NetWareカーネルはマルチスレッド対応なので、1つのバイナリで、ユニプロ
セッサシステムとマルチプロセッサシステムの両方をそのままサポートできます。

プリエンプション

NetWareでは、制約の範囲内でスレッドのプリエンプションが可能です。
プリエンプションが可能な NetWare モジュールを新しく作成することが
できます。

注 : 以前のバージョンの NetWareでは、プリエンプティブではなく、ラウンドロビン
(ファーストイン、ファーストアウト )式のスケジューリングポリシーが実装されて
いました。このため、スレッドは、実行キューに入れられた順序で実行がスケジュー
ルされていました。ユニプロセッサシステムでは、NetWareは高速で、きわめて効
率的です。

アプリケーションをプリエンティブで処理するためには、プリエンプ
ティブ対応のコードを明示的に記述する必要があります。クリティカル
セクションの境界は、クリティカルコードセクションであることを通知
するスケジューラの API 関数を呼び出すことで識別されます。クリティ
カルセクションは、プログラムデータの整合性を維持し、同時実行に適
さないコードが同時に実行するのを防ぐために使用されます。スレッド
がクリティカルセクションにある場合は、プリエンプティブにはなりま
せん。

デフォルトでは、アプリケーションスレッドが実行している場合、次の
条件が満たされない限り、スレッドはプリエンプティブではありません。
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スレッドの実行元のコードがプリエンプティブ対応でなければなり
ません。これは、モジュールの NLMTMファイル形式に設定される
フラグで示されます。コードがメモリにロードされると、メモリ
ページにプリエンプティブのフラグが設定されます。

コードのクリティカルセクションにスレッドがあってはなりません。

スレッドの長さがプリエンプティブマルチタスキングに適していま
す。スケジューラはチックごとに経過時間を確認します。

プリエンプティブ対応にすることで、次の状態が実現します。

アプリケーション開発が簡単化された実行環境。開発者は、プリエン
プティブマルチタスキングをスケジューラに任せることができます。 

不良なモジュールによるプロセッサの占有を阻止するメカニズム。

カーネル自体は、プリエンプティブではありません。

プラットフォームサポートモジュール

NetWareは別にして、マルチプロセッサコンピュータ上でマルチプロセッ
シングを実現するために必要なのは、使用しているハードウェアプラッ
トフォームと NetWare に適した、プラットフォームサポートモジュール
(PSM)だけです。他のモジュールは必要ありません。

注 : インストール時にロードする PSMを使用します。PSMs for NetWare 4.11 
SMP.NLMは、NetWare 5以降では動作しません。

PSM は、マルチプロセッサの割り込みを抽象化したものです。プロセッ
サのデバイスドライバとして、ハードウェア依存やプラットフォーム固
有の情報をNetWareに対して隠す役割を果たします。セカンダリプロセッ
サのオンラインとオフラインを切り替えることもできます。 

インストール時、NetWareは、BIOS内の MP環境設定テーブルを読み込
んでマルチプロセッサを検出し、使用可能な NetWare プラットフォーム
サポートモジュール (PSM)の中で、MPハードウェアプラットフォームに
一致するものを判別します。

ネットワーク管理者は、PSM をロードするか、プロセッサ 0 上でのみ
NetWareを実行するかを選択できます。サーバの起動時に PSMがロード
されるように、インストールプログラムによってSTARTUP.NCFファイル
が変更されます。

Novell®が提供するMPS14.PSMは、Intel*のマルチプロセッサ仕様 1.1お
よび 1.4 に準拠するハードウェアプラットフォームをサポートします。
Compaq*も、自社のシステム要件に適したPSMを提供しています。Tricord*
の NetWare用 PSMについては、Tricordに問い合わせてください。
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NetWareのマルチプロセッシングによって、拡張性に加えて、次の利点が
提供されます。

NetWare 4.11 SMP.NLM用に作成されたアプリケーションの下位互換
性。実際、以前のリリースで CLIBに対して作成されたすべてのも
のがサポートされます。旧バージョンのアプリケーションコードは、
単にプロセッサ 0に集められます。

ユニプロセッシングもサポートする統合型のマルチプロセッシング
カーネル (MPK)。1つのバイナリが、ユニプロセッサとマルチプロ
セッサの両方のハードウェアプラットフォームで動作します。

カーネルレベルでのプリエンプティブマルチタスキングのサポート
(開発者は、アプリケーションに対して、カーネルのプリエンプティ
ブマルチタスキングサポートの利用を明示的に指定する必要があり
ます )。

単一のプラットフォームサポートモジュール内のMPKのプラット
フォームサポート。

サーバコンソール

サーバコンソールはモニタとキーボードで構成されており、NetWareサー
バのアクティビティを表示および制御します。サーバコンソールから実
行できる操作は次のとおりです。

サーバのシャットダウンと再起動

NLMプログラムのロードとアンロード

サーバパフォーマンスの監視

ネットワークトラフィックの表示

環境設定パラメータの設定

環境設定ファイルと他のバッチファイルの編集

メッセージの送信

サーバコンソールでは、複数のインタフェースもサポートされます。

コマンドライン システムコンソールプロンプトでコマンドを入力で
きます。オプションとパラメータは指定しても、指定しなくてもか
まいません。サーバ名とその後に続くコロン (:)がプロンプトです。
たとえば、LOADというサーバコンソールコマンドがあります。

キャラクタベースのメニュー ユーティリティでは、メニュー、リス
ト、およびポータルが使用されます。サーバを監視するMONITOR
という主要なユーティリティが、このインタフェースの例です。
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Javaベースの GUI X Server--グラフィカルコンソールを使用すると、
サーバから各種の Java*アプリケーションにアクセスできます。

X Server--グラフィカルコンソールアプリケーションのデスクトップ
メニューからは、次の操作を実行できます。

ConsoleOneTM、Install、RConsoleJ、Console Log、Editor、File 
Browser、NetWare Remote Manager、およびサーバコンソールな
どの Javaユーティリティを実行できます。

Java環境と GUIバックグラウンドの設定を制御できます。

コンソールコマンドを実行できます。

X Server--グラフィカルコンソールアプリケーションを閉じるこ
とができます。

グラフィカルコンソールを再起動するには、システムコンソー
ルプロンプトで「STARTX」と入力します。

NetWareがインストールされると、サーバコンソールはデフォルトでグラ
フィカルコンソール画面になります。ただし、コマンドラインにアクセ
スする必要がある場合、または MONITOR をロードしたままにする場合
は、画面を切り替えることができます。コンソール画面を切り替える手
順については、51 ページの「サーバコンソール画面の表示とアクセス」
を参照してください。

ヒント :サーバのスプラッシュ画面を省略する方法、または独自の画面に置き換える
方法については、48 ページの「サーバを起動する」および『Utilities Reference』の
「SERVER」を参照してください。 

コンソールのセキュリティに関する次の問題に注意してください。

サーバコンソールへの不正アクセス パスワードを要求することで、
キーボードアクセスを制御します。68 ページの「サーバコンソール
の保護」を参照してください。

SECURE CONSOLEコマンドを使用して、セキュリティ侵害からコ
ンソールを保護します (『Utilities Reference』の「SECURE CONSOLE」
を参照してください )。

SCRSAVER のスクリーンセーバ機能とコンソールロック機能も使用
できます (『Utilities Reference』の「SCRSAVER」を参照してください )。

ソフトウェアの不正使用 エキスパートであれば、組み込みのデバッ
ガを使ってセキュリティシステムを無効にしたり、省略したりでき
ます。これを防ぐには、SECURE CONSOLEを使用します。

ハードウェアの不正使用 サーバを安全な場所に設置します。侵入者
は、パワーオンパスワードを無効にしたり、ハードディスクを取り
外してデータにアクセスします。
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NetWareの自己調整
多くの点で、NetWareは自己調整システムです。要求と可用性に応じて、
リソースを割り当てます。

一般に、要求が受信されても、新しいリソースが直ちに割り当てられる
ことはありません。オペレーティングシステムは指定の時間を待機して、
既存のリソースで要求に対処できるかどうかを確認します。リソースが
使用可能になった場合、新しいリソースは割り当てられません。制限時
間内にリソースが使用可能にならなかった場合は、新しいリソースが割
り当てられます。 

時間制限を設けることで、サーバアクティビティの突発的なピークに
よって、不要なリソースが永続的に割り当てられることが阻止されます。

たとえば、サーバが起動すると、空いているすべてのメモリはファイル
キャッシュに割り当てられます。ただし、他のリソース ( ディレクトリ
キャッシュバッファなど ) の要求が増加するにしたがって、使用可能な
ファイルキャッシュバッファ数は減少します。

次のパラメータは、オペレーティングシステムによって動的に設定され
ます。

Directory cache buffers

File locks

Kernel processes

Kernel semaphores

Load balancing for multiple processors

Maximum number of open files

Memory for NLM programs

Router/server advertising

Routing buffers

Service processes

TTSTM transactions

Turbo FAT index tables

NetWareが設定するパラメータに加えて、多くのサーバパラメータの値を
調整して、ネットワークのサーバを最適化できます。38 ページの「サー
バパラメータ値の設定」を参照してください。
20 サーバオペレーティングシステム管理ガイド



NetWareの Javaベースのコンポーネント
NetWare には、JNDI (Java Naming Directory Interface) と NJCL (Java Class
Libraries for Novell)に加えて「Novell JVM for NetWareと JIT (Just In Time)
コンパイラ」が含まれており、サーバ上で Java ベースのアプレットとア
プリケーションを実行できます。

Javaベースのコンポーネントは、NetWareのインストール時に自動的にイ
ンストールされます。Javaベースのコンポーネントを使用するには、TCP/
IP を使用する必要があります。Java ベースのコンポーネントの使用方法
については、64 ページの「サーバ上での Java の使用」および『Utilities
Reference』の「ConsoleOne 」を参照してください。

Novell JVM for NetWareと JIT (Just In Time)コンパイラ
Novell JVM for NetWareは、マルチスレッド対応のアプリケーションやグ
ラフィカルインタフェースを使用するアプリケーションなど、NetWare
サーバが Java ベースのアプリケーションやアプレットを実行できるよう
にするための、各種の NLMプログラムで構成されています。 

JVMは、JavaSoft*が定めている 100% Pure Javaとして認定されているす
べてのアプリケーションを実行できます。ただし、100% Pure Javaでない
アプリケーションは NetWareに移行する必要があります。

NetWareには、Javaベースのアプリケーションのパフォーマンスを向上す
るために、Symantec*の JIT (Just In Time)コンパイラが含まれいます。

NetWare には、一般的なビデオカードのドライバと、NetWare のインス
トール時にビデオカードを自動的に認識し、設定するユーティリティも
含まれています。

Novell JVM を実行するには 48MB 以上の RAM が必要であり、グラフィ
カルアプリケーションを実行するには少なくとも 128MB が必要です。
サーバのメモリが多いほど、より多くの Java ベースのアプリケーション
を実行できます。

NJCL (Java Class Libraries for Novell)と JNDI (Java Naming Directory 
Interface)については、Novell DeveloperNetのWebサイトの「Novell Class 
Libraries for Java」 (http://developer.novell.com/ndk/doc/njcl/njcl_enu/data/
ha88dsny.html)を参照してください。
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2 NetWareサーバの設定

ハードウェアとソフトウェアの要件やインストール手順など、NetWare®

サーバのインストールについては、『NetWare 6概要とインストールガイド』
を参照してください。

IPXTMから TCP/IPへの移行については、『Server Communications 
Administration Guide』の「Migrating IPX to IP」を参照してください。

インストールした後、次のセットアップ手順を使用します。

 23 ページの「サーバのソフトウェア設定の変更」

 25 ページの「サーバまたは他の製品のインストール、アンインス
トール、 および設定」

 26 ページの「NetWareが使用する言語の変更」

サーバのデフォルト言語は英語ですが、サーバとクライアントは別
の言語を使用できます。ローカライズされた各種コンポーネントと
その変更手順については、次のセクションを参照してください。

26 ページの「コードページ」

29 ページの「コードページの変更」

30 ページの「サーバメッセージファイルの変更」

31 ページの「NLMメッセージファイルの変更」

32 ページの「サーバキーボードタイプの変更」

サーバのソフトウェア設定の変更

NetWareをインストールした後で、次に示すように各種の変更を加える
ことができます。 

25 ページの「サーバまたは他の製品のインストール、アンインス
トール、 および設定」
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38 ページの「サーバパラメータ値の設定」

時刻同期の変更

時刻同期の変更の詳細については、『Network Time Management管理ガイ
ド』の「サーバでの Timesyncの環境設定」を参照してください。

ボリュームの追加または変更

論理ボリュームまたは従来のボリュームの作成については、『Novell 
Storage Services管理ガイド』の「論理ボリュームの作成」または「従
来のボリュームの作成」を参照してください。

eDirectoryTMツリーの変更

Novell eDirectoryの設計と変更については、『Novell eDirectory 8.6管理
ガイド』の「ツリーの設計」を参照してください。

サーバの設定を変更する場合は、その前に、システムコンソールプロン
プトで「CONFIG」と入力するか、NetWare Remote Managerの中で環境
設定レポートを表示および印刷して、現在の設定内容を確認します。

CONFIGコマンドを実行すると、次の情報が表示されます。

サーバ名、内部ネットワーク番号、サーバの稼動時間。

各ネットワークボードのハードウェア設定、ノード (ステーション )
アドレス、ケーブリング方式の外部ネットワーク番号、ボード名、
フレームタイプ、および通信プロトコル。

サーバの eDirectoryツリーとバインダリコンテキスト。

システムによっては、CONFIGコマンドを実行すると、NLMTM 
(NetWare Loadable ModuleTM)プログラムについての情報が表示され
ます。NLMプログラムに関する情報の種類と量は、システムごとに
異なります。

CONFIGコマンドの実行の詳細については、『Utilities Reference』の
「CONFIG」を参照してください。

NetWare Remote Managerの環境設定レポートは、より完全で詳細です。
変更を加える前にこのレポートを印刷または保存しておくと、サーバの
記録をすばやく簡単に残しておくことができます。このレポートと、そ
の作成手順については、『NetWare Remote Manager管理ガイド』の「サーバ
環境設定レポートの実行と表示」を参照してください。
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サーバまたは他の製品のインストール、アンインストール、
および設定

NWCONFIGユーティリティを使用すると、ネームスペースモジュール
や NLMプログラムなど、他の製品をインストール、アンインストール、
および設定できます。

製品のインストール時または設定時に不明な点が生じた場合は、製品に
付属しているマニュアルを参照してください。

製品によっては、設定オプションやアンインストールオプションがあり
ません。サポートされていない操作を実行しようとすると、このことを
説明するメッセージが表示されます。

1 システムコンソールプロンプトで、次のコマンドを入力します。

[LOAD] NWCONFIG
2［Product Options］>［View/Configure/Remove Installed Products］の順
に選択します。

［Currently Installed Products］のリストが表示されます。現在インス
トールされている製品がない場合、リストは空です。

3 次のいずれかを実行します。

製品をインストールするには、<Insert>を押してプロンプトの指
示に従います。

製品をアンインストールするには、リストから製品を選択し、
<Delete>を押します。

製品の設定オプションを設定するには、リストから製品を選択
し、プロンプトの指示に従います。

詳細については、『Utilities Reference』の「NWCONFIG」を参照してくだ
さい。
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NetWareが使用する言語の変更
NetWareのデフォルト言語は英語ですが、他の言語も使用できます。
NetWareサーバと NLMプログラムの言語を変更するには、次のセク
ションを参照してください。

26 ページの「コードページ」

29 ページの「コードページの変更」

30 ページの「サーバメッセージファイルの変更」

31 ページの「NLMメッセージファイルの変更」

32 ページの「サーバキーボードタイプの変更」

コードページ

コードページは、1つ以上の言語スクリプトをサポートするキャラクタ
セットを格納しているテーブルです。キーボードのキーが押されると、
コンピュータはそのキー入力を表す数値コードを受け取ります。コード
ページには、このような数値コードが格納されています。多くのパソコ
ンのオペレーティングシステムでは複数のコードページがサポートされ
ており、コードページ間を切り替えることができます。

たとえば、DOSの場合は、英語、フランス語、ドイツ語などのローマ英
数字に対してコードページ 437を使用しますが、ポルトガル語に対して
はコードページ 850が必要です。DOSコードページ 850 (ポルトガル語 )
では、f (フラン )の記号が削除され、O (鋭アクセント符号 )が挿入され
ています。同じ言語でも、対応するコードページは、コンピュータのオ
ペレーティングシステムごとに異なります。たとえば、DOSでは英語に
対してコードページ 437が使用されますが、Windows* 95ではコード
ページ 1252が使用されます。

シングルバイトのコードページでは、大文字、小文字、数字、句読点、
およびキーボード上のすべての数学記号を、256コード以内で表します。 

しかし、あらゆる言語で使用されているすべての文字や記号を記述する
には、256コードでは足りません。中国語、日本語、韓国語など、英字
以外の言語では数千もの文字が使用されており、ダブルバイトコード
ページが必要です。 
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シングルバイトとダブルバイトのコードページの違いによって、通常、
表示に関して問題が生じます。たとえば、日本でWindows 95を使って
作成した文書は、おそらくコードページ 932で作成されています。この
文書を、米国でコードページ 1252を使用しているWindows 95コン
ピュータで表示しても、同じようには表示されません。認識できない文
字は、ハート形などの記号に置き換えられます。以前は、置き換えられ
たこのような文字が原因で、Novell eDirectoryなどのデータベースがオ
ブジェクトを認識できませんでした。

このような問題を解決するために、Unicode*と呼ばれる規格が導入され
ました。

Unicodeを使用する
Unicodeは Unicode Consortiumによって定義された 16ビットで文字を表
す規格であり、最高で 65,536文字をサポートできます。Unicodeを使用
すると、複数の言語の文字を、Unicode規格だけで表現できます。

使用しているコードページで理解できない文字は、[00FF]のように、
Unicode文字の 4桁の 16進数値に置き換えられ、角かっこで囲まれて表
示されます。

eDirectoryは Unicodeをサポートするので、置き換えられた文字によっ
て、eDirectoryがオブジェクトを認識できなくなることはありません。
たとえば、会社のヨーロッパ支店が、西ヨーロッパの財務を表す部門オ
ブジェクトを作成したものとします。DOSコードページ 852を使用し
て、一般通貨記号がオブジェクト名の一部に設定されています (OU=¤W-
Euro)。 

このオブジェクトを、米国で DOSコードページ 437またはWindows 95
コードページ 1252を使ってアクセスすると、通貨記号 (¤)は、この記号
を表す Unicode値とそれを囲む角かっこ、つまり [00A4]に置き換えられ
ます。eDirectoryは Unicode値を認識するので、そのままオブジェクト
を開き、アクセスできます。

ただし、角かっこと Unicode値が含まれるオブジェクト名は、ユーザに
とっては理解しづらいものです。名前が難しすぎて理解できない場合、
唯一の解決法は、オブジェクトを作成するときに使用したコードページ
を判断し、そのコードページを使ってオブジェクトを表示することで
す。コードページの変更は厄介です。ガイドラインについては、29 ペー
ジの「コードページの変更」を参照してください。

次の表は、Unicode値の範囲、各範囲の説明、および文字を正しく表示
するために使用するコードページのリストです。ただし、推奨される
コードページの 1つに切り替えても、正しい結果が表示されることが保
証されているわけではありません。たとえば、日本、中国、および韓国
では、4E00-9FFF (漢字 )の範囲にある文字が使用されています。しか
し、コードページ 932 (日本語 )に切り替えても、中国でのみ使用されて
いる文字は正しく表示されません。
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最も確実に文字を決定するには、Unicode Standard Version 2.0を参照しま
す。詳細については、UnicodeのWebサイト (http://www.unicode.org)を
参照してください。Webサイトには、Unicode文字のチャートも含まれ
ています。 

表 1 Unicode範囲、説明、およびコードページ

Unicode範囲 説明 地域 Windows
コードページ

DOS
コードページ

0080 - 00FF 拡張ラテン文字 西ヨーロッパ 437、850、860、

863、865

0100 - 01FF 拡張ラテン文字 中央ヨーロッパ 1250, 1257 852, 775

0300 - 03FF ギリシャ文字 ギリシャ 1253 737

0400 - 04FF キリル文字 ロシア 1251 855, 866

0590 - 05FF ヘブライ文字 イスラエル 1255 862

0600 - 06FF アラビア文字 中東 1256 864

2500 - 26FF 線画およびグラフィックス なし なし 大部分の DOS
コードページ

4E00 - 95FF 漢字 極東 932, 936, 949, 950 932, 936, 949, 950

AC00 - D7FF ハングル文字 韓国 949 949

FE70 - FEFF アラビア表示形 中東 なし 864

FF00 - FFEF 全角および半角 極東 932, 936, 949, 950 932, 936, 949, 950
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コードページの変更

NetWareサーバや DOS上でのコードページの変更は、通常、コンピュー
タが稼動していても行うことができます。ただし、Windows 3.1xや
Windows 95ワークステーション上でコードページを変更する場合は、追
加のソフトウェアをインストールし、Windowsを再起動する必要があり
ます。Unicodeおよびその他のコードページの背景情報については、26 
ページの「コードページ」を参照してください。

CHARSETコマンドによるコードページの変更の詳細については、
『Utilities Reference』の「CHARSET」を参照してください。

コードページを変更する環境 操作

NetWareサーバ システムコンソールプロンプトで、次のコマンドを
入力します。

CHARSET CPxxx
xxxには、ロードするコードページの値を指定しま

す。

次のコードページがサポートされています。 437、

737、850、852、855、857、860、861、863、865、

866、869。

DOS DOSオペレーティングシステムに付属している指示

書に従います。

Windows 3.1x、Windows 95、Windows NT オペレーティングシステムに付属している指示書に
従います。

NetWare製品 CDに収録されている、Unicode変換

テーブルの新しいセットのインストールを要求され
ることがあります。次のものが必要です。

UNI_newpage#.platform:新しいコードページを

Unicodeに変換し、Unicodeを新しいコードページ

に変換します。

UNI_MON.platform:文字を小文字に変換して比較

を促進します。

UNI_UPR.platform:大文字を扱います。

拡張子は、プラットフォームによって次のように異
なります。

.W16 (Windows 3.1x)

.W32 (Windows 95、Windows NT*)

.DOS (DOS)
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サーバメッセージファイルの変更

NetWareオペレーティングシステムと、その NLMプログラムおよび
ユーティリティのデフォルト言語は英語です。

サーバの言語は、インストール時に指定します。後でサーバ言語を変更
する場合は、次に示すように、最初に新しい言語ファイルをサーバにコ
ピーし、次にサーバを新しい言語に設定し、サーバを再起動する必要が
あります。

重要 :サーバを再起動しなければならないのは、SERVER.EXEを実行することで
サーバ言語が設定されるためです。

1 (状況によって実行) NetWareのインストールCD-ROMからファイルを
コピーする場合は、CDを挿入します。

2 システムコンソールプロンプトで、次のコマンドを入力します。

[LOAD] NWCONFIG
3［Product Options］>［Choose an Item or Product Listed Above］>［Add 

Additional Language to the Server］の順に選択します。

ボックスが表示され、前回のファイルのインストール元のパスが表
示されます。このパスが言語ファイルへのパスであることを確認し
ます。NetWare CD上の言語ファイルは、次の場所にあります。

drive or volume:¥NW60¥INSTALL¥NLS¥language_id
言語 IDのリストを取得するには、システムコンソールプロンプト
で次のコマンドを入力します。

LANGUAGE LIST
4 パスが正しい場合は <Enter>を押します。パスが正しくない場合は

<F3>を押して、言語ファイルへの正しいパスを入力します。

別のサーバからファイルをインストールしている場合は、そのサー
バへのパスを入力すると、ユーザ名とパスワードを求めるプロンプ
トが表示されます。表示される指示に従ってください。

ウィンドウが表示され、言語ファイルのグループが一覧されます。

5 インストールする言語に矢印キーを使ってカーソルを移動し、
<Enter>を押します。

選択された言語に Xのマークが付きます。必要に応じて、複数の言
語を指定できます。

言語の選択を解除するには、目的の言語にカーソルを移動し、再び
<Enter>を押します。
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6 言語の選択が終了したら、<F10>を押します。

選択した言語ファイルがコピーされます。

7［Other Installation Items/Products］メニューが表示されるまで、<Esc>
を押します。

8［Change Server Language］を選択します。

ボックスが表示され、前回のファイルのインストール元のパスが表
示されます。

9 <Enter>を押してパスを設定します。

メニューが表示され、使用可能な言語が一覧されます。

10 メニューから目的の言語を選択します。

言語を初めて変更する場合は、言語ファイルのデフォルトの配置先
を示すプロンプトが表示されます。その場所はデフォルトのブート
ディレクトリの C:¥NWSERVERです。

言語ファイルはブートディレクトリに配置する必要があります。

11 デフォルトをそのまま設定するか、ブートディレクトリへのパスを
入力します。

ブートディレクトリを指定すると、言語ファイルがロードされます。

12 サーバを再起動して、変更を反映します。

NLMメッセージファイルの変更
続けてロードされる NLMプログラムの言語を変更するには、システム
コンソールプロンプトで LANGUAGEコマンドを使用します。
LANGUAGEコマンドを実行しても、現在ロードされているモジュール
の言語は変更されません。

重要 :サーバ言語を変更せずに NLM言語を変更した場合、NLMは、一部の文字列と
画面タイトルを引き続きサーバ言語で表示します。言語表示の一貫性を保つには、30 
ページの「サーバメッセージファイルの変更」の説明に従って、サーバ言語も変更す
る必要があります。

1 システムコンソールプロンプトで、次のコマンドを入力します。

LANGUAGE LIST
言語とその ID番号のリストが表示されます。リストに表示される
すべての言語が、現在サポートされているわけではありません。

2 使用する言語の名前または番号をメモします。
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3 システムコンソールプロンプトで、次のコマンドを入力します。

LANGUAGE Language_name |number
後でロードされる NLMプログラムが、新しい言語で表示されます。

詳細については、『Utilities Reference』の「LANGUAGE」を参照してくだ
さい。

サーバキーボードタイプの変更

NetWareでは、KEYBユーティリティをロードすることで、英語 (アメリ
カ )以外のキーボードタイプを使用できます。KEYBで指定する言語は、
サーバの言語ではなく、キーボードの言語に一致している必要がありま
す。キーボードタイプは、サーバを再起動することなく変更できます。

重要 :キーボードタイプを変更すると、キーボードのいくつかのキーが、別の文字を
表示します。指定する言語に適したキーボードを持ち、そのキーボードの使用方法を
理解していない限り、このコマンドを使用しないでください。キーボードのどのキー
で元の言語に戻すかがわからなくなる可能性があります。

1 システムコンソールプロンプトで、次のコマンドを入力します。

[LOAD] KEYB
2 キーボードタイプのリストから、使用しているキーボードに一致す
るキーボードタイプを見つけます。

3 使用しているキーボードに一致するようにキーボードタイプを変更
するには、次のコマンドを入力します。

[LOAD] KEYB keyboard_type
次に例を示します。

[LOAD] KEYB GERMANY 
詳細については、『Utilities Reference』の「KEYB」を参照してください。
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3 NetWareサーバの最適化

NetWare®サーバを最適化するには、最新の Novell®テクニカルサポート 
(http://support.novell.com)にアクセスし、次のいくつかの操作を実行する
必要があります。

パッチの適用

Novellは、サーバにインストールできるアップデート版を定期的にリリー
スすることで、NetWareオペレーティングシステムソフトウェアにおける
問題の解決を常に試みています。最新のオペレーティングシステムの
アップデート版には、それまでのすべてのアップデート版が含まれてい
るので、最新のファイルをインストールするようにしてください。これ
によって、オペレーティングシステムを最新の状態に維持できます。 

目的 参照先

最適化の前に、最新のオペレーティングシス
テムのアップデート版を取得し、サーバに
パッチを適用する。

33 ページの「パッチの適用」

ハードウェアコンポーネントの性能とパ
フォーマンスが一致していることを確認する
ことによって、ボトルネックを切り離し、解
決する。

34 ページの「パフォーマンス特性の

一致」

SETパラメータを変更してサーバのパフォー

マンスを向上する。

38 ページの「サーバパラメータ値の

設定」

サーバパラメータの値を調節できる箇所を識
別し、特定の処理の負荷に対してサーバを調
整する。

84 ページの「NetWareサーバの監視」

サーバのプロトコルを管理することによって
ネットワークトラフィックを削減する。

45 ページの「レプリケーショントラ

フィックの最小化」
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最新のオペレーティングシステムのアップデート版は、次の場所で取得
できます。

NovellテクニカルサポートのWebサイト (http://
www.support.novell.com/filefinder/)におけるパッチリスト。

FTP (File Transfer Protocol)を使用する場合は、ftp.novell.comへの匿名
FTP。

Gopherを使用する場合は gopher.novell.com。

Novell Support Connection (R) CD (http://www.support.novell.com/
additional/nsc-cd.html)の使用。加入者に毎月 CD-ROMでリリースさ
れます。

NetWareパッチのインストールについては、パッチに関する Readme
ファイルを参照してください。

パフォーマンス特性の一致

各コンポーネントのパフォーマンス特性は、全体のシステムパフォーマ
ンスに影響します。多数のサブコンポーネントと、コンポーネント間の
相互作用によって、ボトルネックが発生します。プロトコルもボトル
ネックの原因です。固有のソフトウェア機能もボトルネックの原因で
す。実際、システムのすべての部分とプロセスが、ボトルネックを引き
起こす可能性を持ちます。ただし、常に意識しなければならないのは、
システムの最大の弱点であるボトルネックは、一度に 1つしか存在しな
いということです。 

また、どのシステムにも、どこかに弱点はあります。このため、システ
ムの 1つのコンポーネントが他のコンポーネントのパフォーマンスを妨
げることがないように、システムコンポーネントのパフォーマンス特性
を一致させることが目標となります。34 ページの図 2 は、コンポーネン
トの特性が一致しているシステムを示しています。

図 2 適切な設計のシステム
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適切な設計のシステムでは、すべてのコンポーネントが同じパフォーマ
ンス範囲にあることに注意してください。ただし、この場合、必ずしも
最適ではないコンポーネントの方がコスト効率は優れています。コン
ポーネントの特性がきわめて一致しているので、パフォーマンスが一番
低いコンポーネント aをアップグレードしても、そのコストに見合うだ
けのパフォーマンスの増加は得られません。

図 3は、パフォーマンスが低いコンポーネントと高いコンポーネントが
効率悪く混在している、不適切な設計のシステムを示しています。 

図 3 不適切な設計のシステム

このシステムの場合、コンポーネント fおよび gのパフォーマンス特性
は、コンポーネント h、i、および jに比べて相当劣っています。コン
ポーネント fはボトルネックであり、コンポーネント h、i、j、および g
さえも fの影響を受け、本来設計されている実行速度よりもかなり低速
に実行します。このシステムの場合、ボトルネックによってシステムの
パフォーマンスが損なわれています。

高パフォーマンスのコンポーネントが本来の能力を発揮することができ
ないために、これは不適切な設計のシステムです。実際、h、i、および j
のパフォーマンス特性が高いために、このシステムは図 3のシステムに
比べてコストが高くなっています。しかし、高パフォーマンスコンポー
ネントと低パフォーマンスコンポーネントがあまりに不均衡であるため
に、その性能を発揮できません。

図 4の不均衡なシステムは、コンポーネント fを gのパフォーマンスレ
ベルにアップグレードすることで、大きく向上します。ただし、次の図
に示すように fを gより上のレベルにアップグレードしても、ボトル
ネックがコンポーネント gに移動するので、fによる追加のパフォーマ
ンス特性は失われます。
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図 4 ボトルネックの移動

このため、アップグレードによる恩恵はわずかです。ボトルネックの移
動を超える効果を得るには、h、i、および jの能力を完全に利用するた
めに、両方のコンポーネントを hのレベルまでアップグレードする必要
があります。

別のコンポーネントが実際にシステムパフォーマンスのボトルネックに
なる可能性を考慮せずに、システムのコンポーネントを 1つだけ、その
能力の限界までテストしても意味はありません。システムコンポーネン
トをアップグレードすることはできますが、システムのボトルネックを
切り離し、システム全体のパフォーマンス特性に対するその関係を評価
し、適切な対処をしない限り、パフォーマンスの大きな向上はあり得ま
せん。

ボトルネックの切り離しは、パフォーマンスに優れたシステムを構築して
いる場合、特に重要です。システムのどの部分に、どのような理由でボト
ルネックが発生しているか理解する必要があります。さらに、そのボトル
ネックが、システムの他の部分のパフォーマンス特性と、どの程度密接に
関係しているかについても知る必要があります。低パフォーマンスのコン
ポーネントが、他のコンポーネントとは別のパフォーマンスカテゴリにあ
る場合は、アップグレードしてボトルネックを最高のパフォーマンスレベ
ルに移動することで、大きな効果を得ることができます。

この説明は、AppNotesTMの「Performance Analysis: Isolating the Real 
Bottleneck in a System」(1996年 1月 ) (http://developer.novell.com/research/
appnotes/1996/january/04/index.htm)から引用しました。
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負荷分散のしきい値の設定

負荷分散のしきい値は、マルチプロセッササーバにのみ適用されます。
テストを繰り返した結果、マルチプロセッサに対する負荷分散の最適な
しきい値が決められました。この値は、過度なスレッドの移行を防ぐ一
方で、重大な負荷の不均衡を解決するものです。負荷分散メカニズムの
中でこの役割がなければ、スレッドは絶えずあるプロセッサから別のプ
ロセッサへと移動します。 

最適なしきい値は Novellによってあらかじめ設定されており、多くの場
合、この値は最も効率的なプロセッサの利用率を実現します。しきい値
を変更しないことを強く推奨しますが、この値は各自で設定することも
可能です。 

警告 : しきい値を調整する場合は、十分に調査し、検討した上で行ってください。異
なるしきい値レベルのテストは、独立したテストシステムで実行するのが最適です。
稼動環境ではテストしないでください。最適設定にいつでも戻せることを、念頭に置
いてください。

負荷分散のしきい値を設定するには、次の操作を実行します。

1 NetWare Remote Managerで、ナビゲーションフレームの［Set 
Parameters］リンクをクリックし、次に［Multiprocessor］リンクをク
リックします。

2 System Thresholdパラメータの［value］リンクをクリックします。

ページに現在の設定と有効値の範囲が表示されます。デフォルト値
は、1536です。

3 しきい値の設定を変更するには、フィールドに新しい値を入力し、
［OK］をクリックします。

値の範囲とデフォルト設定の詳細については、『Utilities Reference』の
「SET」の「Multiprocessor Parameters」、または NetWare Remote Manager
のパラメータについてのオンラインヘルプを参照してください。

NetWare Remote Managerで NLMTMプログラムによる CPUの使用率を表
示するには、ナビゲーションフレームの［Profile/Debug］リンクをク
リックし、［Profiling and Debug Information］ページの［Profile CPU 
Execution by NLM］リンクをクリックします。
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サーバパラメータ値の設定

NetWareサーバパラメータのデフォルト値を使用することで、多くのシ
ステムでは最大限のパフォーマンスが得られます。これらの値を変更す
る必要はめったにありません。ただし、これらの値を変更する必要があ
る場合は、最初に次の項目を参照することをお勧めします。

38 ページの「サーバのデフォルト値について」

40 ページの「現在のパラメータ値を検索する」

41 ページの「現在のパラメータ値をファイルに出力する」

41 ページの「DISPLAY ENVIRONMENTを使って現在のパラメータ
値を確認する」

42 ページの「デフォルト値を変更する場合」

43 ページの「デフォルト値を変更しない場合」

43 ページの「RESET ENVIRONMENTを使ってデフォルト値を復元
する」

43 ページの「動的統計情報を監視する」

44 ページの「起動ファイルの中でオプションコマンドを使用する」

44 ページの「起動ファイルの中で SETコマンドを使用する」

サーバのデフォルト値について

NetWareは、ネットワークサーバの特定の動作に対してすでに調整され
ています。非効率な箇所を識別するためのソフトウェアツールを使って
徹底的にテストされており、そのような部分は排除されます。NetWare
が標準で備えているパフォーマンスは、きわめて優れています。 

NetWareは、自己調整を行います。次のパラメータは、オペレーティン
グシステムによって動的に設定されます。

Packet receive buffers
File cache buffers 
Directory cache buffers
Memory for NLM programs 
Service processes 
Kernel processes
Kernel semaphores
Load balancing for multiple processors 
File locks 
Maximum number of open files 
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Turbo FAT index tables
TTS transactions 
Router/server advertising

特定の処理の負荷に対してサーバを調整するために、サーバパラメータ
値を確認または設定できる 3つのユーティリティが用意されています。

NetWare Remote Manager (PORTAL.NLM)はWebベースのユーティリ
ティであり、ワークステーションから実行します。NetWare Remote 
Managerを使用する場合は、［Set Parameters］をクリックし、変更す
るカテゴリと値を選択し、値を変更したりデフォルト値にリセット
することで、特定のパラメータを簡単に操作できます。詳細につい
ては、『NetWare Remote Manager管理ガイド』を参照してください。

MONITORはキャラクタベースのユーティリティであり、サーバコ
ンソールで使用するか、または NetWare Remote Managerを通じてア
クセスする必要があります。MONITORを使用すると、［Server 
Parameters］オプションから SETパラメータを設定することもでき
ます。つまり、パラメータ名やその有効値を記憶していなくても、
MONITORからサーバパラメータ値を設定できます。詳細について
は、『Utilities Reference』の「MONITOR」を参照してください。

SETは、システムコンソールプロンプトで実行するコマンドライン
ユーティリティです。サーバパラメータの名前を理解している場合
は、日常の調整作業では SETを使用する方が効率的です。詳細につ
いては、『Utilities Reference』の「SET」を参照してください。

多くの SETパラメータ値は永続的であり、NetWareレジストリに格納さ
れています。NetWareサーバは、デフォルト値から変更されたすべての
設定を保持しています。電源を切って再起動しても、サーバを調整する
ために指定したすべての設定を元に、サーバの環境が設定されます。

SETパラメータの変更を明示して保持するには、各変更に対応するコマ
ンドを STARTUP.NCFファイルまたは AUTOEXEC.NCFファイルに追加
します。これらのファイルを編集する手順については、58 ページの
「NWCONFIGを使って起動バッチファイルを作成および編集する」を参
照してください。
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現在のパラメータ値を検索する

SETパラメータ値を検索して確認または設定する方法は、ユーティリ
ティ (NetWare Remote Manager、MONITOR、または SET)ごとに少しず
つ異なります。

NetWare Remote Managerの場合

1 NetWare Remote Managerにアクセスします。

2 ナビゲーションフレームの［Set Parameters］リンクをクリックしま
す。

3 パラメータカテゴリをクリックします。

変更できるそのカテゴリ内のパラメータのリストが表示されます。

パラメータの説明を表示する場合は、値の横にある［Information］
アイコンをクリックします。

SETパラメータが属するカテゴリが不明な場合は、NetWare Remote 
Managerの環境設定レポートを表示および検索します。環境設定レ
ポートには、すべての SETパラメータがカテゴリ別に現在の設定値
と共に一覧されています。

4 変更するパラメータの値をクリックします。

パラメータの現在の設定値と、有効値の範囲が表示されます。

5 現在値のフィールドに新しい値を入力し、［OK］をクリックします。 

MONITORの場合

1 システムコンソールプロンプトで、次のコマンドを入力します。

MONITOR
2［Available Options］メニューの［Server Parameters］を選択します。

3 サーバパラメータカテゴリの説明を表示するには、<F1>を押します。

4 パラメータカテゴリのメニューに戻るには、<Esc>を押します。

5 パラメータカテゴリを選択します。

上部ウィンドウにパラメータが表示されます。各パラメータの
フィールドを選択するとポップアップウィンドウが表示され、パラ
メータの説明、現在の設定値、および有効値の範囲が表示されます。

6 操作が終了したら、［Available Options］メニューが表示されるまで
<Esc>を押します。
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SETの場合

1 システムコンソールプロンプトで、次のコマンドを入力します。

SET
サーバパラメータカテゴリの番号付きのリストが表示されます。

2 表示するカテゴリの番号を入力します。

パラメータ名のリストが表示されます。各パラメータの名前が白色
で強調表示され、現在の設定値が黄色で強調表示されます。制限 (
または有効値の範囲 )、パラメータを設定できる .NCFファイル、お
よび簡単な説明も表示されます。 

必要に応じて、任意のキーを押して同じカテゴリ内の別のパラメー
タを表示します。カテゴリを終了するには、<Esc>を押します。

3 別のカテゴリを選択するには、上の手順を繰り返します。

現在のパラメータ値をファイルに出力する

NetWare Remote Manager、MONITOR、SETのどれを使って設定した場合
でも、多くの NetWareサーバパラメータの設定は永続的です。そうで
あっても、ネットワーク資料の一部として、最適なサーバ設定を記録す
る必要があります。

設定可能なパラメータの現在値をファイルに出力して、印刷するには、
次の操作を実行します。

1 NetWare Remote Managerにアクセスします。

2 ナビゲーションフレームの［Set Parameters］リンクをクリックします。

3［Save Settings to a File on Volume SYS:］フィールドで、デフォルトの
ファイル名 (SETTINGS.TXT)をそのまま使用するか、別のファイル
名を入力します。

4［Save Settings to a File on Volume SYS:］フィールドの右側にある
［Save］ボタンをクリックします。

5 サーバ上のファイルを参照し、印刷します。

DISPLAY ENVIRONMENTを使って現在のパラメータ値を確認する
DISPLAY ENVIRONMENTおよび DISPLAY MODIFIED ENVIRONMENT
という 2つのコンソールコマンドを使って、パラメータ値を確認するこ
ともできます。 
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DISPLAY ENVIRONMENTコマンドは、現在の検索パスと、設定可
能なサーバパラメータの現在値を表示します (隠しパラメータは表
示されません )。

システムコンソールプロンプトで、次のコマンドを入力します。

DISPLAY ENVIRONMENT
各パラメータの名前が白色で強調表示されます。現在値は黄色で表
示されます。制限 (または有効値の範囲 )とデフォルト設定 (ある場
合 )も表示されます。

これに対して、DISPLAY MODIFIED ENVIRONMENTコマンドは、
値がデフォルトから変更されているサーバパラメータだけを表示し
ます。

システムコンソールプロンプトで、次のコマンドを入力します。

DISPLAY MODIFIED ENVIRONMENT
この表示は、DISPLAY ENVIRONMENTコマンドの表示と似ていま
す。違いは、変更されたパラメータ値のみが表示されることです。

詳細については、『Utilities Reference』の「DISPLAY ENVIRONMENT」お
よび「DISPLAY MODIFIED ENVIRONMENT」を参照してください。

デフォルト値を変更する場合

NetWareのデフォルト値は、詳細なテストを経て、優れたパフォーマン
スとシステムの均衡を実現するために選択されています。

デフォルト値を変更する前に、パフォーマンスの統計情報をトラッキン
グし、記録する必要があります。この操作は、NetWare Remote Manager
またはMONITORを使って行うことができます。サーバのパフォーマン
スを検討する上で、サーバのログファイルも有効です。99 ページの
「サーバのエラーログを確認する」を参照してください。

デフォルト値は、次の場合に変更します。

サーバを稼動しながら、パフォーマンスが劣るサブシステムを一時
的に補正する。

効率の悪さを解決する。

処理の負荷に対してパフォーマンスを最適化し、サーバを調整する。

たとえば、サーバのハードディスクが低速であったり RAMが不足してい
る場合、デフォルト値を変更することで一時的に状態を補正できます。長
期にわたって解決するには、ディスクを交換したり、RAMを追加します。
34 ページの「パフォーマンス特性の一致」を参照してください。
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デフォルト値を変更しない場合

デフォルト値を変更すると、システムの均衡とパフォーマンスが損なわ
れることがあります。

テストの結果、たとえば、Load Balancing Thresholdパラメータや
Transaction Trackingパラメータのデフォルト値は、変更しないことをお
勧めします。

RESET ENVIRONMENTを使ってデフォルト値を復元する
設定可能なサーバパラメータのデフォルト値を復元するには、RESET 
ENVIRONMENTコマンドを使用します。

RESET ENVIRONMENTコマンドを実行すると、変更したサーバパラ
メータ値ごとにプロンプトが表示されます。

システムコンソールプロンプトで、次のコマンドを入力します。

RESET ENVIRONMENT
最初のパラメータが、変更された値と共に表示されたときに、すべての
値をデフォルト値にリセットするか、表示されているパラメータの値だ
けをリセットするかを選択できます。または、変更されている次のパラ
メータにスキップすることもできます。

詳細については、『Utilities Reference』の「RESET ENVIRONMENT」を参
照してください。

動的統計情報を監視する

MONITORは、多くの有用な統計情報をレポートし、オペレーティング
システムへのダイレクトコールからの戻り値を元に、秒単位にその情報
の多くを更新しています。ただし、すべての統計情報が、ネットワーク
管理者にとって等しい価値を持つわけではありません。MONITORにア
クセスすると同時に、MONITORの［General Information］画面に主要な
動的統計情報が表示されます。この統計情報の詳細については、85 ペー
ジの「監視対象と監視理由」を参照してください。

NetWare Remote Managerと ConsoleOneTMを使っても、サーバのパフォー
マンスを監視できます。
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起動ファイルの中でオプションコマンドを使用する

初期化の際に、インストールプロセスによって作成された次の 2つの
サーバブートファイルが実行されます。

STARTUP.NCF. 最初に実行され、サーバのディスクドライバ、ネー
ムスペース、およびいくつかの SETパラメータをロードします。こ
のファイルは、起動ディレクトリの C:¥NWSERVERにあります。

AUTOEXEC.NCF. サーバ名と IPXTM内部ネットワーク番号 (IPXがイ
ンストールされている場合 )が格納されており、LANドライバと
ネットワークボードの設定をロードし、インストールされたドライ
バにプロトコルをバインドし、他の NLMプログラムをロードしま
す。このファイルは SYS:¥SYSTEMにあります。

重要 : IPを使用する場合であっても、このファイルに格納されている内部
ネットワーク番号が一意なサーバ IDとしての役割を果たします。IPはこの
番号を使って、互換モードと呼ばれる受動 IPXサポートを提供します。

.NCFファイルは、ファイル内のすべてのコマンドを実行します。ただ
し、コマンドの前に疑問符 (?)を置くことによって、コマンドをオプ
ションにできます。手順については、59 ページの「サーババッチ (.NCF)
ファイルの中でコマンドをオプションにする」を参照してください。

起動ファイルの中で SETコマンドを使用する
SETコマンドによっては、STARTUP.NCFファイルからのみ実行できる
ことに注意してください。SETコマンドを STARTUP.NCFの中で実行す
る必要があるかどうかを調べるには、NetWare Remote Managerの中で、
パラメータに関する詳細情報を確認します。

SETコマンドが永続的でない場合、サーバを再起動するときにその設定
を保持するには、永続的でないパラメータに対応する SETコマンドを、
STARTUP.NCFファイルに追加します。

サーバオペレーティングシステムをインストールすると、インストール
プロセスによって、時間帯や夏時間、バイナリコンテキスト、およびタ
イムサーバタイプを制御する SETコマンドが AUTOEXEC.NCFファイル
に追加されます。

必要に応じて、他の SETコマンドを AUTOEXEC.NCFファイルに追加で
きます。サーババッチファイルを変更するには、サーバコンソールで
NWCONFIGまたは Editorを使用します。または、NetWare Remote 
Mangerを使ってファイルを編集し、アップロードします。サーバが再起
動すると、AUTOEXEC.NCFファイル内のコマンドによって設定される
パラメータ値が、以前の値を上書きします。
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レプリケーショントラフィックの最小化

ツリーレプリカの選択と配置に注意することで、ネットワーク上のレプ
リケーショントラフィックを最小化できます。

ユーザオブジェクトを含むレプリカは、ユーザに最も近いサーバに
配置します。

必要以上のパーティションレプリカは作成しないでください。レプ
リカが多くなるほど、そのすべてを同期するために多くのトラ
フィックが必要になります。

eDirectoryTMの最適化の詳細については、『Novell eDirectory 8.6管理ガイド』
の「eDirectoryツリーの設計」または「パーティションとレプリカの管
理」を参照してください。
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4 NetWareサーバの管理

NetWare®サーバオペレーティングシステムの管理には、次の作業が含ま
れます。

サーバの起動と停止 (48 ページ )

サーバコンソール画面の表示とアクセス (51 ページ )

プロセッサの起動と停止 (52 ページ )

サーババッチファイルの使用 (56 ページ )

サーバユーティリティとコンソールコマンドの使用 (60 ページ )

サーバ上での Javaの使用 (64 ページ )

サーバコンソールの保護 (68 ページ )

NCPパケットシグネチャの使用 (72 ページ )

トランザクショントラッキングシステムの使用 (78 ページ )

無停電電源装置 (UPS)の使用 (82 ページ )

サーバコンソールの保護 (68 ページ )

ウィルス感染の防止 (83 ページ )

NetWareサーバの監視 (84 ページ )

サーバアラートの表示 (89 ページ )

ワークステーション接続の管理 (91 ページ )

一般的な保守作業の実行 (98 ページ )

予防的な保守作業の実行 (103 ページ )
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サーバの起動と停止

このセクションでは、サーバを起動する方法、サーバを正しくシャット
ダウンして停止する方法、および DOSに戻らずにサーバを再起動する
方法について説明します。

サーバを起動する

サーバを起動するには、起動ディレクトリ (通常は C:¥NWSERVER)に
移動し、サーバの DOSプロンプトで次のコマンドを入力します。

SERVER
ヒント : SERVER.EXEを実行するコマンドを DOS AUTOEXEC.BATファイルに指定
することもできます。この場合、サーバコンピュータに電源が投入されると、サーバ
が自動的に起動します。

SERVER.EXEを実行すると、Novell®ロゴが表示されます。-nl (ロゴな
し )コマンドオプションを指定して SERVERをロードすると、Novellロ
ゴ (サーバのスプラッシュ画面 )は表示されません。

スプラッシュ画面が表示されているときに、ロードされるモジュールの
リストを表示するには、次の手順を使ってサーバコンソール画面を切り
替えて、システムコンソール画面を表示します。

1 <Alt>+<Esc>を押し、システムコンソール画面が表示されるまで
<Esc>を繰り返し押します。

モジュールのリストがスクロールされます。カラーモニタを使用し
ている場合は、各モジュール名の表示色が、モジュールのロード方
法を表します。

シアン (水色 )は、モジュールが SERVER.EXEによってロードさ
れたことを表します。

赤色は、モジュールが起動ディレクトリからロードされたこと
を表します。

白色は、モジュールが AUTOEXEC.NCFファイルからロードされ
たことを表します。

紫色は、モジュールが他のモジュールによってロードされたこ
とを表します。

2 サーバの実行後、システムコンソールプロンプトで次のコマンドを
入力すると、ロードされたすべてのモジュールのリストを表示でき
ます。

MODULES
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モジュール名は、前の手順で説明したように、属する機能グループ
を表す色で表示されます。

詳細については、『Utilities Reference』の「SERVER」および「MODULES」
を参照してください。

サーバを停止する

データの整合性を保持するために、サーバコンソールで DOWNコマン
ドを実行してから、サーバの電源を切ります。DOWNコマンドによっ
て、すべてのキャッシュバッファがディスクに書き込まれ、すべての
ファイルが閉じられます。さらに、該当するディレクトリエントリテー
ブルとファイルアロケーションテーブルが更新され、ネットワークが終
了します。 

DOSに戻らずに、サーバを停止し、続けてすぐに再起動するには、
DOWNコマンドではなく RESTART SERVERコマンドを使用します。

サーバを停止し、ウォームブートを実行するには、RESETコマンドを使
用します。RESETコマンドの後にサーバが自動的にロードされるように
するには、サーバコンピュータ上の DOS AUTOEXEC.BATファイルに、
SERVER.EXEを実行する行を入力します。

注 : リモートコンソールセッション中にサーバを停止または再起動すると、セッショ
ンが終了します。

NetWare Remote Managerの［Down/Restart］ページのオプションを使用す
ると、ワークステーションからもサーバを停止、再起動、またはリセッ
トできます。

サーバを停止する場合は、すべてのユーザに対して、ファイルを閉じて
サーバをログアウトするように、前もって通知する必要があります。こ
の操作は、NetWare Remote Managerの［Connections］ページの
［Broadcast Message to Everyone］フィールドを使って、またはMONITOR
の［Connections］オプションと［Compose a Message］(<F4>)オプション
を使って実行できます。

サーバコンソールからメッセージを送信してサーバをシャットダウンす
るには、次の操作を実行します。

1 ログインしているすべてのユーザにMonitorからメッセージを送信し
ます。

1a［Available Options］メニューの［Connections］を選択します。

1b 通知する各接続を強調表示し、<F5>を押してマークを付けます。

1c <F4>を押して［Message Text］ウィンドウを表示します。
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1d メッセージを入力し、<Enter>を押して、指定の接続にメッセー
ジを送信します。

たとえば、次のようなメッセージを送信します。

ファイルを閉じて servernameからログアウトしてください
5分後にサーバが停止します

2 システムコンソールプロンプトで、次のいずれかのコマンドを実行
します。 

2a サーバを停止し、ローカルオペレーティングシステムに戻るに
は、次のコマンドを入力します。

DOWN
必要に応じて、システムの電源を切ることができます。

2b DOSに戻らずにサーバを再起動するには、次のコマンドを入力
します。

RESTART SERVER
2c サーバを停止し、ウォームブートを実行するには、次のコマン
ドを入力します。

RESET SERVER
多くのモジュールは、保護されているアドレススペースにあるものも含
めて、サーバを停止または再起動するときに自動的にアンロードされま
すが、最初に個別にアンロードしなければならないモジュールもありま
す。このようなモジュールは、UNLOADコマンドで手動でアンロードで
きます。または、SYS:SYSTEMディレクトリに SHUTDOWN.NCFとい
う名前のバッチファイルを作成し、その中にアンロードコマンドを指定
することもできます。SHUTDOWN.NCFを作成すると、サーバを停止、
再起動、またはリセットするときに、このファイルが自動的に実行され
ます。

詳細については、57 ページの「EDITを使ってテキストとバッチファイ
ルを作成および編集する」と、『Utilities Reference』の「UNLOAD、
DOWN」および「RESTART SERVER」を参照してください。
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サーバコンソール画面の表示とアクセス

サーバを起動すると、デフォルトではサーバコンソールで次の画面を使
用できます。

システムコンソール (［Current Screen］リストの項目 1) NLMTMプロ
グラムのサーバへのロードまたはアンロード、コンソールコマンド
の実行、SETパラメータ値の変更、およびサーバに送信された現在
のメッセージの表示を行うことができます。

ログ画面 (［Current Screen］リストの項目 2)システムコンソール画面
に表示される情報の大部分を表示できます。この画面はスクロール
可能であり、ファイルに保存できます。スクロールおよびファイル
への保存に関するコマンドのリストにアクセスするには、ログ画面
が表示されているときに <F1>を押します。

X Server (グラフィカルコンソール )  一覧されている Javaアプリケー
ションをアクセスおよび実行できます。リストにアクセスするには、
グラフィカルコンソールの［Novell］をクリックします。

サーバを起動したときに表示されるデフォルトの画面は、無効
にしていない限り、X Serverグラフィカル画面です。

無効にされている場合にこの画面をロードするには、システム
コンソールプロンプトで「STARTX」と入力します。

GUIメニューからこの画面を閉じるには、［Exit］をクリックし
ます。

サーバキーボードを使ってこの画面を閉じるには、
<Ctrl>+<Alt>+<Backspace>を押します。

NLMプログラムによっては、関連するコンソール画面を持つものがあ
ります。このような NLMプログラムの 1つをロードすると、関連する
コンソール画面がサーバコンソールで自動的にアクティブになります。

サーバコンソールでアクティブな画面を確認するには、サーバキーボー
ドで <Ctrl>+<Esc>を押します。アクティブなコンソール画面の番号付き
のリストが表示されます。アクセスする画面の番号を入力します。

他のコンソール画面に切り替えるには、サーバキーボードで
<Alt>+<Esc>を押し、アクセスする画面が表示されるまで、<Alt>を押
しながら <Esc>を繰り返し押します。画面上部のタイトルバーを参考に
します。X Serverグラフィカルコンソールが表示されたら、キーを離し
て最初からやり直します。
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この他に、サーバで使用できる画面にはエマージェンシーコンソールが
あります。このコンソールは、サーバコンソールがハングしたかもしれ
ない場合に効果を発揮します。エマージェンシーコンソールでは、サー
バをシャットダウンして DOSに戻る、ボリュームのマウントを中止す
る、または新しいコンソール画面を開いて必要なコマンド (モジュール
のアンロードなど )を実行できます。

エマージェンシーコンソールにアクセスするには、サーバキーボードで
<Ctrk>+<Alt>+<Esc>を押します。このコンソールでは、次の操作を実行
できます。

ファイルサーバを停止して、DOSに戻ります。

ボリュームのマウントをキャンセルします。

新しいコマンドラインプロセスを生成します(コンソールコマンドを
入力できる新たなコンソール画面を表示する )。

追加のコンソール画面を終了するには、コンソールプロンプトで
「BYE」と入力します。

プロセッサの起動と停止

このセクションでは、マルチプロセッシングサーバの各プロセッサを起
動および停止する方法について説明します。この方法で操作できるのは
セカンダリプロセッサだけです。

プラットフォームサポートモジュール (PSM)が STARTUP.NCFファイル
にロードされ、Auto Start Processors SETパラメータ値 (Multiprocessorカ
テゴリ )が Onの場合、NetWareではセカンダリプロセッサを自動的に起
動できます。

注 : プロセッサを対象とするサーバコンソールコマンドは、セカンダリプロセッサにの
み影響します。サーバの稼動中にプロセッサ 0をオフラインにすることはできません。

セカンダリプロセッサは、コンソールコマンドの START PROCESSORS
と STOP PROCESSORSを使用するか、または NetWare Remote Manager
の［Processor Information］ページの［Start Processor］リンクまたは
［Stop Process］リンクをクリックすることによって、サーバの稼動中に
いつでも起動または停止できます (セカンダリプロセッサを手動で起動
する場合は、Auto Start Processors SETパラメータの値を Offに変更しま
す )。セカンダリプロセッサが停止すると、関連するスレッドは別のプ
ロセッサに自動的に切り替わります。

このセクションでは、次の項目について説明します。

53 ページの「プロセッサ情報を表示する」

55 ページの「プロセッサを起動する」

54 ページの「プロセッサを停止する」
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プロセッサ情報を表示する

プロセスを起動または停止する前に、プロセッサ情報を表示して、プロ
セッサの状態を確認する必要があります。各種のユーティリティを使っ
て、プロセッサ情報を表示できます。

NetWare Remote Managerを使用する

1 ナビゲーションフレームの［Processors］リンクをクリックします。

2［Processor Information］ページの情報を確認します。

このページでは、プロセッサがオンラインであるかオフラインであ
るかの確認、プロセッサの起動または停止、および各プロセッサの
次に示す情報の確認を実行できます。

速度、ファミリ、モデル、およびステップ

機能フラグと CPUID

L1および L2キャッシュ

TLB命令およびデータエントリの量

サーバコンソールコマンドを使用する

システムコンソールプロンプトから、現在オンラインのプロセッサを調
べるには、DISPLAY PROCESSORSコマンドを実行します。
プロセッサ速度と他の一般情報を調べるには、システムコンソールプロ
ンプトで次のコマンドを入力します。

CPUCHECK
たとえば、シングルプロセッサの場合、CPUCHECKの出力は次のよう
になります。

Processor Speed 199 MHZ, CPUID 52C:1BF
Family 5, Model 2, Stepping C

詳細については、『Utilities Reference』の「DISPLAY PROCESSORS」およ
び「CPUCHECK」を参照してください。

Monitorを使用する

MONITORで、プロセッサごとの統計情報を得ることもできます。
［Available Options］メニューで、［Kernel］>［Processors］の順に選択し
ます。
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プロセッサを停止する

プロセッサ 0はブートプロセッサであり、これをオフラインにすること
はできません。

セカンダリプロセッサがオフラインになると、そのプロセッサ上で動作
していたスレッドは別のプロセッサに自動的に切り替わります。

プロセッサは、NetWare Remote Managerを使って、またはシステムコン
ソールプロンプトでサーバコンソールコマンドを使って停止できます。

NetWare Remote Managerを使用する

NetWare Remote Managerでセカンダリプロセッサをオフラインにするに
は、次の操作を実行します。

1 ナビゲーションフレームの［Processors］リンクをクリックします。

2 停止するプロセッサの［Stop Processor］リンクをクリックします。

サーバコンソールコマンドを使用する

次の表は、プロセッサをオフラインにするときにシステムコンソールで
使用するコマンドを示しています。

詳細については、『Utilities Reference』の「DISPLAY PROCESSORS」およ
び「STOP PROCESSORS」を参照してください。

目的 入力するコマンド

現在オンラインのプロセッサを識別し、その
ID番号を取得する。

DISPLAY PROCESSORS

セカンダリプロセッサをオフラインにする。 STOP PROCESSORS n
n=processor number

2つ以上 (ただしすべてではない )のセカンダ

リプロセッサをオフラインにする。

STOP PROCESSORS n n
n=processor number

すべてのセカンダリプロセッサをオフラインに
する。

STOP PROCESSORS
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プロセッサを起動する

デフォルトで、NetWareは、サーバが起動すると自動的にセカンダリプ
ロセッサを起動します。セカンダリプロセッサがオフラインの場合は、
NetWare Remote Managerを使って、またはシステムコンソールプロンプ
トでサーバコンソールコマンドを使ってオンラインにできます。

NetWare Remote Managerを使用する

NetWare Remote Managerでセカンダリプロセッサをオンラインにするに
は、次の操作を実行します。

1 ナビゲーションフレームの［Processors］リンクをクリックします。

2 起動するプロセッサの［Start Processor］リンクをクリックします。

サーバコンソールコマンドを使用する

次の表は、プロセッサをオンラインにするときにシステムコンソールで
使用するコマンドを示しています。

詳細については、『Utilities Reference』の「START PROCESSORS」を参照
してください。

目的 入力するコマンド

指定のセカンダリプロセッサをオンライ
ンにする。

START PROCESSORS n
n=processor number

2つ以上 (ただしすべてではない )のセ

カンダリプロセッサをオンラインにす
る。

START PROCESSORS n n
n=processor number

すべてのセカンダリプロセッサをオンラ
インにする。

START PROCESSORS
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サーババッチファイルの使用

このセクションでは、.NCFバッチファイルを使って、モジュールを
ロードする方法、システムコンソールコマンドを実行する方法、および
サブシステムを設定する方法について説明します。手順については、次
のセクションを参照してください。

57 ページの「EDITを使ってテキストとバッチファイルを作成および
編集する」

58 ページの「NWCONFIGを使って起動バッチファイルを作成およ
び編集する」

59 ページの「サーババッチ (.NCF)ファイルの中でコマンドをオプ
ションにする」

60 ページの「AUTOEXEC.NCF内のサーバ名と内部アドレスを変更
する」

サーババッチファイルは、サーバコンソールコマンドで構成される実行
可能ファイルです。システムコンソールプロンプトでファイル名を入力
すると、ファイルが実行されます。ファイル内のすべてのコマンドが順
番に実行されます。

デフォルトでは、サーバの起動時に常に実行される 2つのバッチファイ
ルが、NetWareインストールプロセスによって作成されます。

STARTUP.NCF—このファイルが最初に実行されます。サーバの
ディスクドライバとネームスペースをロードし、他では実行できな
い特定のサーバパラメータを実行できます。このファイルは、サー
バの起動ディレクトリの C:¥NWSERVERにあります。

AUTOEXEC.NCF—このファイルはSTARTUP.NCFが実行され、SYS:
ボリュームがマウントされた後に実行されます。このファイルでは、
時間同期パラメータとバインダリコンテキストの設定、サーバ名の
保存、通信プロトコルのロード、LANドライバとネットワークボー
ド設定のロード、インストールされたドライバへのプロトコルのバ
インド、他の NLMプログラムのロード、およびサーバパラメータ
の実行が行われます。このファイルは SYS:SYSTEMディレクトリ
にあります。

SYS:SYSTEMに SHUTDOWN.NCFという名前のバッチファイルを作成
して、サーバをシャットダウンするときにコマンドを実行することもで
きます。SHUTDOWN.NCFは、サーバのシャットダウン時に DOWNコ
マンドによって自動的に実行されます。このため、SHUTDOWN.NCF
ファイルに DOWNコマンドを指定してはなりません。

任意のバッチファイルを必要に応じて作成できます。単にテキストファ
イルを作成し、.NCF拡張子を指定します。バッチファイルには、
NetWareコンソールコマンドを実行する順に指定します。
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EDITを使ってテキストとバッチファイルを作成および編集する
注 : ファイルを保存するたびに、ファイルサイズは 4KBずつ増えていきます。

1 システムコンソールプロンプトで、次のコマンドを入力します。

[LOAD] EDIT [path] 
パスを指定する場合は、ディレクトリとファイル名の両方を指定し
ます。ファイルは、マウント済みのボリューム、またはサーバの
ローカルドライブ上になければなりません。

パスの指定を省略するとプロンプトが表示され、ファイル名を入力
するか、ブラウズウィンドウを表示できます。

ファイル名を入力するには、完全なファイルパス (ボリューム、
ディレクトリ、およびファイル名 )または単にファイル名を入
力し、<Enter>を押します。

フィル名だけを入力した場合は、SYS:SYSTEMのデフォルト位
置が使用されます。

ファイルが存在しない場合は、ファイルを作成するかどうか確
認を求められます。新しいファイルを作成する場合は［Yes］を
選択し、ファイル名のプロンプトを再表示する場合は［No］を
選択します。［Yes］を選択すると、空白の画面が表示され、
ファイルにテキストを入力できます。

ブラウズウィンドウを表示するには、<Insert>を押します。

ボリュームまたはディレクトリの内容を表示するには、ボ
リューム名またはディレクトリ名を選択し、<Enter>を押しま
す。矢印キーを使って、ファイルとディレクトリのリストをス
クロールできます。ファイルを表示するには、ファイル名を選
択して <Enter>を押します。

2 必要に応じてファイルを作成および編集します。

Editの使用中にキーストロークの説明を参照するには、<F1>を押し
ます。

3 作業が終了したら、<Esc>を押します。ファイルを保存する場合は
［Yes］を選択し、変更を保存せずにファイルを終了する場合は
［No］を選択します。

パス名のプロンプトが再表示されます。

4 別のファイルを編集または作成するには、ファイルのパス名を入力
します。システムコンソールプロンプトを再表示するには、<Esc>
を押します。

詳細については、『Utilities Reference』の「EDIT」を参照してください。
NetWareサーバの管理 57



NWCONFIGを使って起動バッチファイルを作成および編集する
NWCONFIGを使って STARTUP.NCFファイルおよび AUTOEXEC.NCF
ファイルを作成または編集する方法について説明します。

1 システムコンソールプロンプトで、次のコマンドを入力します。

[LOAD] NWCONFIG
2［NCF Files Options］を選択します。

STARTUP.NCFファイルとAUTOEXEC.NCFファイルを作成または編
集するオプションと、NetWare 3.1x AUTOEXEC.NCFファイルをアッ
プグレードするオプションで構成されるメニューが表示されます。

3 目的のオプションを選択し、<Enter>を押します。

NetWare 3.1xファイルをアップグレードするオプションを選択した
場合は、画面に表示される指示に従います。現在の NetWare設定と
ファイルが比較され、必要に応じてファイルに変更が加えられます。
ファイルを編集して、保存します。

ファイルの 1つを編集するオプションを選択した場合は、選択した
ファイルがウィンドウに表示されます。

ファイルの 1つを作成するオプションを選択すると、既存のファイ
ルがある場合はそのファイルが一方のウィンドウに表示され、デ
フォルトエントリの新しいファイルが他方のウィンドウに表示され
るので、両者を比較できます。

デフォルトエントリはファイルの基本的な内容にのみ相当し、現在
のシステムセットアップを反映しています。たとえば、
AUTOEXEC.NCFのデフォルトエントリには、時間帯情報と、現在
インストールされている LANドライバの LOADコマンドと BINDコ
マンドは含まれますが、オリジナルのファイルで指定したカスタム
環境設定は含まれません。

カーソルは、新しいファイルでアクティブです。<Tab>を押すと、2
つのファイルが切り替わります。

4 必要に応じて新しいファイルまたは既存のファイルを編集します。

画面の下部には、編集用のキーと移動用のキーが示されています。
ヘルプを表示するには、<F1>を押します。

5 操作が終了したら、<F10>を押し、メッセージに対して［Yes］を選
択して、ファイルを保存します。保存せずに終了するには、
<Alt>+<F10>を押します。ファイルへの変更は、サーバを再起動し
た後に反映されます。
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重要 : AUTOEXEC.NCFファイルまたは STARTUP.NCFファイルを編集す
るたびに、前のバージョンが AUTONCF.OLDまたは STARTNCF.OLDとし
て保存されます。

詳細については、『Utilities Reference』の「NWCONFIG」を参照してくだ
さい。

サーババッチ (.NCF)ファイルの中でコマンドをオプションにする
デフォルトでは、.NCFファイルは、ファイル内のすべてのコマンドを
実行します。ただし、コマンドの前に疑問符 (?)を置くことによって、
コマンドをオプションにできます。

疑問符を置くと、.NCFファイルはそのコマンドの位置で一時停止し、
実行するかどうか確認を求めます。これに対して「Yes」または「No」
と応答できます。デフォルトの応答を指定することもできます。

たとえば、AUTOEXEC.NCFファイルに次の行を指定すると、ファイル
は実行を一時停止し、LOAD MONITORコマンドを実行するかどうか確
認を求めます。

? LOAD MONITOR
AUTOEXEC.NCFファイルを実行すると、次のプロンプトが表示されます。

LOAD MONITOR? Y

デフォルトは「Yes」です。プロンプトに応答しない場合は、10秒後に
デフォルトの応答が実行されます。

デフォルト応答と実行待ち時間は、両方とも設定可能です。

デフォルト応答を設定する

コマンドプロンプトへのデフォルト応答を設定するには、2とおりの方
法があります。

.NCFファイル内のコマンドラインにデフォルト値を指定します。疑
問符の直後にデフォルト応答 (Yまたは N)を指定します。次に例を
示します。

?N LOAD MONITOR
この例の場合、デフォルト応答は Nです。ユーザがプロンプトに応
答しない場合、MONITORはロードされません。

Command Line Prompt Default Choiceパラメータ (Miscellaneousカテゴ
リ )を、Onまたは Offに設定します。Onは、デフォルト応答が Y
または Yesであることを表し、Offはデフォルト応答が Nまたは No
であることを表します。
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パラメータの設定は、コマンドラインで指定されるデフォルト値で
上書きされます。

待ち時間を設定する

デフォルト応答が実行されるまでの待ち時間を設定するには、Command 
Line Prompt Time Outパラメータ (Miscellaneousカテゴリ )に目的の秒数
を設定します。デフォルト値は 10秒です。

AUTOEXEC.NCF内のサーバ名と内部アドレスを変更する
サーバ名は AUTOEXEC.NCFファイルに格納されています。ファイルを
編集することで、サーバ名を変更できます。ただし、AUTOEXEC.NCF
ファイル内のサーバ名を変更しても、Novell eDirectoryのサーバオブ
ジェクトには影響しません。eDirectoryのサーバオブジェクトの名前を
変更するには、ConsoleOneTMを使用する必要があります。

重要 : eDirectoryツリーおよび TIMESYNC.CFGファイル内の以前のサーバ名への参
照を更新するには、ConsoleOneを使用します。

AUTOEXEC.NCFファイルには、サーバの内部ネットワーク番号も格納さ
れています。Novellのネイティブ IPプロトコルを使用している場合も、内
部ネットワーク番号はサーバ IDとして使用され、引き続き
AUTOEXEC.NCFファイルに格納されます。番号は削除しないでください。

AUTOEXEC.NCFファイル内のサーバ名または内部ネットワーク番号を
変更するには、サーバコンソールで NWCONFIGまたは EDITを使用し、
サーバを再起動します。

NWCONFIGを使って設定を変更するには、58 ページの「NWCONFIG
を使って起動バッチファイルを作成および編集する」を参照してくださ
い。EDITを使用するには、57 ページの「EDITを使ってテキストとバッ
チファイルを作成および編集する」を参照してください。

サーバユーティリティとコンソールコマンドの使用

このセクションでは、サーバユーティリティとコンソールコマンドのヘ
ルプへのアクセス方法に加えて NLMプログラムのタイプについて説明
し、システムコンソールで NLMをロードおよびアンロードする手順を
示します。

サーバユーティリティは、NLM (NetWare Loadable Modules)プログラム
です。NLMプログラムには、サーバを起動するとロードされるもの、
必要になると他の NLMプログラムによってロードされるもの、および
手動でロードする必要があるものがあります。
60 サーバオペレーティングシステム管理ガイド



サーバコンソールコマンドは、システムコンソールプロンプトでコマン
ドを入力することによって実行されます。

システムコンソールプロンプトでコマンドを入力すると、コマンドはコ
マンドキューに格納されます。コマンドを繰り返すには、上矢印を押し
て目的のコマンドを表示します。コマンドに変更を加えるか、<Enter>
を押してコマンドを実行します。キューには、最高で 16個のコマンド
を保存できます。

RECORDコマンドと REPLAYコマンドを使っても、システムコンソー
ルで頻繁に入力するコマンドを入力できます。

詳細については、次のセクションを参照してください。

61 ページの「ユーティリティとコンソールコマンドのヘルプにアク
セスする」

84 ページの「MONITORにアクセスする」

62 ページの「NLM (NetWare Loadable Module)を使用する」

63 ページの「NLM (NetWare Loadable Module)をロードおよびアン
ロードする」

『Utilities Reference』の「RECORD」および「REPLAY」

ユーティリティとコンソールコマンドのヘルプにアクセスする

すべてのユーティリティとコンソールコマンドの、説明、構文、お
よび例を含む完全なリストについては、『Utilities Reference』を参照し
てください。

サーバコンソールにおいてコンソールコマンドのリストを表示する
には、システムコンソールプロンプトで次のコマンドを入力します。

HELP
特定のコンソールコマンドのオンラインヘルプを表示するには、次
のコマンドを入力します。

HELP command_name 

すべての有効なコンソールコマンドの説明を表示するには、次のコ
マンドを入力します。

HELP ALL
NetWare Remote Manager内のすべてのコンソールコマンドのリスト
を表示するには、ナビゲーションフレームの［Console Commands］
リンクをクリックします。特定のコマンドのヘルプについては、コ
マンドの横の［Info］アイコンをクリックします。
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MONITORなど、メニューを表示する NLMのオンラインヘルプを表
示するには、NLMをロードし、<F1>を押します。その後のメ
ニュー、リスト、および情報ウィンドウでも <F1>を押すことがで
きます。

NLM (NetWare Loadable Module)を使用する
NLMプログラムがロードされると、オペレーティングシステムに動的に
リンクされ、NetWareサーバによってメモリの一部が割り当てられます。

NLMプログラムが使用するメモリ量は、タスクによって異なります。
タスクのコールによっては、オペレーティングシステムはより多くのメ
モリを割り当てます。NLMはメモリを使ってタスクを実行し、NLMが
アンロードされるとメモリの制御はオペレーティングシステムに返され
ます。NLMがアンロードされると、割り当てられているすべてのリ
ソースはオペレーティングシステムに返されます。

NetWareには、5種類の NLMプログラムがあります。

NWPAドライバ (.CDM拡張子および .HAM拡張子 )。オペレーティン
グシステムとホストアダプタ間の通信を制御します。

LANドライバ (.LAN拡張子 )。オペレーティングシステムとネット
ワークボード間の通信を制御します。

LANドライバは、サーバの稼動中やユーザのログイン中に、ロード
およびアンロードできます。

PSMモジュール (.PSM拡張子 )。サーバクラスコンピュータ内のマル
チプロセッサをサポートします。

管理ユーティリティおよびサーバアプリケーションモジュール 
(.NLM拡張子および .EXE拡張子 )。設定オプションを監視および変
更できます。

たとえば、マウント解除したボリュームで REBUILDまたは
VREPAIRを実行したり、MONITORを使ってサーバ統計情報を表示
できます

作業が終了したらユーティリティをアンロードして、他のサーバ機
能が利用できるようにメモリを解放します。

ネームスペースサポート (.NAM拡張子 )。DOS以外のネーミング規則
を、ディレクトリおよびファイルのネーミングシステムに格納します。

ユーティリティなどの NLMプログラムは、ロードし、使用し、そして
アンロードできます。LANドライバやディスクドライバなどの NLMプ
ログラムは、サーバが起動するたびにロードする必要があります。
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NCFファイル (STARTUP.NCFおよび AUTOEXEC.NCF)には、NetWare
サーバが起動するたびに NLMプログラムをロードするコマンドを格納
できます。

NetWareに含まれる NLMプログラムの多くは、インストール時に
SYS:SYSTEMにコピーされます。追加の NLMプログラムを取得した場
合は、それをどこにコピーするかを決定します。オペレーティングシス
テムは、LOADコマンドが発行されたときに NLMプログラムを検索で
きる必要があります。

NLMプログラムは次のいずれかの位置にコピーできます。

SYS:SYSTEMディレクトリ

NetWareサーバ上の任意のネットワークディレクトリ

NetWareサーバのローカルドライブ

NLMプログラムの使用方法の詳細については、『Utilities Reference』の
「LOAD」、「UNLOAD」、および「SEARCH」を参照してください。

NLM (NetWare Loadable Module)をロードおよびアンロードする
NLM (NetWare Loadable Module)をロードするには、システムコンソール
プロンプトで次のコマンドを入力します。

[LOAD] [path]NLM_name 
NLMが SYS:SYSTEMディレクトリに格納されている場合、または
NLMが位置しているディレクトリへのサーバ検索パスがある場合
は、完全なパスではなく、NLM名だけを入力します。サーバ検索パ
スの詳細については、『Utilities Reference』の「SEARCH」を参照して
ください。

常にサーバの起動時に NLMをロードする場合は、AUTOEXEC.NCF
にコマンドを追加します。

NLMを英語以外の言語で表示する場合は、31 ページの「NLMメッ
セージファイルの変更」を参照してください。

注 : システムコンソールプロンプトで NLMの名前を入力するだけで、多くの場合は
NLMをロードできます。ただし、NLMと同じ名前の .NCFファイルがある場合は例
外です。この場合は、LOADコマンドを使用する必要があります。LOADコマンドを
使用すると、同じ名前のファイルを実行するのではなく、NLMをロードすることが
サーバに指示されます。LOADコマンドの詳細については、『Utilities Reference』の
「LOAD」を参照してください。

NLMプログラムをアンロードするには、システムコンソールプロンプ
トで次のコマンドを入力します。

UNLOAD NLM_name 
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保護されているアドレススペースから NLMプログラムをアンロードす
るには、システムコンソールプロンプトで次のコマンドを入力します。

UNLOAD ADDRESS SPACE = space_name module_name
モジュールのロードとアンロードの詳細については、『Utilities Reference』
の「LOAD」および「UNLOAD」を参照してください。保護されている
アドレススペースからのモジュールのアンロードの詳細については、
『Server Memory Administration Guide』の「Unloading Protected Address Spaces」
を参照してください。

NetWare Remote Managerを使って、サーバから NLMプログラムをロー
ドおよびアンロードすることもできます。詳細については、『NetWare 
Remote Manager管理ガイド』の「NLMプログラムの管理」を参照してくだ
さい。

サーバ上での Javaの使用
このセクションでは、Javaの環境変数を設定する方法、JAVA.NLMを
ロードおよびアンロードする方法、および Javaベースのアプレットとア
プリケーションを実行する方法について説明します。

JVM for NetWareに関する情報は、『Novell JVM for NetWare』 (http://
www.novell.com/documentation/japanese/jvm/jvm/data/hkfpc6qr.html)にあり
ます。

NetWareサーバ上での Javaベースコンポーネントの使用および管理につ
いては、次のセクションを参照してください。

64 ページの「Javaの環境変数」

66 ページの「NetWareサーバ GUIを管理する」

Javaの環境変数
NetWareをインストールすると、Novell JVM for NetWareが自動的にイン
ストールされます。このとき、主要な環境変数にはデフォルト値が設定
されます。Javaベースのアプリケーションとアプレットを実行するに
は、Javaの環境変数を設定する必要があります。

インストールプロセスによって、いくつかの変数は
SYS:¥ETC¥JAVA.CFGファイルに設定されます。Javaをロードすると、
JAVA.CFGファイルが読み込まれます。JAVA.CFGファイルは変更や追
加が可能です。
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次の表は、いくつかの主要な環境変数を示しています。他の主要な Java
の環境変数は、Novell Developer Kit (NDK)のWebサイトの「Novell JVM 
1.3 for NetWare」 (http://developer.novell.com/ndk/doc/jvm13/jvm13enu/data/
hkfpc6qr.html)に示されています。

現在の変数値を表示して値を設定するには、次の操作を実行します。

1 JAVA.NLMをロードするには、システムコンソールプロンプトで次
のコマンドを入力します。

JAVA
2 現在の環境変数および変数値を表示するには、システムコンソール
プロンプトで次のコマンドを入力します。

ENVSET
サーバで JAVA.NLMがロードされている場合は、NetWare Remote 
Managerを使ってすべての環境設定を表示することもできます。ナ
ビゲーションフレームの［Java Application Information］リンクをク
リックし、［Global Environment Settings］リンクをクリックします。

3 現在のセッションの値を設定するには、システムコンソールプロン
プトで次のコマンドを入力します。

ENVSET VARIABLE=VALUE;VALUE
等号の前後や値の間にスペースを置かないでください。
CLASSPATHなどのように変数に複数の値を設定するには、値をセ
ミコロンで区切ります。

ENVSETで設定した変数の値は、Javaがアンロードされるまで有効
です。

CLASSPATH変数に値を追加するには、$CLASSPATHを使って既存
の値を表します。

次に例を示します。

ENVSET CLASSPATH=$CLASSPATH;SYS:MYCLASSES

環境変数 説明

JAVA HOME JVMの位置を指定します。デフォルト

値は、SYS:¥JAVAです。

CLASSPATH デフォルトのクラスパスの位置を指定し
ます。

XLOCALDIR キーボードやフォントファイルを含め
て、他の言語をサポートするために必要
なファイルの位置を指定します。
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4 変数値に永続的な変更を加えるには、SYS:¥ETC¥JAVA.CFGファイル
に ENVSETコマンドラインを入力します。

Javaをロードすると、JAVA.CFGファイルが読み込まれます。

ファイルを編集するには、NetWare GUIで Editorを使用するか、シ
ステムコンソールプロンプトで EDITを使用するか、またはワーク
ステーションでワードプロセッシングプログラムを使用します。

NetWareサーバ GUIを管理する
NetWare GUIの管理には、次の作業が含まれます。

NetWare GUIを起動する (66 ページ )

NetWare GUIをシャットダウンする (66 ページ )

デスクトップメニューと他のコンソール画面にアクセスする (67 
ページ )

デスクトップメニューを表示する (67 ページ )

デスクトップメニューを設定する (67 ページ )

タスクバープロパティを設定する (68 ページ )

NetWare GUIを起動する

サーバを起動すると、NetWare GUI (X Server--グラフィカルコンソール )
がデフォルトでロードされます。GUI が閉じられていてこれを再起動す
る場合は、システムコンソールプロンプトで次のコマンドを入力します。

STARTX
まだロードされていない場合は Novell JVM for NetWareがロードされ、
NetWare GUIがメモリにロードされます。

NetWare GUIをシャットダウンする

NetWare GUIをシャットダウンするには、次の 3つの方法があります。
最初の 2つの方法の場合は、JVMがシャットダウンされずに NetWare 
GUIが閉じます。

デスクトップメニュー (「デスクトップメニューを表示する」を参
照 )を表示し、［Close GUI］>［Yes］の順にクリックします。

<Ctrl>+<Alt>+<Backspace>を押します。
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NetWare GUIと共に JVMをシャットダウンするには、システムコン
ソール画面に切り替えて (「デスクトップメニューと他のコンソー
ル画面にアクセスする」を参照 )、次のコマンドを入力します。

java -exit

デスクトップメニューと他のコンソール画面にアクセスする

次の画面に切り替えるには、<Alt>+<Esc>を押します。

NetWare画面の選択リストを表示するには、<Ctrl>+<Esc>を押します。

デスクトップメニューを表示する

NetWare GUIでデスクトップメニューを表示するには、画面の左下隅に
ある［Novell］ボタンをクリックします。

デスクトップメニューを設定する

プログラムをインストールする

デスクトップメニューにプログラムをインストールするには、次の操作
を実行します。

1 必要なすべてのプログラムファイルをサーバにコピーします。

2 プログラムのメニューファイルをデスクトップメニューディレクト
リ SYS:/JAVA/LIB/TASKBARにコピーします。

このディレクトリが存在しない場合は、これを作成する必要があり
ます。メニューファイルのファイル形式の例については、SYS:/
JAVA/LIB/TASKBAR.EXAMPLEを参照してください。

メニューファイルがリソースバンドルを使ってメニュー文字列の国
際化を実現している場合は、リソースバンドルをデスクトップメ
ニューディレクトリ SYS:/JAVA/LIB/TASKBARにコピーします。

プログラムのインストール後、次に NetWare GUIの［Novell］ボタンを
クリックすると、メニュー項目が表示されます。目的のメニュー項目を
選択すると、プログラムを起動できます。

メニューを変更する

インストール済みのメニューファイルとカスタムメニューファイルをデ
フォルトのデスクトップメニューと結合して、デスクトップメニューを
作成します。カスタムメニューファイルまたはインストール済みのメ
ニューファイルを編集することによって、デスクトップメニューを変更
できます。
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デスクトップメニューに項目を追加するには、customized.MENUファイ
ルを作成し、これを SYS:¥JAVA¥LIB¥TASKBARディレクトリにコピー
します。メニューファイルの例については、
SYS:¥JAVA¥LIB¥TASKBAR.EXAMPLEを参照してください。

デスクトップメニューからインストール済みのメニュー項目を削除する

メニューファイル全体とすべてのコンテンツを削除することも、1つの
メニュー項目だけを削除することもできます。

メニューファイル全体を削除するには、ファイルを削除するか、拡張子
を .MENU以外に変更してファイル名を変更します。

デスクトップメニューから 1つのメニュー項目を削除するには、メ
ニューファイルでその項目を見つけて削除します。

タスクバープロパティを設定する

現在、タスクバープロパティのデフォルト値は stay-on-topです。タスク
バーを常に上に表示しない場合は、NAWT.PROPERTIES設定ファイルを
作成し、次の行を追加してこのプロパティを変更できます。

taskbar.stayontop=false

プロパティ設定ファイルの例については、
SYS:¥JAVA¥LIB¥NAWT.PROPERTIES.SAMPLEファイルを参照してくだ
さい。

サーバコンソールの保護

サーバコンソールを保護する場合、1番基本となるのは物理的なセキュ
リティです。物理的なセキュリティが確保されていない場合、何をして
もあまり意味がありません。

プロセッシングユニットは、これを取り外したり再起動できない位置に
固定する必要があります。ネットワーク管理者によっては、キーボード
とモニタを取り外し、NetWare Remote Managerや RCONSOLEJを使っ
て、サーバを遠隔地から管理します。コンソールで管理する場合もワー
クステーションで RCONSOLEJを使用する場合も、パワーオンパスワー
ドの使用を検討することをお勧めします。

次の 2つの機能によって、コンソールにセキュリティを追加できます。

SECURE CONSOLEコマンド。詳細については、次のセクションを
参照してください。

69 ページの「SECURE CONSOLEを使用する理由」

70 ページの「SECURE CONSOLEコマンドを使用する」
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スクリーンセーバのコンソールロック機能。詳細については、次の
セクションを参照してください。

70 ページの「SCRSAVERを使ってサーバコンソールをロックす
る」

71 ページの「サーバコンソールのロックを解除する」

SECURE CONSOLEを使用する理由
サーバの物理的なセキュリティを確保した上で、SECURE CONSOLEコ
マンドを使用すると、コンソールは引き続き使用可能でありながら、次
のセキュリティ機能が提供されます。

SYS:SYSTEMまたは C:¥NWSERVER以外のディレクトリから NLM 
(NetWare Loadable Module)プログラムをロードできないように保護
する。つまり、検索パスにない限り、サーバのディスクドライブや
ブートパーティションからセキュリティを侵害する NLMをロード
できないように保護します。

オペレーティングシステムのデバッガにキーボード入力できないよ
うに保護する。これによって、オペレーティングシステムが変更さ
れる可能性が抑制されます。

日付と時刻を変更できないように保護する。セキュリティ機能やア
カウンティング機能によっては、日付と時刻に基づいて実行してい
ます。

SECURE CONSOLEコマンドを実行する場合は、サーバを停止し、
再起動して、コンソールのセキュリティを解除する必要があります。
NetWare 6ではサーバパラメータの設定が保持されるので、サーバを
最適化および調整するために行った設定を失うことなく、サーバを
シャットダウンできます。

NetWare Remote ManagerまたはRCONSOLEJでSECURE CONSOLEを
使用する場合は、アクセスは SECURE CONSOLEによる保護を受け
ます。

SECURE CONSOLEではサーバコンソールはロックされません。コ
ンソールは SCRSAVERを使ってロックできます。コンソールロッ
ク機能でコンソールがロックされていても、侵入者はリモートワー
クステーションからコンソールにアクセスできます。ただし、侵入
者は、SCRSAVERコンソールロックを通じて eDirectoryの認証を受
ける必要があります。

ヒント : AUTOEXEC.NCFファイル内の RCONSOLEJパスワードを暗号化
してサーバコンソールを保護するには、『Utilities Reference』の「Loading 
RConsoleJ Agent at Startup」を参照してください。 
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SECURE CONSOLEコマンドを使用する
サーバコンソールを保護するには、システムコンソールプロンプトで次
のコマンドを入力します。

SECURE CONSOLE
常にサーバの起動時にサーバコンソールを保護するには、サーバの
AUTOEXEC.NCFファイルに SECURE CONSOLEコマンドを追加しま
す。AUTOEXEC.NCFファイルが SYS:SYSTEMまたは C:¥NWSERVER
以外のディレクトリからモジュールをロードする場合は、.NCFファイ
ルの中で SECURE CONSOLEコマンドは、そのモジュールの LOADコ
マンドの後に指定する必要があります。 

重要 : SECURE CONSOLEを無効にするには、サーバをシャットダウンしてから再
起動します。SECURE CONSOLEコマンドが AUTOEXEC.NCFファイルに指定され
ている場合は、EDITまたは任意のテキストエディタを使ってコマンドをファイルか
ら削除してから、サーバをシャットダウンおよび再起動します。

SECURE CONSOLEの使用方法の詳細については、『Utilities Reference』の
「SECURE CONSOLE」を参照してください。

SCRSAVERを使ってサーバコンソールをロックする
SCRSAVER.NLMのコンソールロック機能を使用すると、サーバコン
ソールプロンプトにアクセスする前にパスワードを要求できます。コン
ソールロックが有効なときにキーが押されると、ダイアログボックスが
表示されます。ここで、eDirectoryのユーザ名とパスワードを入力する
必要があります。また、サーバコンソールプロンプトにアクセスするた
めには、ユーザオブジェクトは、サーバオブジェクトのアクセス制御リ
スト (ACL)に対する書き込み権が必要です。

スクリーンセーバが起動すると、サーバ上のプロセッサごとに、動く蛇
が表示されます。各蛇は、1番目は赤色、2番目は青色など、それぞれ
異なる色をしています。各蛇の速度と長さは、プロセッサの利用率に直
接比例しています。

コンソールがロックされていない場合は、任意のキーを押すとコンソー
ルがアクティブになります。蛇の画面は消えます。

1 SCRSAVERのコマンドオプションを表示するには、システムコン
ソールプロンプトで次のコマンドを入力します。

SCRSAVER HELP
コマンドオプションを指定すると、ロックの有効化と無効化、ロッ
クオプションの状態の確認に加えて、スクリーンセーバが起動する
までのコンソールの非アクティブ時間を変更できます。デフォルト
は 600秒 (10分 )です。
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2 コマンドオプションの詳細については、システムコンソールプロン
プトで次のコマンドを入力します。

SCRSAVER HELP command_option

3 SCRSAVERモジュールをロードするには、システムコンソールプロ
ンプトで次のコマンドを入力します。

SCRSAVER [option; option...]
スクリーンセーバをロードすると、デフォルトでコンソールロック
機能が有効になり、アクセスするにはパスワードが必要です。対応
する eDirectoryユーザは、サーバオブジェクトのアクセス制御リス
ト (ACL)に対する書き込み権が必要です。

詳細については、『Utilities Reference』の「SCRSAVER」を参照してください。

サーバコンソールのロックを解除する

SCRSAVER.NLMを使ってサーバコンソールをロックした後でそのロッ
クを解除するには、次の操作を実行します。

1 スクリーンセーバの蛇が表示されているときに、サーバコンソール
キーボードの任意のキーを押します。

2［Login］ダイアログボックスで、<Enter>を押してユーザ名のフィー
ルドを選択します。

ログインボックスは、コンソールがロックされている場合のみ表示
されます。

3 ユーザ名を入力します。

ユーザオブジェクトは、サーバオブジェクトの ACLに対する書き込
み権が必要です。

ユーザ名のフィールドが空白の場合、またはユーザ名を変更する場
合は、eDirectoryユーザ名とコンテキストを入力します。この場合
も、ユーザオブジェクトは目的の権利が必要です。

4 再び <Enter>を押して、パスワードのフィールドを選択します。

5 ユーザ名のパスワードを入力し、<Enter>を 2回押します。

スクリーンセーバの蛇の画面が消え、サーバコンソール画面が表示
されます。
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NCPパケットシグネチャの使用
NetWareは、NCPTM (NetWare Core ProtocolTM)サービスを使ってサーバと
クライアントを保護する NCPパケットシグネチャという機能を備えて
います。

NCPパケットシグネチャでは、サーバとクライアントに各 NCPパケッ
トへのシグネチャを要求することによって、パケットの偽造を防いでい
ます。パケットシグネチャは、すべてのパケットで異なります。

NCPパケットシグネチャがインストールされていない場合は、ユーザは
特権ユーザを装って、偽造した NCP要求を NetWareサーバに送信でき
ます。適当な NCP要求パケットを偽造することで、侵入者はサーバオ
ブジェクトに対するスーパバイザ権を得て、すべてのネットワークリ
ソースにアクセスできます。

正しくないシグネチャを持つ NCPパケットは、クライアントとサーバ
の接続を切断することなく破棄されます。ただし、不当なパケットに関
する警告メッセージが、エラーログ、関係するクライアント、および
サーバコンソールに送られます。アラートメッセージには、関係するク
ライアントのログイン名とステーションアドレスが含まれます。

サーバとそのすべてのワークステーションに NCPパケットシグネチャ
がインストールされている場合は、正当な NCPパケットを偽造するこ
とは実質的に不可能です。

パケットシグネチャの詳細については、次のセクションを参照してくだ
さい。

72 ページの「パケットシグネチャを使用する理由」

73 ページの「NCPパケットシグネチャのオプション」

73 ページの「有効なパケットシグネチャ」

74 ページの「推奨されるシグネチャレベル」

パケットシグネチャを実装するには、75 ページの「NCPパケットシグネ
チャの実装」を参照してください。

パケットシグネチャを使用する理由

次のようなセキュリティ上のリスクに対処するために、NCPパケットシ
グネチャを使用することが推奨されます。

信頼できないユーザがネットワーク上のワークステーションを使用
している
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ネットワークケーブリングシステムに、物理的に簡単にアクセスで
きる

ネットワーク上に、誰にでもアクセスできる無人のワークステー
ションがある

NCPパケットシグネチャは、すべてのサーバインストールで必要なわけ
ではありません。次のような状況でセキュリティ上のリスクに対応でき
る場合は、NCPパケットシグネチャは使用しなくてもかまいません。

実行可能プログラムのみがサーバにある

すべてのネットワークユーザを知っており、信頼している

NetWareサーバ上のデータの機密性が低く、このデータの損失や破
損が操作に影響しない

NCPパケットシグネチャのオプション
パケットシグネチャプロセスは CPUリソースを消費するので、クライ
アントと NetWareサーバの両方のパフォーマンスを低下します。このた
め、NCPパケットシグネチャはあくまでもオプションです。

NCPパケットに署名しないというオプションから、NCPパケットに常に
署名するというオプションまで、さまざまなシグネチャオプションを使
用できます。NetWareサーバと Novellクライアントに設定できるシグネ
チャレベルは、それぞれ 4種類あります。

サーバとクライアントのシグネチャオプションの組み合わせで、ネット
ワーク上の NCPパケットシグネチャのレベルが決まります。

システムパフォーマンスの要望とネットワークセキュリティの要件の両
方にとって最適なパケットシグネチャレベルを選択できます。

注 : サーバとクライアントのパケットシグネチャレベルの組み合わせによっては、パ
フォーマンスが低下します。ただし、CPUの需要が低いシステムでは、パフォーマ
ンスの低下は見られません。

有効なパケットシグネチャ

サーバとクライアントの NCPパケットシグネチャレベルが相互に作用
して、ネットワークにとって有効なパケットシグネチャが作成されま
す。サーバとクライアントのレベルの組み合わせによっては、ログイン
できません。

次の図は、サーバパケットシグネチャレベルとクライアントシグネチャ
レベルの相互関係を示しています。
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推奨されるシグネチャレベル

デフォルトの NCPパケットシグネチャレベルは、クライアントの場合
は 1で、サーバの場合も 1です。一般には、この設定で、偽造パケット
の侵入を防ぎながら最大限の柔軟性が提供されます。異なるシグネチャ
レベルが必要ないくつかの状況の例を、次に示します。

状況 例 推奨

サーバ上の情報は、すべて機密性
が高い。

侵入者が NetWareサーバ上のどの

情報にアクセスしても、会社のダ
メージになります。

サーバをレベル 3に設定し、すべ

てのクライアントをレベル 3に設

定して、最大級の保護を設定しま
す。

機密性の高い情報と高くない情報
が同じサーバに混在している。

NetWareサーバには、実行可能プ

ログラム用のディレクトリと、会
社の財務情報 (受取勘定 )用の

ディレクトリがあります、

サーバをレベル 2に設定し、受取

勘定にアクセスする必要があるク
ライアントをレベル 3に設定しま

す。他のすべてのクライアントは
デフォルトのレベル 1のままにし

ます。

ユーザは頻繁に場所とワークス
テーションを変更する。

社員がどのワークステーションを
使用するか不確定であり、
NetWareサーバには機密性の高い

データがいくつか含まれています。

サーバをレベル 3に設定します。

クライアントはデフォルトのレベ
ル 1のままにします。

誰でもワークステーションを使用
できる。

無人のワークステーションが設定
されていて、機密性の高くない情
報には誰でもアクセスできます。
ただし、ネットワーク上の別の
サーバには、機密性の高い情報が
格納されています。

サーバをレベル 3に設定し、無人

のクライアントをレベル 0に設定

します。
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NCPパケットシグネチャの実装の詳細については、75 ページの「NCP
パケットシグネチャの実装」を参照してください。

NCPパケットシグネチャの実装
NCPパケットシグネチャを実装するには、次の操作を実行します。

75 ページの「サーバシグネチャレベルを設定する」

76 ページの「クライアントシグネチャレベルを設定する」

77 ページの「NLMのシグネチャレベルを変更する」

77 ページの「ジョブサーバのパケットシグネチャを設定する」

サーバシグネチャレベルを設定する

サーバの現在のシグネチャレベルを判別するには、システムコン
ソールプロンプトで次のコマンドを入力するか、または NetWare 
Remote Managerを使って設定を表示します。

SET NCP Packet Signature Option
サーバのパケットシグネチャレベルを設定するには、システムコン
ソールプロンプトで次のコマンドを入力するか、または NetWare 
Remote Managerを使って設定を変更します。

SET NCP Packet Signature Option = number
numberには、0、1、2、または 3を指定します。デフォルト値は 1
です。

次に例を示します。

SET NCP Packet Signature Option = 2

値 説明

0 クライアントレベルに関係なく、サーバはパケットに署名しません。

1 クライアントが要求する場合 (クライアントレベルが 2以上の場合 )
のみ、サーバはパケットに署名します。

2 クライアントが署名できる場合 (クライアントレベルが 1以上の場

合 )、サーバはパケットに署名します。

3 サーバがパケットに署名して、すべてのクライアントがパケットに
署名するように要求しない限り、ログインはできません。
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サーバが起動するたびにシグネチャレベルを設定するには、この SETコ
マンドを STARTUP.NCFファイルに追加します。 

SETパラメータコマンドを使用すると、下位のシグネチャレベルを上位
のレベルに変更できます。または、NetWare Remote Managerを使用でき
ます。 

サーバを再起動しない限り、上位レベルから下位レベルに変更すること
はできません。たとえば、現在のシグネチャレベルが 2の場合、コン
ソールで SETコマンドを使ってシグネチャレベルを 1に設定することは
できません。シグネチャレベルを 2から 1に変更するには、SETコマン
ドを STARTUP.NCFファイルに追加して、サーバを再起動する必要があ
ります。

クライアントシグネチャレベルを設定する

クライアントシグネチャレベルを 0、1、2、または 3に設定します。デ
フォルト値は 1です。値を増加するとセキュリティは増加しますが、パ
フォーマンスは低下します。

DOSまたはMS Windowsのクライアントシグネチャレベルを設定するに
は、次のパラメータをワークステーションの NET.CFGファイルに追加
します。

signature level = number
ワークステーションごとにWindows 95またはWindows NTのクライアン
トシグネチャレベルを設定するには、次に示すように、［Novell NetWare 
Client Properties］の［Advanced Settings］タブでパラメータの設定を変更
します。

1 システムトレイで［N］を右クリックします。

2［Novell Client Properties］>［Advanced Settings］の順にクリックします。

3 スクロールリストからシグネチャレベルを選択します。

値 説明

0 無効。クライアントはパケットに署名しません。

1 有効だが優先はされません。サーバが要求する場合 (サーバレベルが 2
以上の場合 )のみ、クライアントはパケットに署名します。

2 優先。サーバが署名できる場合 (サーバレベルが 1以上の場合 )、クラ

イアントはパケットに署名します。

3 必須。クライアントがパケットに署名して、すべてのサーバがパケッ
トに署名するように要求しない限り、ログインはできません。
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クライアントをインストールするときに、設定ファイルにシグネチャレ
ベルを追加することによって、複数のクライアントに一度にシグネチャ
レベルを設定できます。Windowsクライアントの設定の詳細について
は、Novell Clientのオンラインマニュアル (http://www.novell.com/
documentation/)を参照してください。

NLMのシグネチャレベルを変更する

Novellランタイムライブリを使用する NLMプログラムには、サーバの
現在のシグネチャレベルに対応する、デフォルトの NCPパケットシグ
ネチャレベルが割り当てられます。

1つの NLMのパケットシグネチャレベルを変更するには、NLMをロー
ドするときに次のコマンド構文を使用します。

[LOAD] NLM [CLIB_OPT]/L number
numberには、0、1、2、または 3を指定します。

ジョブサーバのパケットシグネチャを設定する

ジョブサーバは、タスクを実行し、完了したタスクを返すサーバです。
ジョブサーバの多くは、サードパーティの製品です。

ジョブサーバによっては NCPパケットシグネチャをサポートしないの
で、注意が必要です。次のいずれかの条件が該当する場合、ジョブサー
バはシグネチャのないセッションを作成します。

DOSの上で動作しない

標準の Novellクライアントを使用しない

NLMでない

NCPエンジンを独自に実装している(プリンタに埋め込まれているプ
リントサーバなど )

リスクを最小化する

ジョブサーバに関連するセキュリティリスクを最小化するには、次の操
作を実行します。

シグネチャレベル 3のサーバにのみキューをインストールします。

特権ユーザに対して、シグネチャレベルが 3以下のサーバのキューに
ジョブを置くことを禁止します。

ジョブサーバのアカウントに特権を設定しません。

ジョブサーバがクライアントの権利を変更できないようにします。
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クライアントの権利を変更できないようにする

ジョブサーバがクライアントの権利を変更できないようにするには、次
の SETコマンドをサーバの STARTUP.NCFファイルに追加します。

SET Allow Change to Client Rights = OFF
ジョブサーバとサードパーティアプリケーションは、クライアントの権
利を変更しないと機能できないので、デフォルト値は Onです。ジョブ
サーバがクライアントの権利がなくても機能できるかどうかを判別する
には、ジョブサーバに付属しているマニュアルを参照してください。

トランザクショントラッキングシステムの使用

NetWareは、TTSTM (Transaction Tracking SystemTM)というトランザクショ
ン監視機能を備えています。ファイルにトランザクションのフラグを設
定すると、TTSでは、不完全なトランザクションをバックアウトし、
バックアウトデータのレコードを保持することで、ファイル内のレコー
ドの破損を防ぎます。

注 : トランザクションのフラグが設定されたファイルを、削除したり名前を変更する
ことはできません。 

TTSは、ファイルの切り捨てや拡張、および 1回のトランザクションで
同じデータ領域に対して行われる複数の変更もバックアウトできます。
また、トランザクションのバックアウト中に NetWareサーバに障害が発
生した場合、割り込みを受けたバックアウトをバックアウトすることも
できます。

ただし、TTSは、レコードロックコールを発行するアプリケーション
や、情報をレコードに格納するアプリケーションにおいて発生するこの
ような障害を保護することはできません。これらのアプリケーションに
は、従来のデータベース、一部の電子メールアプリケーション、一部の
ワークグループアポイントスケジューラなどが含まれます。

ワードプロセッシングファイルのように、個別のレコードで構成されな
いファイルは、TTSによって保護されません。

次の状況に該当する場合は、ネットワーク上のトランザクションは正し
く保存されません。

トランザクション中に、サーバやワークステーションへの電源供給
が中断した

トランザクション中に、サーバやワークステーションのハードウェ
アで障害が発生した (ネットワークボードのパリティエラーなど )

トランザクション中に、サーバやワークステーションがハングした
(ソフトウェア障害 )
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トランザクション中に、ネットワークの伝送コンポーネント (ハブ、
リピータ、ケーブルなど )で障害が発生した

サーバで障害が発生し、ファイルにトランザクションのフラグが設定さ
れている場合は、サーバが再起動したときに、TTSはトランザクション
をバックアウトします。ワークステーションやネットワークの伝送コン
ポーネントに障害が発生した場合は、TTSは直ちにトランザクションを
バックアウトします。 

TTSの機能
トランザクショントラッキングシステム (TTS)は、不完全なトランザク
ションをバックアウトし、バックアウトデータのレコードを保持するこ
とで、データの破損を防ぎます。

TTSによって、データベースファイルへのすべての変更は、完全に適用
されるか、またはまったく適用されません。TTSでは、次の手順でトラ
ンザクションをトラッキングします。

1. アプリケーションが物理または論理レコードロックを割り当てると、
TTSではアプリケーションがトランザクションを開始したと判断し
ます。ファイルにトランザクションのフラグが設定されている場合
は、この時点で、障害が発生してもトランザクションをバックアウ
トできるように、TTSはトランザクションのトラッキングを開始し
ます。

2. トランザクションに障害が発生してもデータを復元できるように、
TTSはオリジナルデータのコピーを作成します。データのコピー
は、データベースとは別のファイルに配置されます。この外部ファ
イルには、すべてのトランザクションバックアウト情報が含まれ、
オペレーティングシステムだけがこのファイルを使用します。

3. オリジナルデータのコピーがバックアウトファイルに書き込まれる
と、TTSは変更されたデータをデータベースファイルに書き込みます。

4. TTSでは、追加の変更に対して手順 2と手順 3を繰り返します (一
連の変更で 1回のトランザクションを構成できます )。

5. すべての変更データがディスクに書き込まれ、データアプリケー
ションが物理および論理レコードロックを解放すると、TTSでは、
アプリケーションがトランザクションを完了したと判断します。
TTSは、トランザクションが完了したことを表すレコードをバック
アウトファイルに書き込み、トランザクションのトラッキングを停
止します。

TTSを有効およびアクティブにする方法については、80 ページの「TTS
を有効およびアクティブにする」を参照してください。
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TTSを有効およびアクティブにする
NetWare 6の TTSには次の 3つの状態があります。

無効

有効だが非アクティブ

アクティブ

無効な状態と非アクティブな状態は、TTS操作が作用しないという点で
似ています。アクティブな状態の場合のみ、TTS操作は作用します。

1つのファイルシステムにのみ、アクティブ TTSが適用されます。この
ため、サーバで NNS (Novell Storage Service)ファイルシステムと従来の
ファイルシステムの両方が使用されている場合は、次の点に注意してく
ださい。

両方のファイルシステムで TTSを有効にすることはできますが、ア
クティブなのはいずれか 1つだけです。

デフォルトでは、従来のファイルシステムで TTSは常に有効です。

従来のファイルシステムで TTSが有効になっており、これが実体に
合っている場合は、NSSファイルシステムの TTSは自動的に非アク
ティブになります。このため、サーバ上に従来のボリュームがある
場合は、NSSファイルシステムの TTSは自動的に無効または非アク
ティブになります。

DISABLE TTSコンソールコマンドを使って従来のファイルシステム
の TTSを無効にした場合は、NSSファイルシステムの TTSが有効
であれば、これが自動的にアクティブになります。

DISABLE TTSコマンドの効果は永続的ではないので、NSSボ
リューム上で TTSが有効な場合にこれを永続的にアクティブにする
唯一の方法は、DISABLE TTSコンソールコマンドを
AUTOEXEC.NCFファイルに指定することです。

定義によれば、同じサーバ上に従来のボリュームとNSSボリュームが
ある場合、すべてのボリュームで TTSを使用することは不可能です。

サーバ上に従来のボリュームのみがある場合は、すべてのボリュー
ム上で TTSを使用できます。

サーバ上に NSSボリュームのみがある場合は、すべてのボリューム
上で TTSを有効にできますが、デフォルトでは、すべてのボリュー
ムで有効にはなりません。このためには、各ボリュームで 4MB余
分に必要です。
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任意のボリュームに対して手動で TTSを有効にするには、システム
コンソールプロンプトで次のコマンドを入力します。

NSS /Transaction=VolName
次のいずれかの条件が該当する場合、TTSは自動的に無効になります。

SYS:ボリュームがいっぱいの場合

SYS:ボリュームが TTSバックアウトボリュームです。

NetWareサーバのメモリが不足していて、TTSを操作できない場合

TTSが無効であり、無効となった原因を解決できた場合は、システムコ
ンソールプロンプトで次のいずれかのコマンドを入力して、TTSを再び
有効にします。

従来のボリュームを持つサーバの場合 :ENABLE TTS
NSSボリュームの場合 :NSS /Transaction=VolName

従来のボリューム上のファイルごとにトランザクショントラッキングを
有効にしたり、これを管理するには、次の表に示すコマンドとパラメー
タを使用します。

目的 操作

ファイルのトランザクショントラッキングを有効に
する。

NetWare Remote Managerを使って、ファイルにトラ

ンザクションのフラグを設定します。詳細について

は、『NetWare Remote Manager管理ガイド』の「個
別のファイルの表示」を参照してください。

トランザクションのフラグが設定されたファイルを、
削除したり名前を変更することはできません。

TTSを有効にして、確認のメッセージを表示せずに

トランザクションをバックアウトする。 

STARTUP.NCFファイルに次のコマンドを指定して、

サーバを再起動します。

SET AUTO TTS BACKOUT FLAG = ON

このパラメータが On (デフォルト )の場合、バック

アウトは自動的に発生します。

このパラメータが Offの場合、ファイルのバックア

ウトを確認するメッセージが表示されます。

［NetWare Remote Manager］>［Set Parameters］>

［Traditional File System］の順に選択して、パラメー

タを設定することもできます。
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無停電電源装置 (UPS)の使用
無停電電源装置 (UPS)は、商用電源の停電が発生しても電源を供給する
ためのバックアップ電源装置です。UPSはネットワークにとって絶対必
要なものです。電源サージや電圧低下によってコンピュータが損傷する
のを防ぐだけでなく、停電時におけるデータの損失も防ぎます。

UPSには、オンライン UPSシステムとオフライン UPSシステムがあり
ます。

オンライン UPS オンライン UPSは、装置を流れる電流を動的に修正
します。停電が発生した場合、装置はすでにアクティブであり、電
源の供給を続けます。

オンライン UPSは、一般にオフライン UPSよりも高価ですが、停
電が発生してもこれまでとほとんど変わらないエネルギーを途切れ
ずに供給できます。

オフライン UPS 電力線を監視します。電源が落ちると、UPSがアク
ティブになります。

この方式の欠点は、オフライン UPSがアクティブになるまでにわず
かな遅延があることです。ただし、オフライン UPSシステムの多く
はきわめて高速であり、この遅延は無視できます。

UPSシステムは高価なので、多くの企業は、NetWareサーバ、ルータ、
ハードディスクサブシステムなど、最も重要なデバイスにのみ UPSシス
テムを接続しています。

サーバに UPSを接続することで、サーバはファイルを正しく閉じて、シ
ステムディレクトリをディスクに書き直すことができます。

バックアウトデータを SYS:TTS$LOG.ERRファイル

に記録する。

システムコンソールプロンプトで、次のコマンドを
実行します。

SET TTS ABORT DUMP FLAG = ON

このパラメータが Onの場合、トランザクションは

SYS:TTS$LOG.ERRに格納されます。

このパラメータが Offの場合、トランザクションは

バックアウトされますが、バックアウトの記録は残
りません。

［NetWare Remote Manager］>［Set Parameters］>
［Traditional File System］の順に選択して、パラメー

タを設定することもできます。

目的 操作
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多くのプログラムはワークステーションで実行しており、RAMに格納
されているデータは、各ワークステーションが自身の UPSを持たない限
り、停電時に保存されません。

UPSがサージ保護機能を備えていない場合は、サージ保護装置を取り付
けて UPSを保護します。

ウィルス感染の防止

ユーザにウィルスの危険性を理解させ、ウィルスの危険を抑制する次の
手順を実行させることで、ネットワークをウィルスの危険から守ります。

データを頻繁にバックアップします。

ウィルス感染していないファイルからバックアップを取得できるよ
うに、アーカイブしたバックアップの階層を管理します。

すべてのサーバとワークステーションについて、書き込み保護され
たブート可能なディスクを、最新のウィルススキャンおよび削除ソ
フトウェアと一緒に保管します。

実行可能ファイルのバックアップを保持し、これに実行専用のフラ
グを設定します。

最新のウィルスの感染方法を理解します。

ネットワークユーザにウィルスの検出方法を理解させます。

ユーザにウィルスの危険性を警告します。ユーザが、業務に関係な
いコンピュータにあったフロッピーディスクやファイルを使用しな
いように注意します。

ウィルスを検出したら直ちにワークステーションの電源を切るよう
に、ユーザに指示します。

セキュリティが確保されている部屋にサーバを設置することで、サー
バのディスクドライブへのアクセスを制限します。ドライブの挿入口
にテープを貼り、これを不必要に使用しないように注意します。

可能な限り、Adminアカウントの使用を避けます。ログインアカウ
ントの特権が少ないほど、ウィルスのデータ破壊力や感染力は弱ま
ります。
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NetWareサーバの監視
サーバを監視することで、次の操作を実行できます。

パフォーマンスのボトルネックを切り離す

サーバのパフォーマンスを最適化する

サーバの問題に対処し、解決する

NetWare Remote Managerは、ワークステーションのWebブラウザを使っ
て、サーバをデバッグしたり監視するためのツールです。サーバの GUI
からこのツールの Javaバージョンにアクセスすることもできます。詳細
については、『NetWare Remote Manager管理ガイド』の「NetWare Remote 
Managerへのアクセス」、「リモートでのサーバの管理」、および「サーバ
問題のトラブルシューティング」を参照してください。

MONITORは、サーバコンソールからサーバレベルでパフォーマンスを
監視するための主要なツールです。これは NetWareカーネルで実行する
ので、オペレーティングシステムを直接呼び出すことができます。多く
の統計情報は、毎秒更新されています。

MONITORにアクセスする
MONITORをロードするには、システムコンソールプロンプトで次
のコマンドを入力します。

[LOAD] [path] MONITOR
LOADコマンドは、NLMと同じ名前のバッチファイルがある場合の
み必要です (LOADコマンドを使用するということは、MONITOR
がロード可能なモジュールであるということです )。

ユーティリティをデフォルトディレクトリの SYS:SYSTEMから、
検索パスを持たないディレクトリに移動した場合のみ、パスを指定
します。

MONITORは実行しているが、コンソールのアクティブ画面でない
場合は、2つの方法でMONITOR画面に切り替えることができます。

<Alt>+<Esc> を押します。他のコンソール画面が表示される場合は、
現在のMONITOR画面が再表示されるまで、<Alt>を押しながら<Esc>
を繰り返し押します。画面上部のタイトルバーを参考にします。

<Ctrl>+<Esc>を押します。使用できるコンソール画面の番号付きの
リストが表示されます。［NetWare Console Monitor］の番号を入力し
ます。
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MONITORを終了するには、次のいずれかを実行します。

終了確認ボックスが表示されるまで、<Esc>を繰り返し押します。
次に、<Enter>を押してシステムコンソールプロンプトに戻ります。

終了確認ボックスを直ちに表示するには、<Alt>+<F10>を押します。
次に、<Enter>を押してシステムコンソールプロンプトに戻ります。

監視対象と監視理由

監視ユーティリティは、対処しきれないほど大量の情報や統計情報を提
供します。主要なパラメータを簡単に確認できるように、「MONITOR
の［General Information］画面」には、主要なパラメータの大部分が 1つ
の画面にまとめられています。これには、メモリの利用率やディスク I/
Oに関するパフォーマンスの指標が含まれています。

動的に割り当てられたサービスを制御する、3種類の設定可能なパラ
メータの関係については、88 ページの「割り当てられたサービスを監視
する」を参照してください。ガイドラインに従うことで、ユーザが求め
るサービスレベルの管理に事前に対応できます。

89 ページの「他の情報と統計情報を監視する」には、エラーログ、使用
可能な空きディスク容量、およびユーザアカウントが説明されています。
停電に対処するには、無停電電源装置 (UPS)を定期的にテストします。

サーバの毎日のパフォーマンスと、固有の負荷に対する応答特性を理解
することは、監視ユーティリティから提供される情報や統計情報の理解
を深めます。 
NetWareサーバの管理 85



MONITORの［General Information］画面

サーバの問題をトラッキング、診断、および解決するための重要なパ
フォーマンス指標の多くは、MONITORの［General Information］画面に
表示されます。MONITORをロードすると、このウィンドウが表示され
ます。

画面に表示されるパフォーマンス指標の説明を次に示します。

Utilization: 直前の1秒間で使用されたサーバの合計処理能力の平均値
をパーセンテージで表したもの。それ以外の時間は、アイドルルー
プで使用されます。利用率のパターンを監視します。

利用率が 100%に達しますか。一定の水準で安定していますか、そ
れとも数秒間だけピークを示し、その後は低下しますか。ピークを
示す時間はいつですか、それはどのような頻度ですか。

Server Up Time: サーバが前回起動してからの経過時間。サーバで
Auto Restartが有効な場合は、このフィールドを使って、サーバが異
常終了して再起動したかどうかを判断します。電源障害や、サーバ
の停止をもたらした侵入者を検出するときにも、この情報を使用し
ます。

Online Processors: 有効でオンラインになっているプロセッサ数。
STARTUP.NCFからロードされたプラットフォームサポートモ
ジュール (PSM)によって、NetWareは、マルチプロセッシングプ
ラットフォームでセカンダリプロセッサを使用できます。デフォル
トでは、すべてのプロセッサが自動的に起動されます。
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Total Cache Buffers: ファイルキャッシュ用に現在使用できるキャッ
シュバッファ数。NLMプログラムをロードすると、この値が減少し
ます。

ファイルキャッシュはサーバのパフォーマンスに大きく影響するの
で、この値は可能な限り大きな値にしておくことが望まれます。

Dirty Cache Buffers: 変更されたがまだディスクに書き込まれていな
いデータを格納しているバッファ数。

この値が増加しているかどうかを監視します。この値が増加してい
る場合は、従来のファイルシステムにボトルネックが発生している
可能性があります。

Long Term Cache Hits: 従来のファイルシステムのキャッシュにすで
にある、ディスクブロックに対する要求の累積パーセンテージ (要
求されたデータがすでにメモリにある場合、ディスクの読み込みは
必要ありません )。

従来のファイルシステムを使用している場合は、このパーセンテー
ジを使って、ディスクキャッシュ全体の利用率を評価します。この
値が 90%を下回る場合は、ディスクが繰り返しアクセスされ、サー
バのパフォーマンスが低下します。この問題を解決するには、物理
メモリ (RAM)を追加します。

Current Disk Requests: 保留中の読み込み要求の数。

この値が増加しているかどうかを監視します。増加している場合、低
速なハードディスクがボトルネックになっている可能性があります。

Packet Receive Buffers: サーバがクライアント要求を処理するとき
に、クライアント要求を保持するために割り当てられるメモリ量。
必要に応じて、サーバはより多くのパケット受信バッファを割り当
てます (最小値と最大値があります )。バッファサイズは、ネット
ワークアダプタによって異なります。

この値は、3種類の設定可能パラメータによって決まります。現在
値を監視して、最大値に達しないことを確認します。 

Maximum Service Processes: サーバがクライアント要求を処理する
ために割り当てることができるタスクハンドラの数。クライアント
要求の数が増えると、サーバはさらにサービスプロセスを作成しま
す。サービスプロセスが割り当てられなくなると、サーバのパ
フォーマンスが大きく低下します。

サービスプロセスの現在値を監視して、この値に達しないことを確
認します。
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Current Service Processes: クライアント要求を処理するために現在
割り当てられているタスクハンドラの数。

この値を使って、サーバに十分な空きタスクハンドラがあり、クライ
アント要求を処理できるかどうかを判断します。現在のサービスプロ
セス数が最大値に達する場合は、Maximum Service Processes
 (Communicationsカテゴリ)パラメータの値を増加する必要があります。

Current Connections: ライセンスの許諾の有無や、認証されている
かどうか、またはログインしていない状態に関わらず、アクティブ
な接続の数。

Open Files: サーバと他のクライアントによって現在アクセスされて
いるファイルの数。eDirectoryをサポートする隠しファイルなど、
常に開いているファイルもあります。

割り当てられたサービスを監視する

どのコンピューティング環境でも、リソースには限りがあります。
NetWareは、要求と可用性に応じて、リソースを割り当てます。要求を
受け取っても、オペレーティングシステムは、新しいリソースを直ちに
は割り当てません。オペレーティングシステムは指定の時間を待機し
て、既存のリソースで要求に対処できるかどうかを確認します。

動的に割り当てられたサービスは、3種類の設定可能なパラメータの組
み合わせで制御されます。その関係を理解することで、監視する統計情
報を分析し、要求に対するシステムの応答を、どのように設定すればよ
いかを判断できます。

Maximum limits: オペレーティングシステムが特定のサービスに割り
当てることができるサーバリソースの量を制御します。

Minimum limits: オペレーティングシステムは、要求を受け取ると同
時に、最小限のリソースを割り当てることができます。

最小値が低い場合、特定のサービスの拡張はゆっくりと行われます。
最小値が高い場合、拡張はすばやく行われます。

Wait time limits: オペレーティングシステムが新しいリソースを割り
当てるまでの待ち時間を制御します。

リソースが利用可能になった場合、新しいリソースは割り当てられ
ません。制限時間内にリソースが使用可能にならなかった場合は、
新しいリソースが割り当てられます。時間制限を設けることで、
サーバアクティビティの突発的なピークによって、不要なリソース
が永続的に割り当てられることが阻止されます。
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たとえば、ディレクトリキャッシュバッファの割り当てを考えます。
ディレクトリキャッシュバッファの最小値が 20に設定されている場合、
20個のキャッシュバッファが割り当てられるまで、要求を受け取ると同
時に、システムは新たなバッファリソースを割り当てます。

20個のディレクトリキャッシュバッファが割り当てられた状態で要求を
受け取ると、システムは 2.2秒 (デフォルト )待ち、それでも要求がア
クティブな場合は、新たなバッファを割り当てます。

ただし、ディレクトリキャッシュバッファの最小値が 40に設定されて
いる場合は、40個のディレクトリキャッシュバッファの割り当てが行わ
れてから、要求ごとに 2.2秒待つことで、その拡張が低速化されます。

他の情報と統計情報を監視する

一般的な保守作業には、次の作業が含まれます。

サーバのエラーログを確認する (99 ページ )

ディスクドライブを確認する (99 ページ )

サーバキャッシュの統計情報を調べる (99 ページ )

サーバディスクとボリュームの空き容量を確認する (100 ページ )

ユーザアカウントを調べる (100 ページ )

無停電電源装置をテストする (101 ページ )

サーバアラートの表示

NLMプログラムがプロセッサの制御を解放できなかった場合など、さ
まざまな状況で、サーバにアラートメッセージを表示させることができ
ます。多くのアラートは、アラートが発生する場合のしきい値を設定す
るサーバパラメータによって制御されます。デフォルトでは、アラート
を受け取ると、ベルも鳴ります。

ベルが鳴らないようにするには、Miscellaneousカテゴリの次のサーバパ
ラメータを設定します。

Sound Bell for Alerts = OFF
次の表は、使用できるアラートパラメータを示しています。
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システムによってこの他にも多くのアラートが発生しますが、サーバパ
ラメータでは制御できません。たとえば、ネットワーク上のサーバのア
ドレスが変更されると、他のサーバコンソールにアラートがブロード
キャストされます。これらのアラートは、ALERTコマンドで制御でき
ます。『Utilities Reference』の「ALERT」を参照してください。

アラート発生状況 関連パラメータ

不法侵入が検出された Display Spurious Interrupt Alerts

Spurious Interrupt Alert Threshold

(『Utilities Reference』の「SET」の

「Miscellaneous Parameters」を参照 )

失っていた割り込みが検出された Display Lost Interrupt Alerts

Lost Interrupt Alert Threshold

(『Utilities Reference』の「SET」の

「Miscellaneous Parameters」を参照 )

NLMプログラムがプロセッサの

制御を解放できない

Display Relinquish Control Alerts

CPU Hog Timeout Amount

(『Utilities Reference』の「SET」の

「Miscellaneous Parameters」を参照 )

不完全な IPXTMパケットを受信し

た

Display Incomplete IPX Packet Alerts

(『Utilities Reference』の「SET」の「Display 

Incomplete IPX Packet Alerts = value」を参照 )

使用可能なファイルキャッシュ
バッファが最小値に近い

Minimum File Cache Report Threshold

(『Utilities Reference』の「SET」の「File 

Caching Parameters for the Traditional File System」

を参照 )

ボリュームがフルに近い Volume Low Warn All Users

Volume Low Warning Threshold

Volume Low Warning Reset Threshold

(『Utilities Reference』の「SET」の「File 

Parameters for the Traditional File System」を参照 )
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ワークステーション接続の管理

このセクションでは、ログインの無効化、接続の解除、リソース割り当
ての制御、メッセージの送信、およびウォッチドッグパケットの操作を
行うためのユーティリティとコマンドの使用方法について説明します。
次のセクションを参照してください。

91 ページの「接続管理作業を実行する」

92 ページの「サーバへのワークステーション接続を監視する」

93 ページの「コンソールメッセージをワークステーションに送信す
る」

94 ページの「ワークステーション接続を解除する」

95 ページの「ログインを無効化および有効化する」

97 ページの「ロックを使ってリソースの割り当てを制御する」

接続管理作業を実行する

NetWare Remote ManagerまたはMONITORを使用すると、次の作業を実
行できます。

サーバ上のアクティブなワークステーション接続のリストを表示す
る

ログインしているユーザを判別する

接続に関する情報を表示する

ウォッチドッグを設定して接続のアクティビティを監視する

接続が開いているファイルのリストを表示する

1つまたは複数のワークステーション接続を終了する

システムコンソールプロンプトでCLEAR STATION nまたはCLEAR 
STATION ALLを使用することもできます。これらのコマンドの詳
細については、『Utilities Reference』の「CLEAR STATION」を参照し
てください。

1つまたは複数のワークステーションにメッセージを送信する 
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サーバへのワークステーション接続を監視する

NetWare Remote Managerは、サーバへのワークステーション接続を監視
する最も効果的なツールです。NetWare Remote Managerを使ってサーバ
へのワークステーション接続を監視する方法については、『NetWare 
Remote Manager管理ガイド』の「Monitoring Connections to the Server」を参
照してください。

サーバコンソールでユーティリティを使って、サーバへの接続を監視す
るには、次の表に示す操作を実行します。

目的 操作

アクティブなサーバ接続のリストを表示する。

ログインしているユーザを判別する。

1. MONITORで、［Available Options］メニューの

［Connections］を選択します。［Active 

Connections］リストが表示されます。

2. (状況によって実行 ) <F3>を押して、接続リ

ストをソートし直します。

アスタリスク (*)が付いていない項目は、ログイ

ンユーザを表します。

アスタリスク (*)が付いている項目は、ライセン

スが許諾されていない接続です (サーバの総ライ

センス数にカウントされません )。これらの接続

は eDirectoryの認証を受けていますが、ログイン

はされていません。

接続に関する情報を表示する。

接続数

接続名

接続時間

ネットワークノードアドレス

読み書き要求

認証とライセンスの状況

使用中のファイル

使用中のロックとセマフォ

スーパバイザ権

1. MONITORで、［Available Options］メニューの

［Connections］を選択し、［Active Connections］

リストを表示します。

2. リストから接続を選択します。

3. <Tab>を押して、上部ウィンドウに

［Connection Information］画面を表示します。

4. 情報フィールドと統計情報の説明を表示する
には、<F1>を押します。
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コンソールメッセージをワークステーションに送信する

NetWare Remote Managerを使って、サーバコンソールからすべてのワー
クステーションまたは 1人のユーザにメッセージを送信するには、
『NetWare Remote Manager管理ガイド』の「ユーザにメッセージを送信する」
を参照してください。

MONITORを使って、サーバコンソールからすべてのワークステーショ
ンまたは 1人のユーザにメッセージを送信するには、次の操作を実行し
ます。

1［Available Options］メニューの［Connections］を選択します。

2 <F8>を押して、タスクバーにオプションを表示します。

3［Active Connections］リストから、メッセージの送信先のユーザに対
応する接続を選択します (新たな受信者にマークを付けるには <F5>
を押します )。 

接続が開いているファイルのリストを表示する。

クラッシュしたワークステーションのファイルが、
サーバ上で開いたまま残されているかどうかを確認
する場合に、この手順を使用します。

1. MONITORで、［Available Options］メニューの

［Connections］を選択します。

2. リストから接続を選択します。

3. ファイルがサーバ上で開いているかどうかを
判断した後、<Esc>を押して［Active 

Connections］リストに戻ります。

1つまたは複数の接続を終了する。

ワークステーションがクラッシュし、サーバ上に
ファイルが開いたまま残されている場合は、この手
順を使って接続を解除します。

注意 :ワークステーションがクラッシュし、サーバ

上にファイルが開いたまま残されている場合は、ト
ランザクション監視機能 (TTS)によって、サーバ上

に格納されているデータベースレコードまたはファ
イルが自動的にバックアウトされます。ファイルに
トランザクション (T)ファイル属性が設定されてい

る場合も、ファイルは保護されます。

94 ページの「ワークステーション接続を解除する」

を参照してください。

1つまたは複数のワークステーションにメッセージを

送信する。

サーバを停止する前にユーザに対してログアウトを
警告する必要がある場合は、この手順を使用します。

93 ページの「コンソールメッセージをワークステー

ションに送信する」を参照してください。

目的 操作
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［Active Connections］リストで、アスタリスク (*)が付いていない項
目は、ログインユーザを表します。

4 メッセージ入力ボックスを表示するには、<F4>を押します。

5 メッセージボックスにメッセージを入力し、<Enter>を押して送信し
ます。

 確認ボックスが表示されます。 

6 メッセージを直ちに送信することも、<Esc>を押してメッセージを
破棄することもできます。

詳細については、『Utilities Reference』の「MONITOR」を参照してくださ
い。ワークステーションにおけるメッセージの受信とクリアの詳細につ
いては、クライアントの NetWareマニュアルを参照してください。

ワークステーション接続を解除する

ワークステーションがクラッシュし、サーバ上にファイルが開いたまま
残されたときにクライアント接続を解除するには、次のいずれかを実行
します。

『NetWare Remote Manager管理ガイド』の「特定の接続を解除する」

94 ページの「MONITORを使って接続を解除する」

95 ページの「CLEAR STATIONを使って接続を解除する」

重要 :ワークステーションがトランザクションを実行中、またはファイルを更新中に
接続を解除すると、正しくないデータがファイルに保存される可能性があります。

MONITORを使って接続を解除する

1 MONITORで、［Available Options］メニューの［Connections］を選択
します。

［Active Connections］リストが表示されます。

2 (状況によって実行 )ワークステーションのオープンファイルを表示
するには、ワークステーションの接続を選択します。

ファイルを表示したら、<Esc>を押して［Active Connections］リス
トに戻ります。

3 1つまたは複数の接続を解除します。

1つの接続を解除するには、目的の接続を選択して <Delete>を押
します。［Clear Connection?］プロンプトで［Yes］を選択します。
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複数の接続を削除するには、各接続を選択し、<F5>を押してマー
クを付けます。次に、<Delete> を押します。［Clear Connection?］
というメッセージが表示されたら［Yes］を選択します。

未使用の (ログインされていない )すべての接続を解除するには、
<F6>を押します。

削除した接続は、［Active Connections］リストから除かれます。

詳細については、『Utilities Reference』の「MONITOR」を参照してください。

CLEAR STATIONを使って接続を解除する

接続番号がわかっている場合は、システムコンソールプロンプトで次の
コマンドを入力することによって、特定の接続を終了できます。

CLEAR STATION n
nには、ワークステーションの接続番号を指定します。

すべての接続を解除するには、システムコンソールプロンプトで次のコ
マンドを入力します。

CLEAR STATION ALL
重要 : CLEAR STATION ALLコマンドを実行すると、NLMプログラムによる接続も含
めて、ログインされていないすべての接続が解除されます。バックアップ NLMプロ
グラムによっては、サーバの初期化プロセス時に接続を確立しておいて、ログインし
てプロセスを実行する必要が生じるまで、サーバへのログインされていない接続を保
持することがあるので、NLMベースの接続を解除する場合は注意が必要です。この
ようなタイプの NLMベースの接続は、サーバで NLMをアンロードし、再ロードし
ない限り、サーバへの接続を再確立できません。

詳細については、『Utilities Reference』の「CLEAR STATION」参照してく
ださい。

ログインを無効化および有効化する

サーバを修復する必要がある場合は、システムコンソールプロンプトで
次のコマンドを入力することによって、ユーザのログインを防ぐことが
できます。

DISABLE LOGIN
このコマンドは、ネットワークにすでにログインしているユーザには影
響しません。ただし、ENABLE LOGINコマンドを実行しない限り、ロ
グアウトしたユーザは再びログインできません。

ユーザが再びログインできるようにするには、システムコンソールプロ
ンプトで次のコマンドを入力します。
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ENABLE LOGIN
ENABLE LOGINコマンドを使用すると、侵入者検出機能によってロッ
クされた SUPERVISORアカウントを有効にすることもできます。

詳細については、『Utilities Reference』の「DISABLE LOGIN」および
「ENABLE LOGIN」を参照してください。

自動再接続を使用する接続を解除する

Novell ClientTMは自動再接続機能を備えており、ネットワーク障害が発
生しても、ユーザ環境を完全に復元できます。デフォルトで自動再接続
が有効になっているので、サーバ上で何らかの操作を実行する場合は、
ワークステーションが再接続しないようにする必要があります。 

Novell Clientは、クライアントサイドのファイルキャッシングもサポー
トします。これによって、ファイルは、サーバとの間で読み込みや書き
込みが行われるときにキャッシュに格納されます。Auto Reconnect Level
パラメータと File Cache Levelパラメータのデフォルト設定では、Novell 
Clientは、ワークステーション接続が解除される (またはサーバが停止
する )前の実際の状態に、すべてのファイルを復元します。 

ワークステーションモニタには次のメッセージが表示されます。

Client32:Please wait while Application retries 
request to servername.To stop waiting, press Enter.
NetWare will then return an error and try to 
reconnect in the background.
コンソールコマンドを組み合わせて使用することで、サーバ上での操作
を完了するまで、クライアントが再接続できないようにすることができ
ます。

1. ユーザに警告するには、93 ページの「コンソールメッセージをワー
クステーションに送信する」を参照してください。

2. サーバ上で操作しているときに、自動再接続ユーザがサーバに再接
続できないようにするには、接続を解除する前に、システムコン
ソールプロンプトで「DISABLE LOGIN」と入力します。95 ページ
の「ログインを無効化および有効化する」を参照してください。

3. 次に、95 ページの「CLEAR STATION を使って接続を解除する」の
説明に従って、CLEAR STATION を使って接続を終了します。ログ
インが無効であっても、自動再接続が有効なワークステーションは、
引き続き接続の再確立を自動的に試みます。しかし、ログインサーバ
上の必要なサービスは使用できません ( 接続が解除されると、
MONITORの［Active Connections］ウィンドウの中で、ワークステー
ションの接続は *NOT-LOGGED-INエントリとして表示されます )。 
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4. サーバ上での作業が終了したら、「ENABLE LOGIN」と入力して、
ユーザが再びログインできるようにします。

ヒント:ワークステーション接続を解除せずに通信障害が発生した場合(ネッ
トワークケーブルが切断したりプラグが外れた場合 )、問題が修復されると
ワークステーションは自動的に再接続できます。

ロックを使ってリソースの割り当てを制御する

ロックは、ファイルやレコードが一度に複数のユーザによって更新され
ることを防ぐものです。ワークステーションやサーバで使用可能なファ
イルとレコードのロック数を制御することによって、ファイルとレコー
ドへのアクセスを制御できます。

クライアントがファイルを開けない場合は、ロック数を増やします。
ファイルリソースの使い過ぎを防ぐには、ロック数を制限します。 

ワークステーションによるファイルリソースの使い過ぎを防ぐ

ファイルリソースを使い果たしそうな場合は、次の SETパラメータ
(Traditional File Systemカテゴリ )を使って、サーバと各接続のロック数
を制限します。 

Maximum Record Locks Per Connection = value

Maximum File Locks Per Connection = value

Maximum Record Locks = value

Maximum File Locks = value

ファイルロックとレコードロックを制限する前に、ワークステーション
に、必要なファイルとレコードにアクセスできるだけの適切な数のロッ
クがあることを確認します。必要なロックを制限してしまうと、アプリ
ケーションがエラーを発生する原因になります。

サーバの場合は、次のパラメータ値を減少することで、使用可能なファ
イルロックとレコードロックの総数を制限します。

Maximum Record Locks
Maximum File Locks
各クライアントの場合は、次のパラメータ値を減少することで、使用可
能なファイルロックとレコードロックの総数を制限します。

Maximum Record Locks Per Connection
Maximum File Locks Per Connection
パラメータ値の変更は直ちに反映され、持続します。
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ファイルレコードロックを増やす

クライアントが十分な量のファイルを開けない、または使用できるレ
コードロックが十分でないという理由でアプリケーションに異常が生じ
る場合は、ファイルレコードロックを増やすために、次の操作を実行し
ます。

1 次のパラメータ (Traditional File Systemカテゴリ )の値を増加して、
サーバで使用できるファイルロックとレコードロックの数を増やし
ます。

Maximum Record Locks
Maximum File Locks
パラメータ値の変更は直ちに反映され、持続します。

2 次のパラメータ (Traditional File Systemカテゴリ )の値を増加して、各
ワークステーションで使用できるファイルロックとレコードロック
の数を増やします。

Maximum Record Locks Per Connection
Maximum File Locks Per Connection
パラメータ値の変更は直ちに反映され、持続します。

一般的な保守作業の実行

このセクションでは、次の作業について説明します。

サーバデータをバックアップする (98 ページ )

サーバのエラーログを確認する (99 ページ )

ディスクドライブを確認する (99 ページ )

サーバキャッシュの統計情報を調べる (99 ページ )

サーバディスクとボリュームの空き容量を確認する (100 ページ )

ユーザアカウントを調べる (100 ページ )

無停電電源装置をテストする (101 ページ )

ネットワークに関する記録を残す (101 ページ )

サーバデータをバックアップする

データのバックアップを毎日取ることは、データのセキュリティを守る
上できわめて重要です。
98 サーバオペレーティングシステム管理ガイド



NetWareに含まれているバックアップソフトウェアの詳細については、
『Storage Management Services Administration Guide』を参照してください。

サーバのエラーログを確認する

エラーがないと確信している場合でも、1週間に少なくとも 1回は、
サーバのエラーログを確認します。問題は、早く見つかるほど簡単に解
決できます。サーバコンソールで EDIT(コマンドライン )または
Editor(GUI)を使って、またはワークステーションでテキストエディタを
使って、エラーログを表示します。

必要に応じて、SYS:SYSTEMに次のエラーログが作成されます。

BOOT$LOG.ERR サーバ起動時に発生したエラーが記録されます。

SYS$LOG.ERR システムメッセージ、アラート、セキュリティ違反
など、サーバエラーが記録されます。

VOL$LOG.ERR ボリュームエラーが記録されます。

TTS$LOG.ERR トランザクショントラッキングシステムによって
バックアウトされたデータが記録されます。

ABEND.LOG 異常終了プロセスによって生成された情報が記録され
ます。このファイルは、異常終了後にサーバが起動すると同時に
SYS:SYSTEMに移動します。

ディスクドライブを確認する

1週間に 1回はストレージデバイスの統計情報をチェックして、各ディ
スクの動作状態がアクティブであることを確認します。この操作を行う
には、MONITORまたは NetWare Remote Managerの中で、ナビゲーショ
ンフレームの［View Statistics］リンクをクリックし、目的のドライブを
選択します。

サーバのディスクドライブをほとんど使用しない場合は、1年に 2回ほ
どドライブをテストして、これが正しく動作することを確認します。

サーバキャッシュの統計情報を調べる

サーバメモリの監視と最適化の詳細については、『Server Memory 
Administration Guide』の「Optimizing Server Memory」を参照してください。

サーバにおける Novell Storage Managementの使用については、『Novell 
Storage Services管理ガイド』の「キャッシュバッファの設定」を参照して
ください。
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従来のファイルシステムを使用しているサーバの場合は、次の操作を実
行します。

1 従来のファイルサーバキャッシュ統計情報を毎週調べます。

統計情報は、NetWare Remote Managerの［System Memory 
Information］ページまたは［MONITOR］の［General Information］
画面に表示されます。

2 Total Cache Buffersの値を Original Cache Buffersの値で割り、使用可能
なキャッシュのパーセンテージを判断します。

理想としては、ファイルサーバキャッシュがキャッシュ全体の 70%
以上であることが望まれます。

3 パーセンテージが 50%を下回る場合は、サーバにメモリを追加します。 

サーバディスクとボリュームの空き容量を確認する

1 サーバディスクとボリュームを毎週チェックして、空き容量が十分
にあることを確認します。

空き容量を判断するには、MONITORをロードして［Volumes］を選
択します。［Mounted Volumes］画面に、マウントされているすべて
のボリューム、容量、およびボリュームの使用率が一覧されます。

どのディスクについても、15～ 20%以上の空き容量を確保します。

SYS:ボリュームについては 20%以上、他のボリュームについては
10%以上の空き容量を確保します。SYS:ボリュームがいっぱいにな
ると、サーバがハングします。

2 空き容量が推奨値を下回る場合は、ボリュームのサイズを増やすか、
不要なファイルやディレクトリを削除します。

NSS論理ボリュームでは REBUILDを使用し、従来のボリュームでは
VREPAIRを使用できます。『Utilities Reference』の「VREPAIR」または
「REBUILD」を参照してください。

ユーザアカウントを調べる

1 1ヶ月に 1回、ネットワーク上のすべてのユーザとオブジェクトを調
べて、侵入者、古いアカウント、または不正なアカウントがないこ
とを確認します。 

2 システムを使用しなくなったすべてのユーザのアカウントを閉じます。 
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無停電電源装置をテストする

ネットワークが無停電電源装置 (UPS)を備えている場合は、1年に 2回、
装置が正しく動作することを確認します。ネットワークにログインして
いるユーザがいない時間帯を選んでテストします。

1 サーバを停止して DOSに戻ります。ただし、コンピュータの電源は
切りません。

2 コンピュータが稼動している状態で、プラグを引き抜きます。

UPSシステムが正しく動作している場合は、コンピュータはそのま
ま稼動します。

サーバの電源が切れる場合は、UPSのバッテリが低下しているか、
切れています。調べて交換します。

ネットワークに関する記録を残す

ネットワークに関する記録を残すことは重要です。ネットワークのレイ
アウト、ハードウェアとソフトウェアの詳細、環境設定、修復、および
バックアップスケジュールの記録を残すことで、ネットワークの一部を
再構築または置換する場合、新しい機器の使用を認める場合、または障
害の後にネットワークを復元する場合に、時間と労力を省くことができ
ます。この情報の多くは、Novellテクニカルサポートに連絡しなければ
ならない場合にも必要となるものです。記録は手帳に残しても、データ
ベースでオンライン管理してもかまいません。

重要 :ネットワークの記録を手帳に残す場合もデータベースに残す場合も、複数のコ
ピーを作成し、定期的に更新します。常に、1つまたは複数のコピーを、バックアッ
プテープと一緒にオフサイトで保管します。大きな災害でネットワーク自体と共に記
録が壊れてしてまっては、役に立ちません。

ネットワークの記録には、次の情報が含まれます。

すべてのハードウェアとソフトウェアの詳細

バージョン番号、シリアル番号、保証情報、購入日、ライセンス情
報など。

ワークステーションの設定情報

AUTOEXEC.BAT、NET.CFG (DOSクライアントとWindows 3.1xク
ライアントの場合 )、またはレジストリ (Windows 95/98および
Windows NT/2000の場合 )。

標準のディレクトリ構造。
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サーバの設定情報

NetWare Remote Managerで、ナビゲーションフレームの［Run Config 
Report］をクリックします。［View Report］ボタンをクリックしま
す。次に、レポートを印刷し、保存します。このレポートには、次
の情報が含まれています。

すべての .NCF、.BAT、.CFG、.BAT、.ABEND.LOGSの内容

C:ディレクトリのファイルリスト

SYS:SYSTEMディレクトリのファイルリスト

すべての SETパラメータと現在の設定値のリスト

サーバ上で現在実行しているすべてのモジュールのリスト

LANドライバ設定のリスト

ストレージデバイスの設定情報

SYS:ボリュームと _ADMINのボリューム統計情報 

次の情報も収集する必要があります。

ファイルサービス、プリントサービス、データベースなど、各
サーバで提供されるサービス。

各ボリュームの一般ディレクトリ構造。

プリンタの設定情報

プリンタの設置場所のマップ、NLMプログラムのバージョン、プリ
ントドライバの日付とバージョン。

eDirectoryツリー構造

ConsoleOneまたは iMonitorから eDirectory構造を印刷します。レプ
リカとパーティションを記録に残します。

プロシージャ

ログインプロセスおよびバックアッププロシージャ。最も重要なの
は、バックアップからシステムを復元するプロシージャです。

バックアップ情報

バックアップメディア、ラベリングシステム、バックアップオペ
レータの名前と電話番号、およびバックアップディスクとテープの
保管場所の定期スケジュール。

ユーザ情報

ログインスクリプトと特別なメニュー。
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ソフトウェアとハードウェアの修復とサービスコール

修復の記録とレシート、サービスコールのログ、同じ問題が再び発
生した場合の解決法。

ネットワークとケーブル設備のダイアグラム

サーバ、ワークステーション、プリンタ、ルータ、ハブなどの設置
場所、各要素の名前、ケーブルと接続の種類。

システムに加えられた変更

ネットワークまたはそのコンポーネントの更新内容。

予防的な保守作業の実行

一般的なサーバの問題を回避するには、次のセクションを参照してくだ
さい。

103 ページの「メモリの問題を防止する」

104 ページの「電源装置のエラーを防止する」

105 ページの「静電気の問題を防止する」

84 ページの「NetWareサーバの監視」

34 ページの「パフォーマンス特性の一致」

101 ページの「ネットワークに関する記録を残す」

『Server Communications Administration Guide』の「Preventing Cabling 
Problems」

メモリの問題を防止する

システムに十分なメモリが装備されていることを確認します。

NET.CFGファイルを変更して、必要なドライバだけをロードします。

CONFIG.SYSファイルを変更して、必要なドライバだけをロードし
ます。

AUTOEXEC.BATファイルとCONFIG.SYSファイルをチェックして、
HIMEM.SYSや EMM386.EXEなどのメモリマネージャがロードされ
ていないこと、およびどちらのファイルにも DOS=HIGHステート
メントがないことを確認します。DOSデバイスドライバがロードさ
れていないことを確認します。

サーバ上でのメモリの解放については、142 ページの「サーバメモリを
一時的に解放する」を参照してください。
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電源装置のエラーを防止する

不安定な電源装置は、ハードウェアの問題を引き起こす一番の原因で
す。最も破壊的な結果ももたらします。

停電が発生すると、ワークステーション、ネットワークサーバ、プリン
トサーバ、およびバックアップデバイスは再起動します。この場合、
RAMに格納されていたすべての情報は失われ、場合によってはハード
ウェアが損傷を受けます。

急激な電圧上昇や電圧低下も、さまざまなハードウェアのエラーを引き
起こします。

停電や電圧変動を想定してそれに対処する場合のみ、確実なネットワー
クパフォーマンスを得ることができます。次のヒントを参考にしてくだ
さい。

ブレーカボックスと重要な機器との間に専用の給電およびアース線
を設置します。アース線を各接地端子に接続します。

無停電電源装置 (UPS)または予備電源装置 (SPS)を装備して、停電後
も 15分間は重要な機器に電源を供給できる状態にします。

このような電源装置の容量は限られており、さほど重要でないハー
ドウェア (モニタやプリンタなど )を UPSや SPSに接続する必要は
ありません。

停電時にはデータを保存し、ネットワークをログアウトするように、
ユーザに指示します。この後、サーバが UPSまたは SPS電源によっ
て稼動している間に、ユーザを強制的にログオフすることなく、通
常どおりに NetWareサーバを停止できます。

サージ抑制装置または電源調節装置を、コンピュータが使用するす
べての電力線に取り付けます。多くの UPS装置や SPS装置には、こ
の機能がすでに組み込まれています。

コンピュータの専用線、または電力線に、扇風機、プリンタ、コ
ピー機、掃除機、またはその他のモーター駆動機器が接続されない
ように注意します。

このような機器をコンピュータが使用している電源に接続すること
がないように、空いているコンセントにはダミープラグを差し込ん
でおきます。
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静電気の問題を防止する

静電気放電 (ESD)を人間が感じる場合、その電圧は 3000ボルトにも達
していますが、マイクロチップや回路盤のように損傷を受けやすい電子
部品の場合は、20～ 30ボルトの ESDで損傷を受けることがあります。
このような小さな放電の場合、部品が直ちに異常を来たすわけではあり
ませんが、時間が経つにつれて部品が劣化し、後日故障します。

電子部品を静電気放電から保護するために、次の注意を守ることを推奨
します。

コンピュータおよびコンピュータボードを取り扱う前に、アース用
のリストバンドやマットを使って、ユーザ自身と機器をアースしま
す。アースは毎日テストして、緩んでいたり断続的になっていない
ことを確認します。

警告 : モニタを操作する場合はリストバンドを着用しないでください。リス
トバンドは大容量の電圧を帯びることがあり、これがバンドを通じて身体
に達します。

部品や集積回路のリード線に触れないようにします。

集積回路の基盤を扱っている場合は、他の人に触れられないように
します。静電気が発生する可能性があります。

基盤や集積回路を運搬および保存する場合は、静電保護袋 (通常はグ
レーシルバー色 )に入れてください。袋に針ほどの小さな穴が空い
ていてもその効力が失われてしまうので、袋は完全な状態でなけれ
ばなりません。帯電防止バッグ (青またはピンク )は中身を外部の
静電気から保護できないので、使用しないでください。

ポリエステル素材やプラスティックなどの絶縁体を、稼動している
コンピュータや部品から遠ざけます。絶縁体は静電気の発生源です。

部品を、金属などの導電面に置かないようにします。

コンピュータの設置場所は、湿度を 70～ 90%に維持します。静電気
の問題は、湿度が低い場合に発生する傾向があります。
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5 NetWareサーバのトラブルシューティング

この章では、NetWare®サーバのトラブルシューティングに役立つ次の項
目について説明します。

107 ページの「トラブルシューティングの使用」

114 ページの「コアダンプを作成する」

116 ページの「ハードウェアおよびネットワークに関する問題のト
ラブルシューティング」

117 ページの「NetWareサーバのトラブルシューティング」

151 ページの「通信に関する問題を監視および解決する」

153 ページの「マルチプロセスに関する問題が疑われる場合」

154 ページの「サーバとの通信不可、 -625エラー」

157 ページの「ワークステーションがサーバと通信できない」

163 ページの「予防的管理作業」

トラブルシューティングの使用

Novell®テクニカルサポートでは、トラブルシューティングを行う場合
は、常に同じ基本手順に従うことをお勧めしています。標準的な手順に
従うことによって、技術的な問題をより迅速に、適切な方法で解決でき
ます。

テクニカルサポートに連絡すると、Novellテクニカルサポート担当者は、次
の作業を実行するように指示します。これらの手順を実行することによっ
て、テクニカルサポートの手を借りなくても問題を解決できる場合があり
ます。これらの手順を実行しても問題が解決できず、テクニカルサポート
に連絡する必要がある場合でも、この手順を実行することによって技術的
な問題を迅速に解決するために必要な情報が準備されます。

108 ページの「サーバにパッチを適用する」
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109 ページの「基本的な原因を取り除く」

109 ページの「情報を収集する」

111 ページの「システムを簡略化する」

111 ページの「トラブルシューティングリソースを使用する」

112 ページの「仮説を立て、テストを実行する」

113 ページの「その他のトラブルシューティングの方法を使用する」

114 ページの「解決方法を文書化する」

追加のヒントについては、NovellサポートのWebサイトで TID 2938836
「Before Calling Support for OS Issues」 (http://support.novell.com/cgi-bin/

search/tidfinder.cgi?2938836)を参照してください。

サーバにパッチを適用する

サーバで発生する可能性がある多くの問題は、すでに Novellが解決し、
その解決方法がパッチファイルとして提供されています。サーバおよび
クライアントのすべてのパッチをロードしてください。

Novellでは、完全なオペレーティングシステムおよび関連製品のパッチ
が含まれているサポートパックを定期的に提供しています。ネットワー
クの最新パッチを探すには、NovellサポートのWebサイトで「Minimum 
Patch List」ページ (http://support.novell.com/misc/patlst.htm)を参照してく
ださい。

SERVER.NLM用の特定のパッチおよび他の NLMTMプログラムのアップ
デート版を探すには、NovellサポートのWebサイトで「Patches and 
Files」ページ (http://support.novell.com/filefinder/)を参照してください。
更新された NLMプログラムをサーバの起動ディレクトリにコピーする
と、以前のバージョンが上書きされます。

また、使用している NetWareのバージョンに適合している最新のドライ
バを使用してください。製品に付属しているドライバ、Novellサポート
のWebサイト (http://support.novell.com/)で取得できる、テストおよび認
定済みドライバ、または他のハードウェアベンダ製の認定済みドライバ
を使用します。製品認定情報については、「Novell Solutions Search」 (http://
developer.novell.com/solutions)の DeveloperNet® Webサイトを参照してく
ださい。Softwareカテゴリで、［LAN Adapters］または［WAN Adapters］
を選択して、最新バージョンを確認します。

ODITM HSM Specification 3.31では、NBI (NetWare Bus Interface)、ハード
ウェアインスタンス番号 (HIN)、インスタンスのアンロード、および業
界標準の PCI Hot Plug技術をサポートしています。3.3x/1.1x ODI 
Specificationに準拠したドライバを、3.2 ODI Specificationサポートモ
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ジュールと同時に使用しないでください。特定の LANドライバが準拠
している仕様は、LANドライバ認定情報で確認できます。状況によって
は、ドライバを作成した独立ハードウェアベンダに連絡する必要があり
ます。

ODIモジュールとサーバの LANドライバとの互換性を検証するには、
DRVSPC.EXE (http://support.novell.com/servlet/tidfinder/2911341)をダウン
ロードして実行します。

ストレージデバイスおよびホストバスアダプタ用の NetWare 6ドライバ
は、NWPA (NetWare Peripheral ArchitectureTM)仕様に準拠しています。

基本的な原因を取り除く

ネットワークに関する問題の基本的な原因を取り除きます。たとえば、
すべてのプラグが正しく差し込まれていることと、電源が入っているこ
とを確認します。次の点を考慮します。

ソフトウェアおよびハードウェアに関する既知の問題については、
NovellサポートのWebサイトの Knowledgebase (http://
support.novell.com/search/kb_index.htm)を参照します。

ハードウェアおよびケーブリングシステムを点検して、すべてのプ
ラグが正しく差し込まれていること、接続されていること、および
正しく終端していることを確認します。

ユーザエラーが発生しているかどうか確認します。

すべてのハードウェアが、Novellによって認定されていることを確
認します。NetWareで実行できることが認定されているハードウェ
アおよびソフトウェア製品の一覧については、Novell DeveloperNet
のWebサイト (http://developer.novell.com)を参照します。

権利に関する問題がないことを確認します。権利が不十分な場合、
管理者やユーザは、ボリューム、ディレクトリ、およびファイルに
アクセスしたり、ファイル操作を実行したりすることができません。

情報を収集する

問題が発生する条件に関する情報を収集します。次の質問に答えてくだ
さい。

問題はいつ発生しますか。たとえば、深夜 0時に定期的に発生する問
題は、ファイル圧縮と関係している可能性があります。一方、朝発
生する問題は、ユーザがログインすることによるネットワーク使用
状況のスパイクと関係している可能性があります。
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問題は再現可能ですか。問題は、継続的ですか、あるいは断続的で
すか。断続的である場合、問題は、どの程度の間隔で発生しますか。

問題は、ネットワーク上で同時に実行されている他の処理、または
特定のハードウェアやソフトウェアと関係している可能性がありま
すか。たとえば、問題は、ネットワークの利用率が高いときにのみ
発生しますか。特定のワークステーションプラットフォームでのみ
発生しますか。

問題が発生する少し前に、何かを変更しましたか。たとえば、新し
いソフトウェアをインストールしましたか。

ネットワークのどのコンポーネントが関係していますか。たとえば、
サーバ、ワークステーションの一部またはすべて、プリンタ、また
は他の周辺デバイスが関係していますか。

どのエラーまたはコンソールメッセージが表示されますか。メッ
セージの発生元は、どの NLMプログラムですか。サーバのエラー
ログを確認してください。

環境設定ファイルおよびログファイルからは何がわかりますか。
Novellテクニカルサポートに連絡する必要がある場合は、
ABEND.LOG、SYS$LOG.ERR、および VOL$LOG.ERRなどのログ
ファイルを含む、サーバおよびネットワークに関する情報を収集し
ます。また、ハードウェアおよびソフトウェアの環境設定および
バージョン番号も用意しておきます。 

これらの情報を取得するには、NetWare Remote Managerを使って、
サーバ上で環境設定レポートを実行、表示、および送信します。手
順については、『NetWare Remote Manager管理ガイド』の「サーバの環
境設定レポートを実行および表示する」を参照してください。

eDirectoryに関する問題が疑われる場合は、次の情報を収集します。

ツリー内のサーバ数

ツリーの構造

パーティションごとのオブジェクト数

エラーメッセージ

マスタレプリカを保持しているサーバの名前

関係するサーバ上の eDirectoryのバージョン

影響を受けているコンピュータを、類似する他のコンピュータと比
較します。問題が発生するコンピュータと、問題が発生しないコン
ピュータがありますか。ある場合、影響を受けるコンピュータと影
響を受けないコンピュータとの違いは何ですか。
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システムを簡略化する

データを損失する可能性がある場合は、トラブルシューティングを続け
る前に、システムをバックアップします。

システムを簡略化し、できるだけ多くの可変要素を取り除いて、問題の
発生原因を切り離します。

AUTOEXEC.NCFまたは STARTUP.NCFファイルを使用せずに、サー
バを実行します。この操作を行うには、.NCFファイルでコマンドを
コメント化するか、または、-naまたは -nsオプションを指定し
て、SERVERを実行します (コマンドをコメント化するには、コマ
ンドラインの先頭に「REM」とスペースを入力します )。

ロードオプションの詳細については、『Utilities Reference』の
「SERVER」を参照してください。

すべての NLMプログラムをアンロードします。 サーバソフトウェア
の設定が基本またはデフォルト環境設定になるまで、ウィルスス
キャナおよびサーバメータリングモジュールを含む、すべての不要
な製品を削除します。

周辺デバイスを取り外すか、または切り離します。

余分なネットワークボードや LANアダプタを取り外します。

可能な限りサーバを簡略化したら、問題がもう一度発生するかどうかを
確認します。オペレーティングシステムが問題の発生原因であるかどう
かを判断するには、システムのコンポーネントを 1つずつ元に戻して、
各コンポーネントの追加によって問題が発生するかどうか確認します。 

トラブルシューティングリソースを使用する

Novellおよび他のベンダでは、問題を解決するための調査ツールを提供
しています。

次に例を示します。

Novell Knowledgebase (http://support.novell.com/search/kb_index.htm)。

このサイトでは、TID (技術情報ドキュメント )、解決方法、および
パッチを取得できます。製品別に参照したり、ファイル名の一部や
ワイルドカードを使って検索できます。ダウンロードの一覧や最新
のリリースファイルの検索もできます。

NovellサポートのWebサイトの「Support Forums」 (http://
support.novell.com/forums/)。

ここでは、技術的な質問を投稿して、Novell認定のシステムオペ
レータ (SysOp)から回答を得ることができます。また、すでに投稿
されている回答を参照することもできます。
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Novell DeveloperNetのWebサイト (http://developer.novell.com)。

このサイトでは、NetWareで実行できることが認定されているサー
ドパーティ製品に関する情報を取得できます。フォームベースの検
索機能を使って、テストおよび承認済みの情報をカテゴリ別に探す
ことができます。

ほとんどの都市および国に設置されている、Novellユーザグループ。
NUI (Novell Users International)では、World Wide Web上で NetWareサ
ポートフォーラム (http://www.nuinet.com/)を提供しています。

NovellサポートのWebサイトの「Support Forums」 (http://
support.novell.com/pforum/)。

ここでは、技術的な質問を投稿して、Novell認定のシステムオペ
レータ (SysOp)から回答を得ることができます。また、すでに投稿
されている回答を参照することもできます。

ダウンロード可能な情報および更新されたソフトウェアを提供する、
ベンダのWebサイト。

NetWare Remote ManagerやMONITORなどの、NetWareユーティリ
ティ。

NetWare Remote Managerは、ワークステーションからWebブラウザ
を介して使用できます。このユーティリティを使用すると、サーバ
メモリを多く使用しているユーザ、サーバ CPU、サーバ処理、サー
バのディスク容量などを追跡できます。このユーティリティの使用
方法の詳細については、『NetWare Remote Manager管理ガイド』を参照
してください。

MONITORユーティリティを使用すると、サーバやネットワークの
パフォーマンスに関する問題の発生原因を特定するための重要なヒ
ントを取得できます。このユーティリティの使用方法の詳細につい
ては、『Utilities Reference』の「MONITOR」参照してください。

仮説を立て、テストを実行する

情報を収集し、基本的な原因を取り除く、またはシステムを簡略化した
ら、問題の原因である可能性が最も高い要素を判別します。たとえば、
いくつかの仮説を立てることができます。その場合は、原因である可能
性が高い順に、要素を列挙します。仮説は、収集したデータおよびシス
テムに関する経験に基づいて立ててください。 

仮説を立てたら、次のヒントを考慮しながら、それらをテストします。

正しい可能性が最も高い仮説を最初にテストします。正しい可能性
が最も低い仮説は、最後にテストします。唯一の例外として、短時
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間で簡単にテストできる仮説は、最初にテストして除外することも
できます。

仮説を最小単位のコンポーネントに分解し、コンポーネントごとに
個別にテストします。たとえば、問題の原因として物理的なネット
ワークが疑われる場合は、どのケーブルセグメント、ボード、また
はコネクタが問題の発生原因である可能性があるかを特定し、要素
ごとに個別にテストします。一度に 1つのコンポーネントだけをテ
ストしてください。

コンポーネントを交換します。コンポーネントの欠陥が問題の原因
である可能性が疑われる場合は、正常に動作することが確認されて
いるコンポーネントに交換します。一度に 1つのコンポーネントだ
けを交換してください。 

システムを簡略化します。システムを簡略化していない場合は、シ
ステムからコンポーネントを削除します。それでも問題が発生する
場合でも、問題の発生原因の候補として考えられるコンポーネント
が、より限定されたことになります。問題が解決された場合は、コ
ンポーネントを 1つずつロードし直します。コンポーネントを 1つ
追加するごとに、問題が発生するかどうかを確認します。

その他のトラブルシューティングの方法を使用する

Novellテクニカルサポート担当者の要求に応じて、すでに実行したトラ
ブルシューティング手順を説明できるように準備しておきます。

Novell Authorized Resellerの担当者を利用する

お住まいの地域のサービスパートナーを探してください。世界中の販売
店の一覧は、NovellサポートのWebサイト >［Partner Services］ (https://
support.novell.com/partner_services.html)を参照してください。

Novellのサポートツールを使用する

Novellでは、追加のサポートツールを用意しています。これらのツール
の一覧については、NovellサポートのWebサイトで「Support Tools」 
(http://support.novell.com/tools.html)を参照してください。

サポート事項を開く

サポート事項は、オンラインで開くことができます。フォームにアクセ
スするには、NovellサポートのWebサイトで「Electronic Incident」 (https://
support.novell.com/elecinc/eiLogin.jsp)を参照してください。
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解決方法を文書化する

サーバまたはネットワークに関する問題を解決したら、詳しい解決方法
を文書化します。この情報は、今後同じような問題が発生した場合に役
立ちます。サーバやネットワークの環境設定に対する変更、ソフトウェ
アおよびハードウェアの更新記録や追加、新しいバージョン番号、応急
措置なども文書化するように注意してください。

コアダンプを作成する

Novellでは、サーバでロックアップまたは異常終了が発生し、他のトラ
ブルシューティングの方法が失敗したときは、コアダンプを要求する場
合があります。コアダンプは、サーバが異常終了した時点での NetWare
サーバのメモリをコピーしたものです。コアダンプは、Novellエンジニ
アによって解析され、多くの場合、ソフトウェアバグを見つけるための
貴重な手がかりとなります。ただし、現在は、サーバが大量の RAMを
使用することが多いので、通常のトラブルシューティングの手順とし
て、コアダンプを作成することは少なくなりました。診断を行うために
は、ABEND.LOGファイルも同様の価値があります。

重要 :コアダンプを作成する前に、必要なパッチがすべてインストールされている必
要があります。コアダンプファイルを Novellに送信するには、まずサポート事項を
開く必要があります。この作業は有料です。その事項が解決されるか、または閉じら
れるまでは課金されません。問題の原因が Novellのバグであり、パッチが取得でき
なかった場合は、課金されません。

コアダンプファイルを作成する手順を次に示します。ただし、この手順
については、連絡先のサポート担当者が説明します。

次の種類のコアダンプを実行できます。

完全コアダンプ では、すべてのサーバメモリをローカルドライブま
たはローカルデバイスにコピーします。

完全コアダンプ (キャッシュを除く ) では、ファイルキャッシュ(ディ
スクキャッシュ )を除く、すべてのサーバメモリをローカルドライ
ブまたはローカルデバイスにコピーします。キャッシュレスコアダ
ンプの方がサイズは小さいですが、重要な情報の量は、完全コアダ
ンプと同じです。

コアダンプを開始するには、2つの方法があります。

異常終了発生後に表示される画面で、作成するコアダンプを選択す
る方法。 

［Type?］プロンプトで、前に説明した完全コアダンプまたはキャッ
シュレスコアダンプのいずれかを指定できます。
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［Device?］プロンプトで、ローカルドライブまたは DOS書き込み可
能デバイスのいずれかを指定できます。

注 : 今後、他の種類のコアダンプも作成できるようになる可能性がありま
す。その場合は、Novellテクニカルサポート担当者が通知します。

NetWareデバッガで、「.C」と入力して、強制的にコアダンプを作成
する方法。

サーバが完全にフリーズしていない場合は、
<Shift>+<Shift>+<Alt>+<Esc>を押すことによって、デバッガを起動
できます。

ヒント :左の <Shift>を左手で、右の <Shift>と <Alt>を右手で押します。次
に、<Esc>を左手の使いやすい指で押します。

次に、「.C」と入力すると、コアダンプを選択する画面が表示され
ます。

コアダンプの作成が終了したら、「G」と入力してデバッガを終了
し、システムコンソールのプロンプトに戻ります。または、「Q」と
入力して、DOSに移ります。

コアダンプをローカルドライブに作成する

コアダンプの作成を開始すると、メモリイメージファイルの書き込み先
として、DOSドライブ名とファイルパスを指定するように要求されま
す。完全なイメージファイルのサイズは、サーバにインストールされて
いる RAMの総容量とほぼ同じになります。キャッシュレスコアダンプ
の場合、イメージファイルのサイズは、RAMの総容量からファイル
キャッシュ (ディスクキャッシュメモリ )の容量を差し引いた大きさに
なります。

書き込み先ドライブには、十分な空き容量がある任意の書き込み可能な
DOSデバイスを指定できます。ただし、指定するドライブは、サーバが
異常終了する前に設定する必要があるだけでなく、サーバを起動する前
に設定する必要があります。

サーバ上のローカルハードディスクに書き込まれたイメージファイルの
デフォルトの名前は、C:COREDUMP.IMGになります。ハードディスク
に書き込まれたファイルは、圧縮、ディスクにコピー、テープにバック
アップ、または FTP経由で ftp.novell.comに送信できます (サポート事項
を開いてある場合 )。

また、イメージファイルは、サーバが起動済みで稼動中になったら、
ネットワークドライブにコピーすることもできます。この操作を行うに
は、IMGCOPY.NLMを使用するか、または、同じ機能を持つ任意のサー
ドパーティ製の NLMを使用します。IMGCOPY.NLMを探すには、
NovellのWebサイトで「Patches and Files」ページ (http://
support.novell.com/filefinder/)の検索機能を使用します。
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コアダンプを Novellに送信する
メモリイメージを Novellに送信する前に、サポート担当者に連絡してサ
ポート事項を開きます。担当のテクニカルサポートエンジニアが割り当
てられ、メモリのイメージファイルの分析作業をサポートしてくれま
す。テクニカルサポートエンジニアは、イメージを、通常のメールまた
はインターネット経由で受信できるようにし、使用するのに最も適した
メディア形式について助言してくれます。

ハードウェアおよびネットワークに関する問題のトラブル
シューティング

次のセクションでは、NetWareとは本質的に関係ない、ハードウェアエ
ラーを解決するためのトラブルシューティング情報について説明しま
す。

116 ページの「インストール後の問題を識別する」

116 ページの「ハードディスクアクセスに関する問題を解決する」

117 ページの「コンピュータのメモリをネットワークドライバが使
用できるようにする」

インストール後の問題を識別する

問題がインストール後に発生した場合は、ネットワークが正しくインス
トールされなかった可能性があります。

すべてのネットワークボードで、競合するアドレスや I/Oの設定がな
いかどうか確認します。

各コンポーネントは、スタンドアロンシステムとして正常に動作す
るはずです。

すべてのケーブルが、すべてのネットワークボードおよびネット
ワークコネクタに正しく接続されていることと、終端抵抗が正しく
装着されていることを確認します。

ハードディスクアクセスに関する問題を解決する

ハードディスクアクセスに関する問題を診断するには、次のいずれかの
条件が該当するかどうかを判断します。

ディスクドライバがロードされていない。

ハードディスクが、正しく設置またはケーブル接続されていない。
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コントローラインタフェースボード、ディスクコプロセッサボード、
およびハードディスク間の通信チャネルが機能していない。

ハードディスクコントローラが正しく終端していない、または、ア
ドレスが正しく設定されていない。

ハードディスクアクセスに関する問題を解決するには、次の操作を実行
します。

ディスクドライバがロードされていることを確認します。NetWare 
Remote Managerで、ナビゲーションフレームの［Disk/LAN 
Adapters］リンクをクリックし、［Info］アイコンをクリックします。

ハードディスクとコントローラボード間のケーブルを確認します。
各ケーブルの Pin 1が、各コネクタの Pin 1に接続されていることを
確認します。

電源ケーブルをチェックし、ハードディスクの電源ソケットに正し
く接続されていることを確認します。

ConsoleOneTMまたはNetWare Remote Managerを使って、ハードディス
クのディスクパーティションおよびボリューム情報を確認します。

コンピュータのメモリをネットワークドライバが使用できるようにする

ネットワークドライバが使用できるワークステーションメモリを増やす
には、次のいずれかまたはすべてを実行します。

メモリを追加します。

不要なメモリ常駐 (TSR)プログラムをアンロードします (DOSクライ
アントのみ )。

必要なドライバだけがロードされるように、NET.CFGファイルを修
正します。

必要なドライバだけがロードされるように、CONFIG.SYSファイル
を修正します。

NetWareサーバのトラブルシューティング
ここでは、NetWareサーバに関する次のような典型的な問題を解決する
ために役立つ、トラブルシューティングのヒントについて説明します。

異常終了

パケット受信バッファの不足によるエラー、利用可能な ECBカウン
トがないことによるエラー

応答が遅い
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コンソールがハングする

高利用率統計情報

一般的なサーバディスク I/Oエラー

ディスク容量に関する問題

メモリに関する問題

ロックされているデバイスに関するエラー

イベント制御ブロックの割り当てに関するエラー

コンソールコマンドに関する問題

CD-ROMからファイルをコピーするときにキーボードがロックされ
る問題 

異常終了を解決する

NetWareオペレーティングシステムには高い回復能力がありますが、エ
ラーが発生する場合もあります。重大な問題が発生すると、通常は、異
常終了メッセージが表示されます。異常終了メッセージが表示されるの
は、NetWareまたは CPUが重大なエラーを検出し、NetWare障害ハンド
ラを開始した場合です。NetWareでは、異常終了を使って、オペレー
ティングシステムのデータの整合性を維持しています。

サーバが異常終了すると、ユーザがサーバにログインできなくなった
り、ワークステーションからサーバに対する書き出しや読み込みを実行
できなくなったりする場合があります。また、異常終了メッセージが、
サーバコンソールのシステムコンソールやログ画面に表示されます。
NetWareの自動回復機能が有効になっている場合は (デフォルト )、異常
終了の種類に応じて、サーバが自動的に再起動されるか、または、原因
となっているプロセスが中断されます。

コンソールに異常終了メッセージが表示されず、SYS:SYSTEMに
ABEND.LOGファイルが存在せず、システムコンソールのプロンプト内の
角カッコに数字が表示されていないにも関わらず、ユーザがサーバにアク
セスできない場合は、151 ページの「通信に関する問題を監視および解
決する」を参照してください。異常終了メッセージは表示されないが、
コンソールがフリーズしているためにコマンドを入力できない場合は、
126 ページの「サーバコンソールがハングする」を参照してください。

異常終了時の動作について

サーバが異常終了すると、次のような異常終了メッセージが表示されます。

Abend: SERVER-5.xx-message_number message_string
ADDITIONAL INFORMATION: message
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［Additional Information］セクションには、異常終了の原因として考えら
れる情報が表示されます。具体的には、問題が発生した場所と、異常終
了に関係する NLMプログラムが表示されます。この情報は、異常終了
の解決方法を判断するのに役立ちます。

異常終了メッセージは、この追加情報とともに、ドライブ C:の
ABEND.LOGファイルに保存されます。サーバが再起動されると、直ち
に、ABEND.LOGは SYS:SYSTEMに移動されます。

異常終了メッセージには、手動で応答することも、サーバが自動的に応
答するように設定することもできます。

手動で応答する場合は、サーバが異常終了の種類を判別し、適切な応答
オプションを表示します。サーバを停止する、またはコアダンプを作成
するための追加オプションも同時に表示されます。異常終了に応答する
には、いずれかのオプションを実行する必要があります。

サーバが自動的に応答する場合は、ユーザによる操作を必要とせずに、
サーバが適切な応答オプションを実行します。

重要 :異常終了 (または、問題のある NLMプログラム )によって、サーバコンソール
が機能しなくなる場合があります。その場合、異常終了メッセージは表示されず、コ
ンソールプロンプトでコマンドを入力することはできません。

サーバ障害発生時には、DOSプロンプト (つまり、C:¥NWSERVER)に移り、もう
一度「SERVER」と入力するのではなく、コンピュータの電源を切り、再起動するこ
とをお勧めします。

異常終了に手動で応答する

異常終了に応答するデフォルトの方法は、自動です (122 ページの「異常
終了に自動的に応答する」を参照 )。

異常終了に手動で応答するには、次の SETパラメータ (Error Handlingカ
テゴリ )を示されている値に変更します。

AUTO RESTART AFTER ABEND = 0
この SETパラメータは、異常終了後にサーバが実行する処理を制御しま
す。各値の説明については、オンラインヘルプを参照してください。

異常終了が発生すると、サーバは、その異常終了の種類に応じて、適切
なオプションのリストを表示します。異常終了に応答するには、オプ
ションの先頭文字を入力して、いずれかのオプションを実行する必要が
あります。

次のようなオプションが表示されます。先頭文字が同じ (R、S、または
Xなど )オプションがいくつもあることに注意してください。実際の異
常終了発生時に表示されるリストには、先頭文字が同じオプションが 2
つ以上表示されることはありません。
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S=Suspend the running process, update ABEND.LOG, and 
attempt to down the server
このオプションは、異常終了がソフトウェア (つまり、ネットワー
クオペレーティングシステム )によって検出された場合に表示され
ます。ファイルを保存し、サーバをシャットダウンし、異常終了の
原因となった問題を解決する必要があります。ABEND.LOGファイ
ルを確認して、問題の発生原因を判別します。

このオプションを実行すると、サーバからユーザに、サーバが停止
するので、ファイルを保存してログアウトするように要求するメッ
セージが送信されます。次に、サーバは実行中のプロセスを停止し、
ABEND.LOGファイルを更新し、コンピュータをシャットダウンし
て再起動します。

サーバがシャットダウンして再起動するまでにかかる時間は、SET
パラメータの AUTO RESTART AFTER ABEND DELAY TIMEによっ
て決まります。この値は、2～ 60分に設定できます。デフォルト
は、2分です。

ABEND.LOGファイルは、異常終了のトラブルシューティングに役
立てるために、Novellの異常終了ログデータベース (http://
abend.provo.novell.com/index.html)に送信できます。

R=Resume the running process, update ABEND.LOG, and 
attempt to down the server
このオプションは、異常終了でハードウェアに関する問題が検出さ
れた場合に表示されます。サーバをシャットダウンし、ハードウェ
アを修復し、診断を実行します。次に、ハードウェアの製造元に連
絡して、追加のサポートを受けてください。

このオプションを実行すると、サーバからユーザに、サーバが停止
するので、ファイルを保存してログアウトするように要求するメッ
セージが送信されます。次に、サーバは実行中のプロセスを再開し、
ABEND.LOGファイルを更新し、コンピュータをシャットダウンし
て再起動します。 

サーバがシャットダウンして再起動するまでにかかる時間は、SET
パラメータの AUTO RESTART AFTER ABEND DELAY TIMEによっ
て決まります。この値は、2～ 60分に設定できます。

S=Suspend the running process and update ABEND.LOG
このオプションは、異常終了がハードウェア (つまり、プロセッサ )
によって検出された場合に表示されます。ハードウェアによって検
出された異常終了の場合は、異常終了メッセージに「processor 
exception」という文字列が含まれます。
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これらの異常終了には、ページ障害、保護障害、無効な opコードス
タックオーバーフロー、二重障害などが含まれます。このオプショ
ンが使用可能である場合は、サーバが、プロセスを安全な状態に戻
すことはできないが、問題を解決するために直ちにサーバをシャッ
トダウンする必要はないと判断したことを示しています。ただし、
オペレーティングシステムをシャットダウンし、後で再起動する必
要がある場合があります。

このオプションを実行すると、サーバは、現在実行中のプロセスを
中断し、ABEND.LOGファイルを更新しますが、コンピュータは
シャットダウンしません。ロードされている NLMが正常に機能し
ていない可能性が高いので、サーバのパフォーマンスは低くなる場
合があります。

異常終了の［Additional Information］の部分を読んで、問題の原因と
なっている可能性がある NLMを調べます。用意ができたら、サー
バをシャットダウンして再起動します。問題の発生原因の詳細につ
いては、ABEND.LOGファイルを参照してください。

ABEND.LOGファイルは、異常終了のトラブルシューティングに役
立てるために、Novellの異常終了ログデータベース (http://
abend.provo.novell.com/index.html)に送信できます。

S=Return the running process to a safe state and 
update the ABEND.LOG file
前のオプションと同様に、このオプションは、異常終了がハード
ウェア (つまり、プロセッサ )によって検出された場合に表示され
ます。ハードウェアによって検出された異常終了の場合は、異常終
了メッセージに「processor exception」という文字列が含まれます。

これらの異常終了には、ページ障害、保護障害、無効な opコードス
タックオーバフロー、二重障害などが含まれます。このオプション
が表示される場合は、サーバが、プロセスを安全な状態に戻すこと
ができると判断したことを示しています。

このオプションを実行すると、サーバは、実行中のプロセスを安全
な状態に戻し、ABEND.LOGファイルを更新しますが、サーバ自体
はシャットダウンしません。ほとんどの場合、サーバは完全に回復
し、追加の操作は必要ありません。

Y=Copy diagnostic image to disk
このオプションは、異常終了の原因を判別するために、コアダンプ
を作成して調べるときに使用します。コアダンプについては、114 
ページの「コアダンプを作成する」を参照してください。
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X=Restart
このオプションが表示されるのは、DOSが削除されている場合だけ
です。このオプションは、サーバを再起動する場合に実行します。

DOSが削除されている場合、サーバは、ABEND.LOGファイルの作
成や更新は行いません。

X=Update ABEND.LOG and then exit
このオプションは、サーバをシャットダウンし、DOSに移る場合に
実行します。［S］または［R］のいずれかのオプションを実行して
異常終了を解決せずにサーバの電源を切った場合、サーバは、
ABEND.LOGファイルを更新しません。

Otherwise, power off and back on to restart
コンソールの安全を確認したら、電源を切り、電源を入れ直して
サーバを再起動します。［S］または［R］のいずれかのオプション
を実行して異常終了を解決せずにサーバの電源を切った場合、サー
バは、ABEND.LOGファイルを更新しません。

サーバが再起動すると、ABEND.LOGが DOSパーティションから
SYS:SYSTEMディレクトリに移動します。

異常終了に自動的に応答する

異常終了に、サーバが自動的に応答するように設定できます。2種類の
自動応答を使用できます。

次に示す両方のSETパラメータ(Error Handlingカテゴリ)が、示されて
いる値に設定されている場合、サーバは、異常終了の発生原因を評
価し、前のセクションで説明されている適切な［S］または［R］オ
プションを実行することによって、異常終了に自動的に応答します。

AUTO RESTART AFTER ABEND = 1
DEVELOPER OPTION = OFF
これらの値はいずれも、パラメータのデフォルト値です。つまり、
異常終了に対する応答のデフォルトモードは、自動です。

次に示す両方の SETパラメータが、示されている値に設定されてい
る場合、サーバは、サーバ自体をシャットダウンして再起動するこ
とによって、異常終了に応答します。

AUTO RESTART AFTER ABEND = 2
DEVELOPER OPTION = OFF
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次に示す SETパラメータを使って、異常終了後に、サーバがコンピュー
タをシャットダウンして再起動するまでの、サーバの待機時間を指定し
ます。

AUTO RESTART AFTER ABEND DELAY TIME = minutes
パラメータ値を設定するには、サーバコンソールで SETコマンドまたは
MONITORを使用するか、またはワークステーションで NetWare Remote 
Managerを使用します。

Developer Optionパラメータは、Miscellaneousカテゴリにあります。

Auto Restart After Abendパラメータと Auto Restart After Abend Delay Time
パラメータは、Error Handlingカテゴリにあります。

すべてのパラメータは、STARTUP.NCFファイルで設定できます。

サーバが異常終了に自動的に応答するので、異常終了がいつ発生したの
かがわからない場合があります。したがって、定期的に ABEND.LOG
ファイルや NetWare Remote Managerの［Profiling and Debug Information］
画面 (［Suspended by Abend Recovery］ステータスを参照 )を確認する必
要があります。

パケット受信バッファの不足によるエラー、利用可能な ECBカウントがない
ことによるエラー

ECB (イベント制御ブロック )カウンタの値は、デバイスが NetWare
サーバにパケットを送信する場合、パケット受信バッファが使用できな
いときに増加します。これは、サーバがパケットを受信できなかったこ
とを示します。

サーバは、上限値 (最大パケット受信バッファの設定 )に達するまで、
各事項の後に追加のパケット受信バッファを割り当てます。

EISAバスマスタボード (NE3200TMボードなど )を使用している場合は、
パケット受信バッファの最小数と最大数の両方を大きくする必要があり
ます。

Minimum Packet Receive BuffersパラメータとMaximum Packet Receive 
Buffersパラメータの設定手順については、『Utilities Reference』の「SET」
の「Communications Parameters」を参照してください。

「利用可能な ECBカウントがありません」というメッセージが表示され
る場合は、ドライバが正しく設定されていないこと、または TSM 
(Topology Specific Module)と HSM (Hardware Specific Module)に互換性が
ないことを示している場合もあります。この値は、TSM.NLMプログラ
ムによって管理されます。
NetWareサーバのトラブルシューティング 123



ECBカウントが増加しており、すべてのパケット受信バッファが使用中
である場合は、コアダンプを作成し (114 ページの「コアダンプを作成す
る」を参照 )、Novellテクニカルサポートに連絡してください。

サーバの応答が遅い問題を解決する

サーバの応答が遅い問題を診断するには、次の条件が該当するかどうか
を確認します。

ワークステーションのネットワークボードの速度が遅い、または問
題がある。

ネットワークケーブリングに問題がある。

サーバのネットワークボードの速度が遅い、または問題がある。

ネットワークを使用しているユーザ数が多すぎる。

サーバのハードディスクの速度が遅い、または問題がある。

サーバでメモリが不足している。

ボリューム上にある、パージされていない削除済みのファイル数が
多すぎる。

ネットワークトラフィックが非常に多い。

ケーブリングシステムにおける干渉が多すぎる。

ディレクトリバッファ、キャッシュバッファ、またはパケット受信
バッファが不足している。

割り込みを使用するように、EISAコントローラボードを設定する必
要がある。

サーバの応答が遅い問題を解決するには、次の操作を実行します。

ワークステーションまたはサーバの速度が遅い場合は、そのコン
ピュータに新しいネットワークボードを装着して、パフォーマンス
を確認します。それでも速度が通常より遅い場合は、元のネット
ワークボードを装着し直し、ワークステーションまたはサーバと
ネットワークを接続しているケーブルを交換します。

パケット受信バッファおよびサービスプロセスのステータスを確認
します。それらの値を、許可されている最大値と比較します。

これらの値が正常であるかどうかを確認するには、NetWare Remote 
Managerを使用します。ナビゲーションフレームの［Health Monitor］
リンクをクリックします。［Server Health Monitoring］ページで、
［Allocated Server Processes］、［Available Server Processes］、および
［Packet Receive Buffers］リンクをクリックします。
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パケット受信バッファは、パケットの送受信に使われます。パケッ
ト受信バッファの数が増加している場合、サーバオペレーティング
システムは遅くなります。パケット受信バッファの数が最大値に達
し、使用可能な ECBがない場合、システムは非常に遅くなり、回復
しないこともあります。

現在のサーバ処理の数が最大値に近づいている場合は、Maximum 
Server Processes SETパラメータ値を大きくすることを検討する必要
があります。使用可能なサーバ処理の数が少ない場合は、サーバの
利用率が非常に高くなる可能性があります。Minimum Server Process
とMaximum Server Processの SETパラメータ値を大きくすることを
検討します。

これらのパラメータの値を変更するには、NetWare Remote Manager
にアクセスします。ナビゲーションフレームの［Set Parameter］リ
ンクをクリックします。［Set Parameter Categories］ページで、次の順
にクリックします。

Minimum Packet Receive Buffersの場合は、［Communications］リ
ンク >［Current Value］リンクの順にクリックします。

Maximum Packet Receive Buffersの場合は、［Communications］リ
ンク >［Current Value］リンクの順にクリックします。

Minimum Service Processesの場合は、［Miscellaneous］リンク >
［Current Value］リンクの順にクリックします。

Maximum Service Processesの場合は、［Miscellaneous］リンク >
［Current Value］リンクの順にクリックします。

または、サーバコンソールで、MONITORまたは SETコマンドを実
行することもできます。

従来のファイルシステムを使用しているすべてのハードディスクに
ついて、ホットフィックス TMステータスを確認します。これらのス
テータスを表示するには、次の操作を実行します。

Monitorにアクセスします。

［Available Options］メニューの［Storage Devices］をクリックし
ます。

システムコンソールのプロンプトで、次のコマンドを入力して、ミ
ラーリングされたディスクがすべてミラーリングされていることを
検証します。

MIRROR STATUS
削除されたファイルをパージします。

NetWare Remote Managerにアクセスします。
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ナビゲーションフレームの［Volumes］リンクをクリックします。

ファイルをパージするボリュームの横にある［Volume 
Information］アイコンをクリックします。

［Purge Deleted Files］ボタンをクリックします。

または、パージするファイルのPurge属性を設定することもできます。

LANドライバ統計情報を確認します。

NetWare Remote Managerにアクセスします。

ナビゲーションフレームの［Disk/LAN Adapters］リンクをク
リックします。

［Hardware Adapters］ページのネットワークボードごとに、
［Network Adapter Info］リンクをクリックします。

サーバで複数のネットワークボードを使用している場合は、ボード
の［Total Packets Transmitted］統計情報を比較します。いずれかの
ボードがほとんどのトラフィックを受信している場合は、すべての
ボードの負荷が等しくなるように、ネットワークのケーブル接続を
変更します。

CPU使用状況を確認します。

NetWare Remote Managerにアクセスします。

ナビゲーションフレームの［Profile/Debug］リンクをクリック
します。

［Profile CPU Execution by NLM］リンクをクリックし、利用率が
高すぎる CPUを探します。

蛍光灯、マイクロ波、レーダー、X線、およびコピー機による干渉
が、ケーブルで発生していないかどうかを確認します。干渉の発生
原因からケーブルを離すか、シールドなどで保護します。

問題の Snifferまたは LANトレースを実行して、結果を分析します。

最後の手段として、コアダンプを作成し (114 ページの「コアダンプ
を作成する」を参照 )、Novellサポート技術者に連絡してください。

サーバコンソールがハングする

サーバコンソールがロックされているため、コマンドは入力できない
が、システムコンソールやログ画面に異常終了メッセージが表示されな
い場合は、次の手順を実行して問題を解決します。画面に異常終了メッ
セージが表示される場合は、118 ページの「異常終了を解決する」を参
照してください。
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1 コンソール画面を切り替えられるかどうかを検証します。

切り替えられる場合、問題の原因は、サーバの高利用率である可能
性があります。127 ページの「高利用率統計情報」を参照してくだ
さい。切り替えられない場合は、次の手順に進みます。

2 特定の NLMをアンロードしたときに、サーバコンソールがハングす
るかどうかを検証します。

ハングする場合は、NLMがおそらく問題の原因です。NLMのベン
ダに連絡してください。

3 最新のディスクおよび LANドライバ、BIOS、およびファームウェア
を使用していることを確認します。

最新でない場合は、ディスクおよび LANドライバを更新します。
NetWareドライバについては、108 ページの「サーバにパッチを適
用する」を参照してください。

4 最後のボリュームをマウントした後に、サーバコンソールがハング
するかどうかを検証します。

ハングする場合は、ネットワークボードが正しく装着されていない、
または、正しく設定されていない可能性があります。ボードとその
設定を確認し、問題があれば修正します。

5 システムコンソールキーボードで <Shift>+<Shift>+<Alt>+<Esc>を押
すことによって、デバッガを起動できるかどうかを検証します。

6 コンソールがロックされており、画面を切り替えたり、デバッガを
起動したりすることができない場合は、Novellテクニカルサポート
またはコンピュータのベンダに連絡し、サーバをシャットダウンす
るためにマスクできない割り込みを行う方法を確認してください。

それでも問題が発生する場合は、107 ページの「トラブルシューティン
グの使用」のトラブルシューティング手順を実行し、Novell 
Knowledgebase (http://support.novell.com/search/kb_index.jsp)で検索して、
Novellサポートプロバイダに連絡してください。

高利用率統計情報

ネットワークパフォーマンスは、ネットワーク管理者だけでなく、
Novellにとっても重要な問題です。パフォーマンスの指標と、その統計
情報の意味について混乱が生じる場合があります。

たとえば、プロセッサ利用率が、NetWareの最も重要なパフォーマンス
の指標であると考えるのは単純すぎます。ネットワーク管理者によって
は、この利用率が高いほど、NetWareのパフォーマンスが低いと仮定し、
NetWare Remote Managerの［CPU Utilization］ヘルスステータスや、
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MONITORの［General Information］画面に表示される［Utilization］の値
が 100%近くになると、問題があると判断します。このように考えるの
は完全な誤りです。

正常とは

まず、［Utilization］の値が何を表しているかを考えてください。この値
は、直前の 1秒間 (更新間隔 )に使用された、サーバの合計処理能力の
平均です。それ以外の処理能力は、アイドルループプロセスに使用され
たことになります。つまり、この値は、プロセッサが実際に処理を行っ
ていた時間を示しています。利用率が高い場合は、NetWareが、その利
用率に相当するだけプロセッサ能力を活用しており、アイドル状態でい
る時間が短いことを意味します。

プロセスによっては、プロセッサを効率的に使用し、その結果、利用率
が 100%に達する場合があります。このような利用率は、正常です。ほ
とんどの場合、利用率が 100%に達したときは、スレッドがプロセッサ
を効率的に使用していることを意味します。値が 100%の状態は数分間
継続する場合がありますが、これは正常です。

しかし、利用率が 100%の状態が 15～ 20分以上継続する、接続が使用
できなくなる、またはサーバパフォーマンスが著しく低下する場合、そ
れは正常ではありません。これらの条件が該当する場合の高利用率は、
問題があることを示しています。これらの条件が該当しない場合は、利
用率が 100%であったとしても、正常である可能性があります。

サーバにとって、どのような状態が正常なのかという点について考えて
みます。サーバの「ベースライン」を識別すると、問題が認識しやすく
なります。何が正常であるかを知り、表面的な問題と、本質的なパ
フォーマンスに関する問題を区別します (表面的な問題をテストするに
は、任意の NLMをロードまたはアンロードして、プロセッサ情報が再
計算されるようにします )。

最も一般的な解決方法とは

高利用率に関する問題を解決する前に、107 ページの「トラブルシュー
ティングの使用」の手順を実行してください。NetWareのパッチや更新
された NLMプログラムについては、NovellサポートのWebサイト 
(http://support.novell.com)を参照してください。利用可能なパッチには、
オペレーティングシステムおよび eDirectoryの実際のコードに起因する、
高利用率に関する既知の問題に対する修正プログラムが含まれていま
す。

ただし、パッチを適用しても、設定、NLMプログラムのレベル、およ
び調整に関する問題が原因で、数多くの高利用率の状況が発生する可能
性があります。 
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まず最初に、CPUを使用している NLMプログラムおよびスレッドを調
べます。この操作を行うには、次の操作を実行します。

1 NetWare Remote Managerにアクセスします。

2 ナビゲーションフレームの［Profile/Debug］リンクをクリックしま
す。

3［Profile CPU Execution by NLM］リンクをクリックします。

4 実行時間が最も長いスレッドおよびペアレントNLMプログラムを確
認します。

5 可能である場合は、その NLMプログラムをアンロードして、問題が
解決されるかどうかを確認します。

問題を解決するには、次に示す問題について検討することもできます。

リストの項目は、分類されている点を除き、順不同です。リストは、
Novellサポート担当者の共通の経験を示しています。各項目を確認し、
システムの分析に利用することをお勧めします。NetWare 6に関する新
しい問題を除き、ほとんどの問題を、サポートの手を借りずに解決でき
ます。

オペレーティングシステムに関する問題

ストレージデバイスに関する問題

メモリに関する問題

Novell eDirectoryに関する問題

クライアントに関する問題

オペレーティングシステムに関する問題

サーバリソース。 サーバリソースは、LAN、ディスク、およびプロ
セッサリソースに分類できます。LANおよびディスクリソースと
は、使用可能なバッファ数のことです。プロセッサリソースとは、
使用可能なサービスプロセス数のことです。ネットワークパケット
が届く、またはディスクの読み込みや書き出しが実行されると、そ
れを処理するためのサービスプロセスが使用可能になるまでデータ
を保持する、使用可能なバッファが必要になります。バッファまた
はサービスプロセスが短時間不足しているだけでも、サーバの利用
率が高くなり、ユーザに対する応答が遅くなります。 

サーバパラメータの相互作用によって、サーバリソースの割り当て
を制御する方法を理解するには、88 ページの「割り当てられたサー
ビスを監視する」を参照してください。
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パケット受信バッファ (通信バッファ )の設定手順については、
『Server Communications Administration Guide』の「Increasing Maximum and 

Minimum Packet Receive Buffers」、パラメータの説明については、
『Utilities Reference』の「SET」の「Communications Parameters」をそれ
ぞれ参照してください。

ディレクトリキャッシュの割り当ての制御については、『Server 
Memory Administration Guide』の「Tuning Directory Cache for the 
Traditional File System」および『Utilities Reference』の「SET」の
「Directory Caching Parameters for the Traditional File System」を参照し
てください。

NSSファイルシステムでキャッシュバッファの設定および調整を行
うには、『Novell Storage Services管理ガイド』の「キャッシュバッファ
の設定」を参照してください。

パラメータの説明については、『Utilities Reference』の「SET」の
「Miscellaneous Parameters」にあるサービスプロセスパラメータも参
照してください。

サーバリソースの不足を防ぐために、次の表に示すサーバパラメー
タを、示されている値に設定してください。これは、ユーザが 100
人以上いる場合に、特に重要です。次のパラメータを変更するには、
ワークステーションで NetWare Remote Managerを使用するか、また
は、サーバコンソールで SETまたはMONITORコマンドを使用しま
す。

NetWare Remote Managerの場合は、ナビゲーションフレームの［Set 
Parameters］リンクをクリックし、［Category］>［current value for 
parameter］の順に選択します。新しい値を入力し、［OK］をクリッ
クします。

MONITORの場合は、［Available Options］メニューで、［server 
Parameters］>［Category］>［current_value_for_parameter］の順にク
リックして、<Enter>を押します。新しい値を入力し、適切な操作
を行います。

カテゴリ SETパラメータの名前と値

Communications Minimum Packet Receive 
Buffers=value
推奨値は、接続ごとに 2～ 3です。

Communications Maximum Packet Receive 
Buffers=4000
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プロセッサホッグ いずれかのスレッドが、プロセッサを大量に消費
しているかどうかを判別します。NetWare Remote Managerの場合は、
ナビゲーションフレームの［Profile/Debug］リンクをクリックしま
す。［Execution Profile Data by Thread］テーブルで、データを確認し
ます。

MONITORの場合は、［Available Options］メニューで、［Kernel 
Options］>［Threads］の順に選択し、<Enter>を押します。

CPU Hog Timeout Amountには、デフォルト値より小さい値を設定で
きます。プロセッサの制御を渡さないスレッドを終了するまでの待
機時間を秒数で指定します。『Utilities Reference』の「SET 」の
「Miscellaneous Parameters」を参照してください。

重要 :この値を変更するときは注意してください。変更による影響について
理解している必要があります。

ストレージデバイスおよびアダプタに関する問題

ドライバ 108 ページの「サーバにパッチを適用する」を参照してく
ださい。NWPA (NetWare Peripheral Architecture)の簡単な説明につい
ては、『NetWare Server Disks and Storage Devices Administration Guide』の
「Drivers for Host Adapters and Storage Devices」を参照してください。

空きブロック 従来のファイルシステムを使用している場合は、適度
な空きブロックが必要です。空きブロックとは、サルベージ可能な
ファイルが保存されていないディスクブロックのことです。ファイ
ルが削除およびパージされると、その領域は空き領域になります。
細分割り当てが有効になっている NetWareボリュームごとに、最低
でも 1000個の空きブロックを確保してください。

Traditional File System Minimum Directory Cache 
Buffers=value
推奨値は、接続ごとに 2～ 3です。

Traditional File System Maximum Directory Cache 
Buffers=4000

Miscellaneous Maximum Service Processes=1000

Miscellaneous New Service Process Wait Time=0.3

カテゴリ SETパラメータの名前と値
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細分割り当ては、通常、優先順位の低いプロセスですが、その機能
を実行するには、空きブロックが必要です。空きブロックが不足し
ていると、細分割り当てがアグレッシブモードになります。1000個
を超える空きブロックを確保しておけば、通常、この問題を防止で
きます。

ボリュームの空きブロック数を確認するには、次のいずれかを実行
します。

NetWare Remote Managerで、ナビゲーションフレームの
［Volumes］をクリックし、［Volume Information］アイコンをク
リックします。

MONITORの［Available Options］メニューで、［Volumes］>［the 
specific volume］の順にクリックします。<Tab>を押して、
［Volume Information］画面の空きブロック情報を確認します。

ボリュームの空きブロック数が 1000個未満である場合は、NetWare 
Remote Managerにアクセスし、ナビゲーションフレームの
［Volumes］をクリックします。次に、目的のボリュームに対応する
［Volume Information］アイコンをクリックし、［Purge Deleted Files］
ボタンをクリックします。

この操作によって、すべての削除済みファイルが、ディレクトリお
よびサブディレクトリからパージされ、空きディスク容量が増加し
ます。

多数の一時ファイルを作成するアプリケーションがある場合は、そ
れらのファイルの保存先ディレクトリの P (Purge)フラグを設定でき
ます。作成される一時ファイルはすべて、削除済みファイルリスト
に登録されるようになります。これらのファイルは、PURGEを実
行するまで、ディスク上に保持されます。または、システムコン
ソールのプロンプトで、SET Immediate Purge of Deleted Files=Onを実
行することもできます。

細分割り当て 従来のファイルシステムのディスクブロックサイズ
は、64KBです。したがって、ディスク領域を監視することが重要
になります。Novellテクニカルサポートでは、細分割り当てに関す
る問題を防ぐために、ボリュームの 10～ 20%を空き領域にするこ
とをお勧めしています。細分割り当てでは、サーバパラメータを調
整する必要はありません。

NetWare Remote Managerを使ってディスク使用状況を表示するには、
ナビゲーションフレームの［Health Monitor］リンクをクリックし、
［Server Health Monitoring］ページの［Available Disk Space］リンクを
クリックします。記録として［Volume Information］ページを印刷し
ます。
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圧縮 NSS ファイルシステムで圧縮を使用するときは、『Novell Storage
Services管理ガイド』の「その他の NSSコマンド」を参照してください。

従来のファイルシステムで圧縮を使用するときは、サーバにパッチ
を適用する必要があります。ファイルの圧縮および圧縮解除を行う
にはプロセッササイクルが必要なので、利用率に関する問題を避け
るために、注意深く監視する必要があります。圧縮で使用するデ
フォルトの SETファイルパラメータ (File Parameters for the Traditional 
File System)では、この点が考慮されています。

たとえば、デフォルトでは、ファイル圧縮の実行は、サーバ利用率
が低い時間帯に設定されます。高利用率に関する問題の原因となる
変更が行われていないことを確認してください。

ファイル圧縮解除は、通常の実行時に行われます。ただし、サイズ
が 100MBなどの大きいファイルを圧縮する場合は、Pentium*プロ
セッサを使用しても時間がかかることがあります。

SET Deleted Files Compression Option=2に設定すると、削除された
ファイルは直ちに圧縮されます。プロセッサは、ファイルが削除さ
れると、直ちに圧縮するので、利用率が高くなります。 

IC (Immediate Compression)フラグが設定されているディレクトリで
は、業務時間内に大量の圧縮解除が実行される場合があります。
ディスク容量が制限されているユーザは、ディスク容量を節約する
ために、自分のホームディレクトリに ICフラグを設定する場合があ
ります。この操作によって、サーバパフォーマンスが影響を受ける
場合があります。

頻繁に使用するファイルが圧縮されないようにするには、SET Days 
Untouched Before Compressionパラメータを適切な値に設定します。

潜在的な問題として圧縮を積極的に取り除くには、SET Enable File 
Compression=Offパラメータ (Common File Systemカテゴリ )を使用
します。この操作によって、ファイルは圧縮のキューには登録され
ますが、圧縮されません。ただし、圧縮されたファイルにアクセス
すると、それらのファイルは圧縮解除されます。

メモリに関する問題

RAMの不足 サーバ環境では、メモリリソースは重要です。

NSS ファイルシステムのバッファキャッシュ統計情報を参照するに
は、システムコンソールのプロンプトで、次のコマンドを入力します。

NSS CACHESTATS
従来のファイルシステムでサーバの RAMを評価するための最善の
指標を表示するには、次の方法を使用します。
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NetWare Remote Managerの場合は、ナビゲーションフレームの
［View Memory Config］リンクをクリックし、［Traditional File 

System Cache Statistics］リンクをクリックし、［LRU Sitting Time］
を表示します。

MONITORの場合は、［Available Options］メニューの［Disk Cache
Utilization］をクリックし、［LRU Sitting Time］を表示します。

このフィールドの値は、最低でも 15～ 20分である必要があります。
これより小さい値は、サーバのメモリリソースが不足している可能性
を示しています。もう 1つの便利な指標である［Long Term Cache Hits］
は、各ユーティリティの同じページまたは画面に表示されます。

139 ページの「サーバメモリに関する問題を解決する」も参照して
ください。

Novell eDirectoryに関する問題

eDirectoryパーティション レプリカの数は、ツリー内のパーティ
ションごとに 3つ以下にすることをお勧めします。効率的なツリー
を設計することは、利用率に関する問題を避けるために重要です。
Novell® eDirectoryTMでは、レプリカリング内のすべてのサーバ間で
同期を維持する必要があるので、パーティションのレプリカ数が多
くなるほど、ネットワーク上のトラフィックが増加します。耐障害
性を確保し、データベースが壊れた場合に eDirectoryが使用できる
ようにするには、レプリカは 3つまでで十分です。

eDirectoryの同期 eDirectoryの同期が問題である可能性をテストする
には、dstrace=!D60に設定して、着信同期と送信同期を 1時間オフ
にします。 

同期をオフにしたら、サーバがキューに登録されている処理を実行
するまで、5～ 15分待ちます。dstrace=!Eに設定して、テストを
キャンセルします。 

eDirectoryエラー 他のエラーをテストするには、SET dstrace=Onを実
行します。

クライアントに関する問題

ハングした接続 該当する接続を確認して、切断します。94 ページの
「ワークステーション接続を解除する」を参照してください。

クライアントソフトウェア クライアントに関する問題は、SET NCP 
SETパラメータを変更することによって識別できます。詳細につい
ては、『Utilities Reference』の「NCP Parameters」を参照してください。

これらのサーバパラメータを Onに設定することによって、サーバ
は、不良パケットを受信するたびに、警告を表示するようになりま
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す。警告メッセージには、パケットの送信元デバイスのMAC 
(Media Access Control)アドレスも含まれています。

これらのパラメータは NCPカテゴリにあります。

Display NCP Bad Component Warnings=On
Reject NCP Packets With Bad Components=On
Display NCP Bad Length Warnings=On
Reject NCP Packets With Bad Length=On
クライアントソフトウェアを更新します。

ケーブリング 高速の100MBネットワークボードをインストールした
場合は、ケーブリングもアップグレードする必要がある可能性があ
ります。

それでも問題が発生する場合は、107 ページの「トラブルシューティン
グの使用」のトラブルシューティング手順を実行してから、TID 
10011512「Troubleshooting High Utilization」 (http://support.novell.com/cgi-
bin/search/searchtid.cgi?/10011512.htm)のヒントを参照します。その後、
Novell Knowledgebase (http://support.novell.com/search/kb_index.jsp)で高利
用率について検索してから、Novellサポートプロバイダに連絡してくだ
さい。

ディスクエラー

ディスク I/O、ディスク容量、およびミラーリングに関する問題を解決
するには、次のセクションを参照してください。

135 ページの「一般的なサーバディスク I/Oエラーを解決する」

136 ページの「サーバのディスク容量に関する問題を解決する」

137 ページの「ミラーリングされたパーティションが自動的に再ミ
ラーリングされない問題」

137 ページの「ミラーリングに時間がかかる」

138 ページの「ミラーリングが完了直前に停止する」

一般的なサーバディスク I/Oエラーを解決する

一般的なディスク I/Oエラーを解決するには、次の方法を 1つ以上試し
てください。

ディスクサブシステムをチェックして、電源が入っていることと、
コントローラとサブシステム間のケーブルが正しく接続されている
ことを確認します。

サブシステムのケーブルが、正しく終端していることを確認します。
NetWareサーバのトラブルシューティング 135



ハードウェアおよびディスクが、正しく装着されていることを確認
します。

現在ロードされているディスクドライバが、NetWare 6で認定されて
いることを確認します。ドライバは、NetWare 6オペレーティングシ
ステム CDやマスタディスクに数多く登録されています。更新され
たドライバは、サードパーティのディスクドライバ製造元からも取
得できる場合があります。

ドライバの割り込みパラメータ、I/Oポートの設定、スロットの設定
などが、ハードウェアに適合していることを確認します。また、カ
スタムパラメータの設定が、ハードウェアに適合していることも確
認します。

すべてのデバイスが認識されていることを確認します。

デバイスが表示され、有効なホットフィックスパーティションを
持っていることを確認します。

これらすべての手順を実行しても問題を解決できない場合は、Novellサ
ポートプロバイダまたはドライブの製造元に連絡してください。

サーバのディスク容量に関する問題を解決する

ディスク容量不足に関するエラーを解決するには、次の手順を 1つ以上
実行します。

ボリュームの不要なファイルおよびディレクトリを削除します。

ファイルがボリューム上でサルベージ可能な状態で保持されるので
はなく、直ちにパージされるように、サーバの AUTOEXEC.NCF
ファイルで、Minimum File Delete Wait Time SETパラメータを 0に設
定します。

削除されたファイルを自動的にパージできない場合は、それらを
パージします (削除されたファイルは、ディレクトリテーブル領域
を使用しています )。

ボリュームサイズを大きくする、ボリュームにディスクを追加する、
またはその両方を実行します。

ディレクトリに使用できるディスク容量の比率を高くします。

ディスクまたはボリュームに使用可能領域がない場合は、ディスク
ドライブおよびディスクチャネルをチェックして、問題が発生して
いないかどうかを確認します。

不要な NLMプログラムを削除します。

ユーザに適用されているボリューム制限を調整または削除します。
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エラーファイルおよびログファイルのサイズを確認し、不要なファ
イルを削除します。

ミラーリングされたパーティションが自動的に再ミラーリングされない問題

ミラーリングされたパーティションが同期していない場合は、自動的に
再同期されるはずです。パーティションが同期していない場合は、次の
操作を実行します。

1 ConsoleOneで、操作するツリーを選択して、［Partition Disk 
Management］アイコンをクリックします。

2 eDirectoryツリー、コンテキスト、およびサーバ情報を入力します。

3［プロパティ］>［Media］>［Mirror］>［Resync］の順にクリックし
ます。

4 この操作を実行しても、パーティションが再同期されない場合は、
ミラーリングされたセットを再作成する必要があります。

4a 保存およびミラーリングするデータが格納されているディスク
パーティションを判別します。

4b それ以外のパーティションを削除します。

4c 削除したパーティションの代わりの、新しいパーティションを
作成します。

4d データが含まれているパーティションを、新しいパーティショ
ンにミラーリングします。

ミラーリングについては、『Novell Storage Services管理ガイド』の「パ
ーティションの作成」を参照してください。

それでも問題が発生する場合は、107 ページの「トラブルシューティン
グの使用」のトラブルシューティング手順を実行し、Novell 
Knowledgebase (http://support.novell.com/search/kb_index.jsp)で検索して、
Novellサポートプロバイダに連絡してください。

ミラーリングに時間がかかる

パーティションのサイズが大きい場合は、ミラーリングが完了するのに
数時間かかることがありますが、これは正常です。ミラーリング処理を
高速化するには、次の点について確認します。

最新のディスクドライバを使用していることを確認します。

使用しているハードディスクやドライバに、問題がないことを確認
します。
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特定のハードディスクまたはドライバに関する既知の問題について
は、ドライバベンダに連絡して、ドライブのミラーリングを高速化
する方法があるかどうかを確認してください。たとえば、ドライバ
によっては、ミラーリング処理を高速化するパラメータを指定して
ロードできます。

Enable Disk Read After Write Verify (Diskカテゴリ ) SETパラメータが
Offに設定されていることを確認します。

多くのディスクドライバは、独自のリードアフタライト検証機能を
備えています。したがって、NetWareのリードアフタライト検証機
能を使用しないことで、パーティションのミラーリングを高速化で
きます。 

Maximum Concurrent Disk Cache Writes (Traditional File Systemカテゴリ )
パラメータがデフォルト値以下に設定されている場合は、設定値を
大きくします。

重要 :値を必要以上に大きくすると、ディスクコントローラやドライバで障
害が発生する場合があります。値を大きくすることによって、ミラーリン
グ処理が高速化されるかどうかを試す必要があります。

それでも問題が発生する場合は、107 ページの「トラブルシューティン
グの使用」のトラブルシューティング手順を実行し、Novell 
Knowledgebase (http://support.novell.com/search/kb_index.jsp)で検索して、
Novellサポートプロバイダに連絡してください。

ミラーリングが完了直前に停止する

ミラーリング処理が 99%まで正常に完了した時点で、処理が停止する場
合があります。問題を解決するには、次の操作を実行します。

問題のあるディスクブロックがあるかどうかを確認します。

問題のあるディスクブロックがある場合は、問題を解決し、必要に
応じてディスクを交換します。

最新のディスクドライバを使用していることを確認します。

使用しているハードディスクやドライバに、問題がないことを確認
します。

特定のハードディスクまたはドライバに関する既知の問題について
は、ドライバベンダに連絡してください。

Maximum Concurrent Disk Cache Writes (Traditional File Systemカテゴリ )パ
ラメータが最大値に設定されている場合は、設定値を小さくします。
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それでも問題が発生する場合は、107 ページの「トラブルシューティン
グの使用」のトラブルシューティング手順を実行し、Novell 
Knowledgebase (http://support.novell.com/search/kb_index.jsp)で検索して、
Novellサポートプロバイダに連絡してください。

従来のボリュームのマウント中に発生するディスクエラーに関する問題を解決する

従来のボリュームのマウント中にディスクエラーが発生した場合、問題
を診断するには、次の条件が該当するかどうかを確認します。

ボリュームをマウントするために必要なメモリがサーバで不足して
いる。

オペレーティングシステムで、ディレクトリセクタの不一致が発生
している。この不一致は、メディアに欠陥がある場合、または、
DOWNコマンドを実行せずにサーバの電源を切った場合に発生する
ことがあります。

ボリュームのマウント中に発生したディスクエラーを解決するには、次
の操作を実行します。

MONITORをロードし、使用可能なキャッシュバッファのステータ
スを確認します。キャッシュバッファが 20%未満である場合は、
サーバにメモリを追加します。

小さなエラーは、通常、ネットワークを通常どおり使用することに
よって、自動的に修正されます。たとえば、FATエントリが間違っ
ている場合、このエントリは、次に書き込まれたときに更新および
修正されます。エラーが自動的に修正されない場合は、VREPAIRを
実行します。

問題によっては、TTSTM (Transaction Tracking SystemTM)ソフトウェア
を使用すると、自動的に修正される場合があります。

サーバメモリに関する問題を解決する

サーバメモリに関するさまざまな問題を解決する、メモリリークを解決
する、およびメモリを解放することによってメモリに関する問題を解決
するには、次のセクションを参照してください。

140 ページの「NetWareがサーバ上のすべてのメモリを認識しない」

144 ページの「サーバでメモリエラーメッセージが表示される」

140 ページの「メモリリークに関する問題を解決する」

142 ページの「サーバメモリを一時的に解放する」

143 ページの「従来のボリュームのマウント中に発生するメモリエ
ラーを解決する」
NetWareサーバのトラブルシューティング 139



NetWareがサーバ上のすべてのメモリを認識しない

次の手順を実行して、問題の発生原因を探します。

1 NetWareのメモリマネージャと外部メモリマネージャのどちらを使
用しているかを確認します。CONFIG.SYSまたは AUTOEXEC.BAT
に、メモリマネージャまたは DOSデバイスドライバをロードするた
めの DOS=HIGH文またはコマンドが含まれていますか。たとえば、
HIMEM.SYSまたは EMM386.EXEをロードするためのコマンドがあ
りますか。どちらもメモリマネージャです。

CONFIG.SYSでこれらの文をコメント化するか、または、
CONFIG.SYS自体を削除します。AUTOEXEC.BATで、これらの文
をコメント化します (コマンドをコメント化するには、コマンドラ
インの先頭に「REM」とスペースを入力します )。

サーバにメモリマネージャがある場合、NetWareは、メモリを
NetWare自体で登録するのではなく、そのメモリマネージャを使っ
て、使用可能メモリを判断します。古いコンピュータのメモリマ
ネージャによっては、64MBを超えるメモリを認識できません。
DOSデバイスドライバは、NetWareのメモリプールからメモリを取
り込みます。

サーバを起動するためにWindows 95を使用していないことを確認し
ます。Windows 95では、メモリマネージャが自動的にロードされます。

2 サーバ BIOSが最新であることを確認します。

古い BIOSを使用している場合は、メモリの量が間違って報告され
ている可能性があります。新しいバージョンが取得可能な場合は、
BIOSを更新します。

それでも問題が発生する場合は、107 ページの「トラブルシューティン
グの使用」のトラブルシューティング手順を実行し、Novell 
Knowledgebase (http://support.novell.com/search/kb_index.jsp)で検索して、
Novellサポートプロバイダに連絡してください。

メモリリークに関する問題を解決する

メモリリークとは、NLM、または NLMプログラムの集まりが、サーバ
のメモリを要求し、処理が完了した後でメモリを戻さない状態を意味し
ます。時間の経過とともに、使用可能メモリは減少し、最終的には、
サーバがメモリエラーメッセージを生成します。処理ごとに要求される
メモリ量に応じて、メモリリークの速度は異なります。

サーバを再起動すると、メモリはメモリプールに戻され、メモリリーク
によって、エラーメッセージが生成される量にメモリが減少するまで、
メモリ不足のエラーメッセージは、一時的に表示されなくなります。
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サーバでメモリリークが発生しているかどうかを確認するには、サーバ
を再起動し、メモリ統計情報 (［Total Cache Buffers］)を監視します。ト
ラフィックが増加しておらず、サーバに新しいアプリケーションがイン
ストールされていないにも関わらず、統計情報が変化する場合は、次の
手順を実行して、問題の発生原因を確認します。

1 サーバにすべての最新パッチをロードします。

サーバパッチは、NovellサポートのWebサイト (http://
support.novell.com/misc/patlst.htm)などで取得できます。取得先の一
覧については、33 ページの「パッチの適用」を参照してください。

2 サーバを再起動してメモリを解放し、メモリ使用状況のベースライ
ンを確立します。

3 モジュールのメモリ統計情報を表示します。

3a NetWare Remote Managerにアクセスします。

3b ナビゲーションフレームの［List Modules］をクリックします。

3c［Alloc Memory］ボタンをクリックして、メモリ使用状況のリス
トをソートします。 

3d メモリリークの発生原因として疑われるモジュール名ごとに、
割り当てメモリの［value］リンクをクリックします。

通常は、SERVER.NLM、NSS.NLM、および DS.NLMなどのモ
ジュールが、リストの先頭に表示されます。

3e このページを印刷して、モジュールのメモリ使用状況を監視す
るときのベースラインとして使用します。

4 メモリリークの発生原因として疑われる NLMごとに、手順 3を繰り
返します。

5 (状況によって実行 )それでもメモリエラーメッセージが発生する場
合は、手順 3をもう一度実行して、発生原因として疑われる NLM
ごとにメモリ統計情報を表示します。いずれかのモジュールで、メ
モリの使用量が著しく増加したかどうかを確認します。

メモリリークがある場合は、1つ以上のモジュールで、［Bytes in 
Use］の値が大幅に増加します。

6 メモリリークの発生原因を発見したら、モジュールベンダに連絡し
て、問題を報告します。可能である場合は、モジュールを更新する
か、またはサーバから削除します。
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サーバメモリを一時的に解放する

サーバメモリを一時的に (サーバにメモリを追加できるまで )解放する
には、次の手順を 1つ以上実行します。

従来のボリュームで、使用していないファイルおよびディレクトリ
を削除およびパージします。

削除されたファイルがパージされるまでの時間を短くします。

Minimum File Delete Wait Time SETパラメータ (Common File 
Systemカテゴリ )の値を小さくします。

Immediate Purge of Deleted Files SETパラメータ (Common File 
Systemカテゴリ )の設定を Onに変更します。

現在必要ない NLM (NWCONFIG、MONITORなど )、バックアップソ
フトウェア、ウィルススキャナをアンロードします。

使用していない従来のボリュームをマウント解除し、サーバがサ
ポートするボリューム数を少なくします。

ディレクトリ構造を簡略化します。従来のファイルシステムの各サ
ブディレクトリは、最低でも 1つのディレクトリブロック (デフォ
ルトでは、4KBのメモリブロック )を占有します。したがって、
ファイルが 1つだけ保存されているサブディレクトリも、32個の
ファイルが保存されているディレクトリも、必要なメモリは同じに
なります。

ほとんどのサブディレクトリに 32個のファイルが含まれるように
ディレクトリを統合して整理し、削除したサブディレクトリおよび
ファイルをパージすると、メモリが解放されます。

ボリュームを、従来のファイルシステムから NSSファイルシステム
に変換します。NSSボリュームをマウントする方が、必要なメモリ
は少なくなります。手順については、『Novell Storage Services管理ガイ
ド』の「従来のボリュームの論理ボリュームへの変換」を参照して
ください。

従来のファイルシステムを使用している場合は、ネームスペースサ
ポートを削除します。 

警告 : この手順を実行すると、すべての拡張ファイル情報が破壊されます。
この手順を実行する前に、ボリュームをマウントして、データをバック
アップできるだけのメモリを解放してください。

すべてのユーザにログアウトするように指示し、ボリュームのディ
スクドライバを除く、すべてのモジュールをアンロードします。マ
ウントされているすべてのボリュームをマウント解除します。
142 サーバオペレーティングシステム管理ガイド



ネームスペースを削除するには、VREPAIRをロードし、［Set 
VRepair Options］を選択します。次に、［Write All Directory and FAT 
Entries Out to Disk］と［Remove Name Space Support from the Volume］
の 2つのオプションを選択します。次に、マウントできないボ
リュームに対して、VREPAIRを実行し、［Repair a Volume］を選択
します。

最後の手段として、ボリュームのすべてのファイルをバックアップ
し、サーバの電源を切り、ボリュームを再初期化します。ブロック
サイズとして 64KBを指定し、［Block Suballocation］オプションをオ
フにします。

(この設定を使用すると、多くのディスク領域が必要になりますが、
使用可能メモリが増加します )

AUTOEXEC.BATファイルとCONFIG.SYSファイルをチェックして、
HIMEM.SYSや EMM386.EXEなどのメモリマネージャがロードされ
ていないことと、DOS=HIGH文がないことを確認します。DOSデ
バイスドライバがロードされていないことを確認します。

NSSボリュームで、キャッシュ統計情報を監視および調整します。
詳細については、『Novell Storage Services管理ガイド』の「キャッシュ
バッファの設定」を参照してください。

従来のボリュームのマウント中に発生するメモリエラーを解決する

ボリュームのマウント中にメモリエラーが発生した場合、問題を診断す
るには、次の条件が該当するかどうかを確認します。

従来のボリュームの場合は、マウント中に整合性チェックが行われ
るので (たとえば、すべてのテーブルの重複コピーがチェックされ
ます )、マウント中に必要なメモリの方がマウント後に必要なメモ
リより多くなります。

従来のボリュームおよびディレクトリエントリは、大幅に増加しま
す。したがって、サーバが RAMのほとんどを使用しているときに
(ファイルキャッシュバッファがメモリの 20%近く )、ボリュームを
マウント解除した場合は、追加のメモリが使用可能でない限り、そ
のボリュームを再マウントできなくなる可能性があります。

従来のボリュームにネームスペースサポートを追加するたびに、
FATおよび DETのサイズは大きくなります。ネームスペースサポー
トを追加し続けると、サーバがボリュームをマウントするために必
要な RAMを確保できないほど、テーブルのサイズが大きくなる場
合があります。

ボリュームのマウント中に発生したメモリエラーを解決するには、次の
操作を実行するか、または次の条件が該当するかどうかを確認します。
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使用可能なキャッシュバッファのステータスを確認します。キャッ
シュバッファが 20%未満である場合は、サーバに RAMを追加しま
す。

リソースをアンロードして、メモリを解放します。

従来のボリュームのディレクトリ構造を簡略化します。各サブディ
レクトリは、最低でも 1つのディレクトリブロック (デフォルトで
は、4KBのメモリブロック )を占有します。したがって、ファイル
が 1つだけ保存されているサブディレクトリも、32個のファイルが
保存されているディレクトリも、必要なメモリは同じになります。

ほとんどのサブディレクトリに 32個のファイルが含まれるように
ディレクトリを統合して整理し、削除したサブディレクトリおよび
ファイルをパージすると、メモリが解放されます。

必要なメモリを計算し、サーバにメモリを追加します。 

［Server Memory Statistics］で［Cache Buffers］の設定を確認します。

パーセンテージが 20%より低い場合は、メモリを追加します。

最近追加されたネームスペースサポートを削除します。

警告 : この手順を実行すると、すべての拡張ファイル情報が破壊されます。
この手順を実行する前に、ボリュームをマウントして、データをバック
アップできるだけのメモリを解放してください。

すべてのユーザにログアウトするように指示し、サーバのディスク
ドライバを除く、すべてのモジュールをアンロードします。マウン
トされているすべてのボリュームをマウント解除します。

ネームスペースを削除するには、VREPAIRをロードし、［Set 
VRepair Options］を選択します。次に、［Write All Directory and FAT 
Entries Out to Disk］と［Remove Name Space Support from the Volume］
の 2つのオプションを選択します。次に、マウントできないボ
リュームに対して、VREPAIRを実行し、［Repair a Volume］を選択
します。

サーバでメモリエラーメッセージが表示される

典型的なメモリエラーメッセージの例を次に示します。

Cache memory allocator out of available memory

Cache memory allocator out of available memory, size requested was x bites 
by NLM_name.

Short term memory allocator is out of memory

Cache memory allocator exceeded the minimum cache buffer limit
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前のいずれかの条件が該当する場合は、次の手順を実行して、問題の発
生原因を探します。

1 サーバが、メモリマネージャや DOSデバイスドライバをロードして
いないことを確認します。

AUTOEXE.BATおよび CONFIG.SYSファイルをチェックして、
HIMEM.SYSや EMM386.EXEなどのメモリマネージャがロードされ
ていないこと、および DOS=HIGH文がないことを確認します。
DOSデバイスドライバがロードされていないことを確認します。

CONFIG.SYSでこれらの文をコメント化するか、または、
CONFIG.SYS自体を削除します。AUTOEXEC.BATで、これらの文
をコメント化します (コマンドをコメント化するには、コマンドラ
インの先頭に「REM」とスペースを入力します )。

サーバにメモリマネージャがある場合、NetWareは、メモリを
NetWare自体で登録するのではなく、そのメモリマネージャを使っ
て、使用可能メモリを判断します。メモリマネージャによっては、
64MBを超えるメモリを認識できません。DOSデバイスドライバ
は、NetWareのメモリプールからメモリを取り込みます。

サーバを起動するためにWindows 95を使用していないことを確認し
ます。Windows 95では、メモリマネージャが自動的にロードされます。

2 サーバ BIOSが最新であることを確認します。

古い BIOSを使用している場合は、メモリの量が間違って報告され
ている可能性があります。新しいバージョンが取得可能な場合は、
BIOSを更新します。

3 Reserved Buffers Below 16 MB SETパラメータ (Memoryカテゴリ )の設
定が、300以上になっていることを確認します。

特に、必要なメモリが 16MB未満の CD-ROMまたはテープデバイ
スを使用している場合、古いドライバでは、値を 300以上に設定し
てください。

4 メモリが自動的に登録されていることを確認します。

メモリを手動で登録すると、メモリのフラグメンテーションが発生
する場合があります。古いシステムボードによっては、メモリを手
動で登録する必要がある場合がありますが、NetWareでメモリが自
動的に登録されるように、新しいシステムボードにアップグレード
することをお勧めします。

メモリを手動で登録した場合は、サーバを再起動して、メモリを解
放します。メモリを手動で登録し直さないでください。必要に応じ
て、システムボードをアップグレードします。
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5 メモリエラーが、従来のボリュームのマウント中に発生するかどう
かを検証します。

発生する場合は、サーバでメモリが不足している可能性があります。

メモリを一時的に解放するには、142 ページの「サーバメモリを一
時的に解放する」を参照してください。問題を解決するには、RAM
を追加します。

6 (NetWare Remote ManagerまたはMONITORで )最長未使用時間 (LRU)
のピーク時間帯の平均値が、15分より長いことを確認します。

長くない場合は、サーバでメモリが不足している可能性があります。

メモリを一時的に解放するには、142 ページの「サーバメモリを一
時的に解放する」を参照してください。［LRU Sitting Time］を使っ
てメモリの調整を行うには、『Server Memory Administration Guide』の
「Tuning File Cache」を参照してください。問題を解決するには、

RAMを追加します。

7 メモリリークが発生していないかどうか確認します。

ネットワークトラフィックが増加しておらず、サーバに新しいアプ
リケーションがインストールされていないにも関わらず、［LRU 
Sitting Time］および［Long Term Cache Hits］の値が、徐々に減少し
ていますか。

減少している場合は、サーバでメモリリークが発生している可能性
があります。140 ページの「メモリリークに関する問題を解決する」
を参照してください。

それでも問題が発生する場合は、107 ページの「トラブルシューティン
グの使用」のトラブルシューティング手順を実行し、Novell 
Knowledgebase (http://support.novell.com/search/kb_index.jsp)で検索して、
Novellサポートプロバイダに連絡してください。

ロックされているデバイスに関するエラーを解決する

ロックされているデバイスに関するエラーを解決するには、次の手順を
1つ以上実行します。

しばらく (場合によっては、数時間 )待ちます。実行中のタスクが完
了し、デバイスが解放される場合があります。

エラーが発生した操作を、もう一度実行します。

すべてのユーザ接続を削除し、ログインを無効にします。
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ディスクデバイスエラーの場合は、そのディスクを使用している可
能性がある NLMプログラム (デバイスドライバ以外 )をアンロード
します。ディスク上のすべてのボリュームをマウント解除します。

これらすべての手順を実行しても問題を解決できない場合は、Novellサ
ポートプロバイダまたはドライブの製造元に連絡してください。

イベント制御ブロック割り当てに関するエラーを解決する

イベント制御ブロック割り当てに関するシステムメッセージは、最初に
サーバを起動したとき、または、サーバが稼動中になってから一定時間
経過後に、表示されることがあります。

これらのメッセージは、サーバが、十分なパケット受信バッファを取得
できなかったことを示しています。通常、これらのバッファは、ECB(イ
ベント制御ブロック ) と呼ばれます。ECB の不足は、致命的な問題では
ありません。しかし、LAN またはサーバに関する問題があることを示し
ている場合があります。

ピーク時に高い負荷が発生する状態が繰り返される環境で、サーバが数
日間稼動中である場合は、設定されている ECBの最大数を超えたことに
よって、ECBに関するシステムメッセージが表示されることがあります。

このような状況が発生する原因が、メモリ需要の定期的なピークである
場合は、現在の最大 ECB割り当て数は変更せず、メモリ需要のピーク
時にメッセージが表示される状態を維持します。

それ以外の原因が考えられ、サーバメモリに対する負荷が非常に高く、
ECB割り当てに関するエラーが頻繁に発生する場合は、最大 ECB割り
当て数を大きくします。STARTUP.NCFファイルで、次の SETコマンド
を使用します。

SET MAXIMUM PACKET RECEIVE BUFFERS=number
ECBに割り当てられているメモリは、他の目的には使用できません。

STARTUP.NCFで次のコマンドを使用すると、サーバが使用できる最小
バッファ数も設定できます。

SET MINIMUM PACKET RECEIVE BUFFERS=number

サーバコンソールコマンドに関する問題を解決する

サーバコンソールコマンドに関する問題を診断するには、次の条件が該
当するかどうかを確認します。

STARTUP.NCFファイルでしか設定できない SETパラメータがある。
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システムコンソールのプロンプトを表示していない。この場合は、
<Alt>+<Esc>を押して画面を切り替えます。

サーバがシャットダウンされている。

サーバで障害が発生している (ハングしている )。

SERVER.EXEファイルが破損している。

ネットワークオペレーティングシステムが正しく設定されていない。

サーバコンソールコマンドに関する問題を解決するには、次の操作を実
行します。

STARTUP.NCFファイルに SETパラメータを入力し、サーバをシャッ
トダウンして再起動します。

すべてのケーブルが、すべてのネットワークボードおよびネット
ワークコネクタに、正しく接続されていることを確認します。終端
抵抗が、正しく装着されていることを確認します。

バックアップまたはNetWare 6オペレーティングシステムCDから、新
しいバージョンの SERVER.EXEをサーバのブートディレクトリにコ
ピーします。すべてのユーザに、ファイルを保存してログアウトす
るように指示します。

可能である場合は、サーバをシャットダウンします。シャットダウ
ンできない場合は、すべてのユーザがログアウトしてから数分間待
ち、サーバを再起動します。

各ネットワークボードのハードウェア設定をチェックして、正しく
設定されていることを確認します。

記録してあるネットワークボード設定が存在して、実際のハード
ウェア設定と異なる場合は、正しいパラメータを使って LANドラ
イバをロードし直すか、または LANドライバのパラメータに合わ
せてハードウェア設定を変更します。

すべてのネットワークボードの設定で、割り込みおよび I/Oポートの
競合がないかどうかを確認します。ネットワークボードの割り込み
が正しく設定されていない場合でも、サーバは最初は正常に起動す
ることがあります。

最も一般的な競合は、ネットワークボードが割り込み 4に設定され
ている場合に、プリンタが、同様に割り込み 4を使用するサーバの
シリアルポートに接続されているときに発生します。

DOSパーティションで、ウィルススキャンを実行します。
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CD-ROMからファイルをコピーするときにキーボードがロックされる問題を
解決する

CD-ROMからファイルをコピーするときにキーボードがロックされる問
題を診断するには、次の条件が該当するかどうかを確認します。

使用している CD-ROMデバイスと、ネットワークオペレーティングシ
ステムのインストールファイルがコピーされたボリューム (通常は、
SYS)が含まれているディスクサブシステムが、SCSIバスを共有してい
ると、そのボリュームにドライバをロードしたり、ファイルをコピーし
たりするときに、キーボードがロックされる場合があります。設定の競
合の例を次に示します。

CD-ROMドライブを DOSデバイスとして設定するために使用した CD-
ROMデバイスドライバを、CONFIG.SYSファイルから削除します。こ
の操作によって、オペレーティングシステム CDを NetWareボリューム
としてマウントしたときに発生する可能性がある競合を防止できます。

この CDからファイルをコピーするときにキーボードがロックされる問
題を解決するには、次の操作を実行します。

1

2

3
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1 コンソールプロンプトが表示されるまで、<Alt>+<Esc>を繰り返し
押します。

2「DOWN」と入力します。
3 テキストエディタを使って、CONFIG.SYSファイルから、CD-ROM
デバイスドライバを削除します。

4 更新した CONFIG.SYSファイルを保存します。

5 テキストエディタを使って、AUTOEXEC.BATファイルから、CD-
ROMドライバへの参照をすべて削除します。

6 更新した AUTOEXEC.BATファイルを保存します。

7 <Ctrl>+<Alt>+<Del>を押して、サーバを再起動します。

8 (状況によって実行 )サーバが、AUTOEXEC.BATファイルから自動的
に起動しない場合は、SERVER.EXEファイルおよび他のブートファ
イルが保存されているサブディレクトリ (デフォルトでは、
C:¥NWSERVER)に移動し、DOSプロンプトで次のコマンドを入力
します。

SERVER
9 (状況によって実行) ASPIデバイスドライバ(Adaptec*コントローラ用
など )を使用している場合は、次のいずれかのコマンドを入力する
必要があります。

AHAxxxx
xxxxには、Adaptecのボード番号を指定します。

または

ASPICD
または

CDNASPI
10 コンソールプロンプトで、「NWPA」と入力します。
11 (オプション )コンソールプロンプトで、「CD DEVICE LIST」と入力
します。

ネットワーク上のすべてのデバイスに関連する番号のリストが表示
されます。ボリューム番号を判別します。

12 コンソールプロンプトで、次のコマンドを入力します。

CD9660.NSS
CD MOUNT volume_name|number
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13 コンソールプロンプトで、「NWCONFIG」と入力します。

通信に関する問題を監視および解決する

ネットワークに関する問題の発生には、いくつかの理由が考えられま
す。たとえば、破損したハードウェアまたはソフトウェア、問題のある
リンク、メモリ不足などです。

ネットワーク通信に関する問題を解決するためのヒントを次に示します。

すべてのハブおよびリピータをチェックして、電源が入っているこ
とを確認します。

集信装置を確認して、衝突を示す黄色のインジケータが点滅してい
ないかどうかを確認します。

すべてのルータが正常に機能しており、メモリが十分であることを
確認します。ルータでメモリが不足していると、そのルータが
チェーン内で弱いリンクとなり、LAN全体の速度が低下する場合が
あります。

ケーブルが正しく終端しているかどうかを確認します。ケーブルが、
干渉の発生原因となる機器に接近していないことを確認します。

サーバのネットワークボードが正しく装着されており、初期化して
いることを確認します。

各ボードにプロトコルがバインドされていることをチェックして、
ネットワークボードの設定を確認します。次に、サーバをシャット
ダウンし、電源を切り、実際のネットワークボードの設定を確認し
ます。

すべての設定が、ドライバをロードするために使用する設定と
一致していることを確認します。ボードの設定と競合する割り
込みを使ってドライバをロードすると、ネットワークボードが、
ネットワーク上でブロードキャストできません。

ボードのノードアドレスが、有効なアドレスであることを確認
します (0と FFFFFFFFFFFFのアドレスは予約済みなので、使用
できません )。

I/Oポートのメモリ範囲とメモリアドレスが重複していないこと
を確認します。競合がある場合は、機器を設定し直して、競合
を取り除きます。

ネットワークボードが、サーバの他のボード、モニタボード、また
はポートと競合しないことを確認します。複数のハードウェア機器
が、同じ I/Oポート、割り込み、またはメモリアドレスを使用して
NetWareサーバのトラブルシューティング 151



いないことを確認します。割り込み 2、9、および 15は使用しない
でください。

ネットワークボードが正常に動作することを確認します。正常に動
作しない場合は交換してください。認定製品の一覧については、
「Novell Solutions Search」 (http://developer.novell.com/solutions)を参照
してください。［Hardware］カテゴリで、［LAN Adapters］または
［WAN Adapters］を選択して、使用しているアダプタが NetWareで
動作することを確認します。ドライバのバージョンが最新であるこ
とを確認します。

サーバコンソールで、VOLUMESを実行します。SYS:ボリュームが
マウントされていない場合は、マウントします。SYS:ボリュームが
マウントされるまで、サーバは、ネットワークに対してブロード
キャストしません。

ワークステーションアドレスおよびサーバのノー

ド番号を確認します。

ネットワーク上の各ノードアドレスは、一意である必要があります。
すべてのワークステーションの電源を一度切ってから、1台ずつ電
源を入れ直すことによって、問題を特定できる場合があります。

ワークステーションが、正しいフレームタイプを使用していること
を確認します。

ユーザに、ワークステーションからネットワークにログインするよ
うに指示します。NetWare Remote Managerで、ナビゲーションフ
レームの［Connections］リンクをクリックします。

［Connections］リストに、ログインしたユーザ名が表示される場合、サー
バは、ワークステーションからの要求を受信して応答しています。

ワークステーションで、「サーバが見つかりません」というエラー
メッセージが表示される場合は、サーバとワークステーションが、
同じフレームタイプを使用していることを確認します。

10baseTを使用している場合は、クロスケーブルを使って、サーバ
をワークステーションに直接接続します。この操作によって、サー
バとワークステーション間の通信に関する問題が解決される場合は、
ネットワーク上に問題の原因があります。
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マルチプロセスに関する問題が疑われる場合

マルチプロセスに関する問題が疑われる場合は、次の操作を実行しま
す。これらの操作を実行することによって、可能性の高い原因のほとん
どを取り除くことができます。

1 セカンダリプロセッサが、正常に機能していることを確認します。

サーバがすでに起動済みである場合は、プロセッサ 0を除く、すべ
てのプロセッサを停止します。この操作を行うには、NetWare 
Remote Managerで、ナビゲーションフレームの［Processor］リンク
をクリックします。オンラインになっている各プロセッサについて、
［Stop Processor］リンクをクリックします (プロセッサ 0をオフライ
ンにすることはできません )。

サーバがダウンしている場合は、サーバを起動し、すべてのプロ
セッサを停止します。

それでも問題が発生する場合は、手順 2に進みます。問題が発生し
ない場合は、手順 4に進みます。

2 割り込みに関する問題ではないことを検証するには、PSMを削除し
ます。次に、サーバを再起動します。プロセッサ 0のみが、起動し
ます。

STARTUP.NCFファイルのMPS14.PSM、CPQMPK.PSM、または
*.PSMが割り込み抽象層です。この層は、PICではなく、APIC 
(Advanced Programmable Interrupt Controller)と通信して、マシンの割
り込みを処理します。

それでも問題が発生する場合は、マルチプロセスに関する問題では
ありません。問題が発生しなくなった場合は、手順 3に進みます。

3 マシンの最新のアップデート版(最新のROM BIOSなど)が適用されて
いることを確認します。

ハードウェアが最新であることを確認し、それでも問題が発生する
場合は、NetWare 6のリリース時には提供されていなかった、新しい
バージョンを使用している可能性があります。マシンのハードウェ
ア上の違いに対応するためには、より新しい PSMが必要です。

ヒント :マルチプロセス環境でのみ発生する問題が、MP(マルチプロセス )
に関する問題であるとは限りません。問題の原因である可能性が高いのは、
MP環境にロードされているいずれかの要素が、正常に機能していないこと
です。
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4 107 ページの「トラブルシューティングの使用」に従って、情報を
収集します。STARTUP.NCFおよび AUTOEXEC.NCFを確認して、
実行しているソフトウェア要素を判別します。ソフトウェアのベン
ダおよび開発元に連絡して、すでに実行した手順を説明し、問題を
再現するために必要な情報を提供します。

それでも問題が発生する場合は、107 ページの「トラブルシューティン
グの使用」のトラブルシューティング手順を実行し、Novell 
Knowledgebase (http://support.novell.com/search/kb_index.jsp)で検索して、
Novellサポートプロバイダに連絡してください。

サーバとの通信不可、 -625エラー
サーバ間で通信に関する問題が発生すると、サーバと通信ができないと
いうメッセージや、ディレクトリパーティション操作を完了できないと
いうメッセージが表示される場合があります。DSTRACEがオンに設定
されていると、ディレクトリをサーバ間で同期できないので、-625エ
ラーは、DSTRACE出力に表示されます。

サーバ間の通信に関する問題を解決するには、次の操作を実行します。

1 サーバが起動済みであり、ネットワーク上で表示されていることを
確認します。 

サーバがダウンしている場合は、再起動します。

サーバが異常終了した場合は、問題を解決します。118 ページの
「異常終了を解決する」を参照してください。

2 サーバの時刻が、ネットワークと同期していることを確認します。

サーバの時刻がネットワークと同期しているかどうかを確認するに
は、システムコンソールのプロンプトで、「TIME」と入力します。
時刻が同期していない場合は、時刻の同期に関する問題を解決しま
す。時刻の同期に関する一般的な情報については、『Network Time 
Management管理ガイド』を参照してください。

3 サーバの IPXTM内部ネットワーク番号が一意であることと、IPアドレ
スが一意であることを確認します。すべてのレプリカで、各サーバ
のアドレスが正しいことを確認します。

同じレプリカリング内のすべてのサーバが、リング内のいずれかの
サーバと通信できない場合は、アドレスに関する問題がある可能性
があります。

すべてのアドレスが一意であることを確認します。すべてのレプリカ
で、各サーバのアドレスが正しいことを確認します。DSREPAIR を
ロードし、［Advanced Options］>［Replica and Partition Operations］>
［replica］>［Display Replica Information］の順に選択します。
154 サーバオペレーティングシステム管理ガイド



4 すべてのレプリカで、サーバ名が正しいことを確認します。

ディレクトリレプリカでサーバ名が間違っていたり、重複していた
りすると、サーバと通信できません。すべてのレプリカで、各サー
バの名前が正しいことを確認します。DSREPAIRをロードし、
［Advanced Options］>［Replica and Partition Operations］>［replica］>
［Display Replica Information］の順に選択します。

名前が間違っている場合は、Novellサポートプロバイダに連絡して、
サーバの名前を変更する手順を確認してください。

5 サーバが同じケーブルシステムを共有している場合は、各ケーブル
セグメントで、アドレスが一意であることを確認します。

アドレスが一意でない場合は、必要に応じてアドレスを変更します。

6 すべての LANドライバがロードされていることと、プロトコルがバ
インドされていることを確認します。すべての LANアダプタおよ
びドライバのバージョンが、最新であることを確認します。

必要に応じて、LANドライバをロードし、バインドします。ドライ
バのバージョンが最新でない場合は、ドライバを更新します。さら
に、特定のアダプタに関する既知の問題については、Novell 
Knowledgebase (http://support.novell.com/search/kb_index.jsp)で検索し
てください。必要に応じて、アダプタを交換します。

7 LANが機能していることを確認します。

サーバに対して pingを実行して、接続がアクティブであるかどうか
を確認します。NetWare Remote ManagerまたはMONITORを使って、
LAN統計情報を表示して、パケットが送受信されていることを確認
します。受信および送信パケット、衝突、および再試行などの統計
情報を確認します。

LAN接続が正常に機能していない場合は、サーバ間の物理リンクに
関する問題を解決します。161 ページの「通信に関する一般的な問
題を解決するためのヒント」を参照してください。

8 ルータに、パケット数の増加に対応できる十分なメモリがあること
を確認します。

サーバを、NetWare 3からアップグレードしたばかりである場合、
ルータによっては、NetWare 3から NetWare 4、5、または 6サーバで
増加したパケット数に対応するためのメモリバッファが不足してい
る可能性があります。ルータに、十分なメモリがあることを確認し
ます。

9 ルーティングフィルタを削除します。
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サーバが IPXを使用しており、ルータが SAPタイプ 004、26b、お
よび 278のパケットのフィルタ処理を行っている場合は、フィルタ
を削除します。

10 IPXを使用している場合は、サーバの内部IPXルータをリセットします。

サーバの内部 IPXルータをリセットするには、システムコンソール
プロンプトで、RESET ROUTERコマンドを使用します。他のルータ
に関する問題も解決します。

11 WANリンク上でデータが転送できることを確認します。

サーバ間は、56KBのWANリンクによって結ばれていますか。

そうである場合、問題の原因は、そのリンクである可能性があ
ります。次の点を考慮します。

転送レートの最低値はありますか。あるいは、ネットワークト
ラフィックが多いときに、転送レートが低下しますか。転送
レートが低下する場合は、リンクの性能が、継続的な通信を維
持するには不十分である可能性があります。

リンク上で、サイズの大きいファイルまたはレプリカ全体を転送し
ようとしていますか。56KBリンク上では、レプリカを同期するこ
とはできますが、レプリカ全体を転送することはできません。

サーバ間が、複数の 56KBリンクによって結ばれていますか。

問題を解決するには、より高速のリンクを使用する必要がある可能
性があります。

12 サーバ利用率が高くないことを確認します。

影響を受けているサーバの利用率が、100%または 100%近くに達し
ていますか。

達している場合は、何らかの方法でサーバ利用率を下げてください。
127 ページの「高利用率統計情報」を参照してください。

13 eDirectoryデータベースがロックされていないことを確認します。

DSREPAIRの実行中は、eDirectoryデータベースがロックされます。
他のアプリケーションの実行中にも、書き込み操作を行っていると
きに、データベースがロックされる場合があります。

データベースがロックされている場合は、DSREPAIRまたは他のモ
ジュールがデータベースの使用を終了するのを待つか、または、
ユーティリティまたはモジュールをシャットダウンします。

それでも問題が発生する場合は、107 ページの「トラブルシューティン
グの使用」のトラブルシューティング手順を実行し、Novell 
Knowledgebase (http://support.novell.com/search/kb_index.jsp)で検索して、
Novellサポートプロバイダに連絡してください。
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ワークステーションがサーバと通信できない

ワークステーションとサーバ間に関するさまざまな問題を解決するに
は、次のセクションを参照してください。

157 ページの「ネットワークに対する読み込みおよび書き込みエ
ラー、サーバが見つからないというエラー」

160 ページの「接続が定期的に切断される」

161 ページの「通信に関する一般的な問題を解決するためのヒント」

ネットワークに対する読み込みおよび書き込みエラー、サーバが見つからない
というエラー

ワークステーションがサーバと通信できない場合、ユーザはサーバから
切断されるか、またはログインできません。「サーバが見つかりません」
というメッセージや、ネットワークに対する書き込みまたは読み込みに
関するエラーが表示される場合があります。

問題を解決するには、次の操作を実行します。

1 他のクライアントがサーバに接続できることを確認します。

他のクライアントがサーバに接続できる場合、問題の原因は、サー
バやネットワークではなく、接続できないクライアントにあります。
次の点を考慮します。

ユーザがログインできない場合、そのユーザが、ログアウトせ
ずに電源を切ったかどうかを確認します。

ユーザがログアウトせずに電源を切ると、そのクライアント接
続は開いたまま維持されるので、接続が切断されるまで、その
ユーザはログインできなくなります。サーバのウォッチドッグ
プロセスが、指定された回数だけ接続を試行すると、接続は時
間切れになり、サーバは接続を切断します。接続が切断される
と、ユーザはログインできるようになります。

ウォッチドッグプロセスは、Watchdog (Communicationsカテゴ
リ ) SETパラメータによって制御されます。

ユーザのパスワードの有効期限が切れていますか。 

猶予ログインを使い果たす前に、パスワードを変更する必要が
あることを、ユーザが正しく理解していない場合があります。

ユーザアカウントに、ログインが許可されない時間帯など、他の
制限が設定されていますか。ユーザのプロパティを確認します。

不法侵入者ロックアウトがアクティブになっていますか。
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ワークステーションの LANケーブルは機能していますか。

2 サーバで異常終了が発生したかどうか確認します。

サーバで異常終了が発生すると、システムコンソール画面に、異常
終了メッセージが表示されます。異常終了の自動回復プロセスに
よって、サーバが再起動された場合は、メッセージが、画面の表示
領域からスクロールされてしまった可能性があります。
SYS:SYSTEMの ABEND.LOGログファイルで、メッセージを確認
します。

サーバの異常終了を解決するには、118 ページの「異常終了を解決
する」を参照してください。サーバの異常終了の種類に関する一般
的な情報については、118 ページの「異常終了時の動作について」
を参照してください。異常終了の自動回復プロセスを管理するには、
122 ページの「異常終了に自動的に応答する」を参照してください。

3 サーバコンソールがハングしているかどうかを検証します。

システムコンソールのプロンプトでコマンドを入力できない場合は、
コンソールがハングしています。状況によっては、サーバ画面を切
り替えられない場合もあります。

<Ctrl>+<Alt>+<Esc> を押します。この操作を実行すると、ファイル
サーバをシャットダウンして、DOS に移るためのプロンプトが表示
さ れ る は ず で す。プ ロ ン プ ト が 表 示 さ れ な い 場 合 は、
<Shift>+<Shift>+<Alt>+<Esc> を押して、デバッガを起動します。デ
バッガを起動できた場合は、「q」と入力し、<Enter> を押して DOS
に移ります。次に、サーバを再起動します。問題を解決するには、126
ページの「サーバコンソールがハングする」を参照してください。

どちらのコマンドも使用できない場合、サーバを終了する唯一の方
法は、NMI (マスク不可能な割り込み )エラーを強制的に発生させ
ることです。詳細については、Novellサポートプロバイダまたはコ
ンピュータハードウェアのベンダに連絡してください。

NMIを発生させる手順について問い合わせる時間がない場合は、
サーバの電源を切ることもできます。ただし、この操作を実行する
と、オペレーティングシステムが破損する可能性があります。その
危険を理解した上で、この方法を試してください。

4 SYS:ボリュームが、マウントされていることを確認します。

システムコンソールのプロンプトで、「VOLUMES」と入力して、マ
ウントされているボリュームのリストを表示します。SYS:ボリュー
ムがマウントされていない場合は、マウントします。SYS:ボリュー
ムがマウントされるまで、サーバは、ネットワークに対してブロー
ドキャストしません。
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5 LANに関する問題がないことを確認します。

NetWare Remote Managerで、ナビゲーションフレームの［Health 
Monitor］リンクをクリックし、［Server Health Monitoring］ページの
［Description］列にある［LAN Traffic］リンクをクリックします。

LANドライバ統計情報を表示して、パケットが失われているかどう
か、または、過剰な衝突や再試行がないかどうかを確認します。こ
の操作を行うには、NetWare Remote Managerで、ナビゲーションフ
レームの［Disk/LAN Adapters］リンクをクリックし、サーバの各
ネットワークボードに対応する名前のリンクをクリックします。

通信に関する問題を解決するためのヒントについては、161 ページ
の「通信に関する一般的な問題を解決するためのヒント」を参照し
てください。

必要に応じて、LANalyzer®などを使ってネットワークトラフィック
を監視し、問題を切り離します。

6 サーバ利用率が正常であることを確認します。

利用率統計情報を確認します。高利用率に対応する方法については、
127 ページの「高利用率統計情報」を参照してください。

LANトラフィックが多いことが問題の原因として疑われる場合は、
LANケーブルを取り外します。LANトラフィックが多いことが問
題の原因であった場合は、利用率が低下するはずです。

7 サーバに、十分なリソースがあることを確認します。

サーバで、「利用可能な ECBカウントがありません」というメッ
セージ、またはパケット受信バッファの不足に関するメッセージが
表示される場合。

これらのメッセージは、サーバでリソースが不足していることを示
している場合があります。これらのエラーを解決するには、123 
ページの「パケット受信バッファの不足によるエラー、利用可能な
ECBカウントがないことによるエラー」を参照してください。

8 eDirectoryデータベースが機能していることを確認します。

eDirectoryデータベースが閉じている、または、DSREPAIRなど、
他のユーティリティによってロックされていますか。

eDirectoryデータベースが機能していないと、ワークステーション
クライアントでは、ログイン画面が表示されません。

9 サーバで、-625エラーまたはその他の通信エラーが発生していない
かどうか確認します。
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サーバで、-625エラー、またはその他の通信エラーが発生していま
すか。

通信エラーが発生している場合は、154 ページの「サーバとの通信
不可、 -625エラー」またはオンラインマニュアルの Novell Error 
Codes (http://www.novell.com/documentation/lg/nwec/docui/index.html)
の「NDS or eDirectory Error Codes」を参照してください。

それでも問題が発生する場合は、107 ページの「トラブルシューティン
グの使用」のトラブルシューティング手順を実行し、Novell 
Knowledgebase (http://support.novell.com/search/kb_index.jsp)で検索して、
Novellサポートプロバイダに連絡してください。

接続が定期的に切断される

問題を解決するには、次の操作を実行します。

1 サーバ利用率が正常であることを確認します。

利用率統計情報を確認します。高利用率に対応する方法については、
127 ページの「高利用率統計情報」を参照してください。

2 ユーザが古い Novellクライアントを使用している場合は、適切な
Novellクライアントの最新バージョンにアップグレードします。

3 各ワークステーションのノード番号が一意であることを確認します。

4 サーバおよびユーザのワークステーションのすべてのネットワーク
ボードが正常に動作していることと、最新のボードおよびドライバ
を使用していることを確認します。

Novell Knowledgebase (http://support.novell.com/search/kb_index.jsp)で
ドライバおよびボードに関する既知の問題を確認し、ドライバを更
新して、必要に応じてボードを交換します。

5 すべてのケーブルをチェックして、正しく接続されていること、正
しく終端していること、および干渉の原因となる機器に接近してい
ないことを確認します。

それでも問題が発生する場合は、107 ページの「トラブルシューティン
グの使用」のトラブルシューティング手順を実行し、Novell 
Knowledgebase (http://support.novell.com/search/kb_index.jsp)で検索して、
Novellサポートプロバイダに連絡してください。
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通信に関する一般的な問題を解決するためのヒント

ネットワーク通信に関する一般的な問題を解決するには、次の操作を実
行します。

すべてのハブおよびリピータをチェックして、電源が入っているこ
とを確認します。集信装置を確認して、衝突を示す黄色のインジ
ケータが点滅していないかどうかを確認します。 

すべてのルータが正常に機能しており、メモリが十分であることを
確認します。ルータでメモリが不足していると、そのルータが
チェーン内で弱いリンクとなり、LAN全体の速度が低下する場合が
あります。

ケーブルが正しく終端しているかどうかを確認します。ケーブルが、
干渉の発生原因となる機器に接近していないことを確認します。

サーバのネットワークアダプタが正しく装着されており、初期化し
ていることを確認します。次に、サーバをシャットダウンし、電源
を切り、実際のネットワークボードの設定を確認します。

すべての設定が、ドライバをロードするために使用する設定と
一致していることを確認します。ボードの設定と競合する割り
込みを使ってドライバをロードすると、ネットワークボードが、
ネットワーク上でブロードキャストできません。

ボードのノードアドレスが、有効なアドレスであることを確認
します (0と FFFFFFFFFFFFのアドレスは予約済みなので、使用
できません )。

I/Oポートのメモリ範囲とメモリアドレスが重複していないこと
を確認します。競合がある場合は、機器を設定し直して、競合
を取り除きます。

アダプタが、サーバの他のボード、モニタボード、またはポートと
競合しないことを確認します。複数のハードウェア機器が、同じ I/
Oポート、割り込み、またはメモリアドレスを使用していないこと
を確認します。割り込み 2、9、および 15は使用しないでください。

ネットワークアダプタが正常に動作していることを確認し、動作し
ていない場合は、交換します。ドライバのバージョンが最新である
ことを確認します。認定製品については、「Novell Solutions Search」 
(http://developer.novell.com/solutions)を参照してください。
［Hardware］カテゴリで、［LAN Adapters］または［WAN Adapters］
を選択して、使用しているアダプタが NetWareで動作することを確
認します。ドライバのバージョンが最新であることを確認します。
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サーバコンソールで、VOLUMESを実行します。SYS:ボリュームが
マウントされていない場合は、マウントします。SYS:ボリュームが
マウントされるまで、サーバは、ネットワークに対してブロード
キャストしません。

ワークステーションアドレスおよびサーバのノード番号を確認します。

ネットワーク上の各ノードアドレスは、一意である必要があります。
すべてのワークステーションの電源を一度切ってから、1台ずつ電
源を入れ直すことによって、問題を特定できる場合があります。

ワークステーションが、正しいフレームタイプを使用していること
を確認します。

ユーザに、ワークステーションからネットワークにログインするよ
うに指示します。NetWare Remote Managerで、ナビゲーションフ
レームの［Connections］リンクをクリックします。

［Connections］リストに、ログインしたユーザ名が表示される場合、
サーバは、ワークステーションからの要求を受信して応答しています。

ワークステーションで、「サーバが見つかりません」というエラー
メッセージが表示される場合は、サーバとワークステーションが同
じフレームタイプを使用していることを確認します。

10baseTを使用している場合は、クロスケーブルを使って、サーバ
をワークステーションに直接接続します。この操作によって、サー
バとワークステーション間の通信に関する問題が解決される場合は、
ネットワーク上に問題の原因があります。

Adminアカウントが削除されている、または Adminパスワー
ドがわからない

Adminアカウントが削除されていたり、Adminパスワードがわからなく
なったりした場合は、Novellサポートプロバイダに連絡するのが唯一の
解決方法です。

Adminアカウントを失わないようにするには、Adminアカウントと同じ
権利を持つ、1つ以上のユーザアカウントを作成しておくことをお勧め
します。 

重要 :これらの追加のアカウントに権利を割り当てるときに、Adminと同等のセキュ
リティを設定しないでください。設定すると、Adminが削除された場合に、アカウン
トの同等セキュリティが失われます。
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予防的管理作業

サーバに関する問題の予防に関するヒントについては、次のセクション
を参照してください。

84 ページの「NetWareサーバの監視」

34 ページの「パフォーマンス特性の一致」

103 ページの「メモリの問題を防止する」

104 ページの「電源装置のエラーを防止する」

105 ページの「静電気の問題を防止する」

『Server Communications Administration Guide』の「Preventing Cabling 
Problems」

101 ページの「ネットワークに関する記録を残す」
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